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本報告書 は,日 本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成 したものである.



序

デ ー タベ ー ス は,わ が 国 の情 報化 の進展 上,重 要な 役割 を果 たす もの と期待 され て い る.

今後,デ ー タベ ー スの 普及 によ り,我 国にお い ても健 全な 高度情 報化 社会 の形成 が 期 待 さ

れ る.さ らに海 外 に対 して提供 可能 な デー タベ ースの 整備 は,国 際的 な情 報化へ の 貢 献お

よび 自由な情報 流通 の 確保 の観点か らも必 要で ある.し か しなが ら,現 在 わが 国で 流 通 し

てい るデ ー タベ ー スの 中で わが 国独 自の もの は1/4に 過 ぎな いのが 現状 で あ る.わ が 国

デー タベー スサー ビ スひ いてはバ ラ ンスあ る情 報産業 の健 全な 発展 を図 る ため には,わ が

国独 自の デー タベー スの構築 お よびデ ータベー ス関連 技術 の研 究開発 を強 力 に促 進 し,デ

ー タベー スの 拡充を 図 る必 要が ある .

この よ うな 要請 に答 えるため,(財)デ ー タベー ス振興 セ ンター で は日本 自転車 振 興会

か ら機 械工 業振 興資 金 の交付 を受 けて,デ ー タベー スの構 築お よび技 術開 発 にっ いて 民間

企業,団 体 等 に対 して委託 事業 を実 施 して いる.委 託 事業 の 内容 は,社 会 的,経 済 的,国

際的 に重 要で,ま た地 域お よび産業 の発展 の促 進 に寄 与 す ると考 え られ て いるデー タベー

スの 構築 とデ ー タベ ー ス作成 の効率 化,流 通の 促進,利 用 の 円滑 化 ・容易 化な どに関 係 し

たソ フ トウ ェア技術 ・ハー ドウェア技術 で ある.

本事 業 の推進 に当 た って,当 財団 に学識 経験 者の方 々で 構成 され るデー タベ ー ス構築 ・

技術 開発促 進委 員会(委 員 長 東京 工科 大学教 授 西 野博 二 氏)を 設 置 してい る.

この 「燃 焼技 術 と燃焼 装 置設 計の デ ータベー ス作成 」は平成 元年度 のデ ー タベー スの構

築促 進お よび技 術開 発 促進事 業 と して,当 財団 が 日本 機械 学会 に対 して委 託実 施 した課題

の一 つで あ る.こ の 成 果が,デ ー タベ ース に興 味を お持 ちの方 々や 諸分野 の皆 様が たのお

役 に立 てば 幸 いで あ る.

な お,平 成元 年度 デ ー タベ ー スの 構築促 進お よび技 術開 発促 進事業 で 実施 した課 題 は次

の とお りで ある,

平成2年3月

財 団法 人 デー タベ ー ス振 興セ ンター



平 成 元 年 」度

デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・技 術 促 進 委 託 課 題

分 野 課 題 名

社 会

1気 象情報 デー タベ ー スの構築

2電 磁波環 境障害 に関す るデー タベ ー スの構築

3災 害情報 シ ソーラ スの構 築

4意 味情報 を 中核 と した医療評 価デ ー タベ ー ス とコ ミュニケ ー シ ョンシ

ステ ムの 構築

5ハ ンデ ィキ ャ ツプパ ー ソ ンの情報 ニ ーズ に即 したラ イフサ ポー トデ ー

タベ ー スの構築

6博 物 館情 報デ ータベ ー ス シス テムの構築

7中 央 官庁 での電子 計 算機 利用 に関 す る報 告書 のデ ー タベ ー ス化

地域活性化

・中小企業

振興

8沖 縄 地域 にお ける文 化情 報デ ー タベ ースの構 築

9九 州 地域 の人材情 報 デ ー タベ ー ス構築 に関す る調査 研究

10高 岡 市商 圏デー タベ ー スの構築

11地 域 の物産 ・人材 ・文化 情報 のデ ー タベ ー ス構 築 と新 しい地 域間交 流

推進 に関 す る調査 研 究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型 地 図デ ー タベー ス構築 の ための調 査研 究

エ机 キ㌧資源 13燃 焼技 術 と燃 焼装 置 設計 のデ ータベ ー ス作成

部 品 ・材料 14技 術 支援 シス テム にお け る産業 機械 部品 デー タベ ー スの構 築

15マ イ知コンピュータの プ ログ ラマブ ル周 辺デ バイ スのデ ータベ ー ス構築

標 準 化 16イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

17CD-ROMマ ル チ メデ ィア デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タベー ス構築 の ため の ターミ ノ ロジーの調査 研 究

技 術

19異 種 デー タか ら構成 され るデ ータベ ー スの総 合的 処 理技術 に関 す る調

査 研 究

20バ イナ リモデル に基 づ く先端 的文書 検索 シス テムの 開発
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燃焼技術 と燃焼装置設計のデータベース
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1概 要

日本機 械学会研 究 協力 部会 にお いて,昭 和49年 以 降継続 して連続 燃焼 の燃 焼技術 に関 し

て,以 下の4っ の分 科会 が設置 され た.

RC-29

RC-40

RC-51

RC-67

RC-82

燃焼寸法効果研究分科会

燃焼装置の騒音 ・振動研究分科会

燃焼装置の合理的設計手法研究分科会

連続燃焼装置の高効率,低 公害化設計技術研究分科会

燃焼装置の設計データベース研究分科会

[昭 和49年3月 】

[昭 和52年4月l

l昭 和54年4月1

[昭 和57年4月1

{昭 和61年4月]

燃焼 装 置の設計 デー タベ ー ス研 究分科 会(RC82分 科会)は,連 続燃 焼装 置 の燃焼 技術 に

関 して これ らの成 果を 集大成 す る ととも に,過 去 の 分科 会で は取 り上 げな か っ た他 の事 項 も

含 めて,燃 焼 装置 の設 計 に役 立っ 資料 を まとめ てデ ー タベー ス化す る こ とを 目標 に して設置

が 計 画 され,昭 和61年 に発 足 した.

大学,国 公立研 究所 か らの燃焼 技術 の専 門家 と企 業 で燃焼 に従事 す る メンバ ー を分科 会委

員 と して集め たRC82研 究分科 会を 母胎 と して,燃 焼 技術 と燃焼装 置設 計 のデ ー タベ ー ス

を編 纂 し,多 くの技術 者 の活用 で きる形態 と して公 開 す る目的で活動 した.

1-1目 的

科学 技術の デー タベ ー ス化 は,住 所 録や カー ドの よ うなデ ータベー ス,数 表操 作の デ ータ

ベ ー ス とは異 な る点が 多 い.科 学技術 と装置 設計 の ノ ウハ ウをデー タベ ー ス化 す るには,文

字 によ る記述 に加 え,グ ラフや図 による表現 と計 算 式 によ る見積 とが必 須 とな る.こ の形 態

が 可能 なDBMSは 現 在は大 型機 を始 め,パ ソコ ンに至 る コ ンピュー タで使 用 され て い るデ

ー タベ ー スに は国外 国内 とも にな い.科 学技 術や 医学 の デー タベー スで は,す で にい くっか

の 実用 化 され てい るものが あ るが,そ れ らは形 式化 しや す いデー タの み であ る.

表題 の 課題 で は,

(1)実 務 に利用 で きる技術 デー タベ ー スを どう構 築 す るか.

(2)デ ー タベ ー スを収集 し,編 纂 す る.

(3)編 纂 したデ ー タベ ース を公 開 す る.

とい うステップをRC82分 科 会委 員で 議論 し,作 業 を して まとめあげ るこ とを 目的 と して

い る.
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一 口に技術 デー タベ ー ス といっ ても
,複 雑 多様 な燃焼 現象 を いか に と らえ るか によっ て各

人各 様 の考 え方が あ るわ けで,当 初の分 科会 で は どの よ うな デー タベ ー スを 構築 す るか につ

いて,委 員の 間で活 発 な討論 が行 われ た.こ こで の検討 は分科会 の性 格 と活 動範 囲を明 確 に

す る上 で重要 で あ ったので,多 くの時間 が費 や されたが,燃 焼 の基礎 事項 を 中心 とした 「燃

焼 工 学資料 」的な まとめを期 待す るもの か ら,エ キスパ ー トシス テムな い しはAIへ の 挑戦

を求 め る もの まで,幅 広 い有 意義 な意 見開陳が な され,必 ず しも一つ の 方向 に集約 され る も

の で はな か った.

この ため若手研 究者 側委 員数 名 を加 え た幹 事 会を作 り,以 上の意 見 を踏 まえて具体 的 にど

の ような体 制で どんな活 動 を す るか にっ いて詳細 な検討 を開 始 した.検 討結 果 は凡 そ以 下に

集約 され る.

(1)燃 焼の 基礎 とな る部 分 は燃 焼工学 上 の定説 といえ る項 目が 多 く,条 件 や方 法な どで制

約 はあ るに して も 一般 にはデー タベ ース化 し易 い.

(2)燃 焼技 術 に関 して は多 くの 技術資 料が 提供 され て いるが,定 量 的 にま とま ったものが

少 な いので,デ ー タの 利用 範囲,条 件 等を 明確 にす るほか,数 値 シ ミュ レーシ ョンや

実験 を行 って基 礎 技術 にっ い ての デー タを 整理,補 完 する必要 もあ る.

(3)個 々の 実用 燃焼 装 置 にっ いては設 計手順 に沿 っ た完全 なデー タの 提示 は困難 で あ るが,

い くっ かの事象 が 複合 され て起 こ る燃焼 状態 にっ いての技術 使 用 は提 出で きる.

(4)デ ータベ ー スの 構 築 にっい ては,キ ー ワー ドによ って必要 事項 を検索 しなが ら燃焼 の

基礎 か ら燃 焼技 術 までの広 範囲 の情報 が得 られ る よ うに工 夫す る.

以上 の よ うな共 通理 解 に基づ い てデー タベ ー スを念頭 にお いた話題提 供 によっ て問題 点等

が 抽出 され,熱 心 な討 論 を行 な っ た.数 値 シ ミュ レー シ ョンや実験 的研 究 にっ いては ,研 究

者側 委員 が独 自に行 って い る個 々の研 究を重 視 す るこ とと し,そ れ らの成果 をデ ー タベ ー ス

に組 み込 む こ とに よって デー タの補 完や 燃焼 項 目の充実 を図 るこ とに した.

そこ で,次 節の よ うに分科 会 に全体 を統括 す る幹事 会 とデ ータベ ー ス内容 によ って異 な る

独 自の活 動が必 要 な小委 員会 を設 け活 動 を行 な ってい る.

]-3分 科会 の構成

分科 会 は,企 業 側委 員 と研 究者側委 員 で構成 され てい る.全 体 の活動 とその方 針や 内容 の

決 定 は,分 科 会 全体会 議 で行 い,分 科 会の 運営や 実際の 作業 は,そ の 内容 に応 じて幹事 会が

行 うこ とにな った.広 い範 囲の設 計デ ー タベ ースのデー タ収 集の ため,図1-1に 示 す よ う
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に分科 会 に3っ の小 委員 会を設 け,そ れぞ れ に研 究者 幹 事 ・企 業幹 事を お き,活 動す るこ と

に した,

図1-1分 科会 の構成

(小 委 員会 の活動 範囲)

分科 会 では,研 究計 画書を 基 に し,分 科会 と幹 事会 で議論 され たデ ー タ収 集の項 目を もっ

て3っ の小委 員会 を設置 し,設 計 デ ー タベー ス構築 の ため に活 動 をす るこ とにな った,そ の

小 委員 会の活 動範 囲は,明 確 に分離 す る ことはで きな いが概 ね次 の よ うにな って いる,

(第1小 委員 会)燃 焼の基 礎技術.

確立 され て定説 とな って いる燃 焼の技 術や理 論,そ して,そ の背景 とな る物 理 化学

的 内容 を領域 とす る.

(第2小 委員会)燃 焼 器設 計 に利 用で きる基礎 技術.

各種燃 料の燃 焼方法,燃 焼現 象や 火 炎にっ い ての 内容 を主 と して扱 い,確 立 されて

いるわけで はな いが 燃焼 器設 計 をその領 域 とす る.

(第3小 委 員会)燃 焼 の応用 技術

実際の燃 焼器 にっ いて,そ の 全体 設計 に必要 な手法 や 設計法,個 々の燃焼 技術 では

扱 うこ とので きな い複合化 した燃焼 技術 にっ い て扱 う.ま た,燃 焼 に関 す る法 規や

規制 な どの周辺 資料 も含 め た内容 を その 領域 とす る.
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1-4分 科 会 委員(研 究者 ・参 加 会社 委員)一 覧

(1)研 究者側委員 主査

幹事

幹事

(2)参 加会社代表委員

永井 伸樹

中山 満茂

岸本 健

飯沼 一男

猪飼 茂

江 口 邦久

越後 亮三

大竹 一友

小沼 義昭

川口 修

熊倉 孝 尚

河野 通方

小竹 進

斎間 厚

佐藤 豪

佐野 妙子

鈴木健二郎

高城 敏美

田丸 卓

谷口 博

浜 純

堀 守雄

水谷 幸夫

溝本 雅彦

宮内 敏雄

吉田 亮

青木 清

出井 安正

豊永 肇

鈴木 富雄

河上 勇

長谷川好道

堀野 誠也

竹中 広一

田畑 明久

種村 勝平

小林 博志

豊

作

二

孝

利

旬

二

孟

直

実

周

孝

善

聖

純

重

瀬

田

嶋

本

口

木

森

岡

保

代

古

須

田

橋

関

鈴

金

松

友

萬

東北大学工学部

群馬大学工学部

国士館大学工学部

法政大学工学部

明星大学理工学部

科学技術庁航空宇宙技術研 究所

東京工業大学工学部

豊橋技術科学大学

豊橋技術科学大学

慶応義塾大学理工学部

運輸省船舶技術研究所

東京大学工学部

東京大学工学部

日本大学理工学部

金沢工業大学

東海大学工学部

京都大学工学部

大阪大学工学部

科学技術庁航空宇宙技術研究所

北海道大学工学部

工業技術院機械技術研究所

拓殖大学工学部

大阪大学工学部

慶応義塾大学理工学部

東京工業大学工学部

東京電機大学工学部

石川島播磨重工業㈱技術研 究所

宇部興産㈱

大阪ガス㈱総合研究所

㈱神戸製鋼所機械研究所

三機工業㈱

ダイハツデ イーゼル㈱

㈱田熊総合研究所

東亜燃料㈱総合研究所

東京ガ ス㈱技術研究所

東京電力㈱技術研 究所

東陶機器㈱

日本石油㈱

日本ファーネス工業㈱

日立化成工業㈱下館研究所

㈱ 日立製作所 日立工場

㈱ 日立造船舞鶴工場

富士重工業㈱

ボルガ ノ㈱

マツダ㈱横浜研究所

三井造船㈱玉野事業所

三菱重工業㈱高砂研究所
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2燃 焼 装置の設 計デ ー タベ ー スの開 発 とその概 念

2-1燃 焼 技術の デ ー タベ ー ス化(デ ータベ ー スの 概念)

多 くの 工学 技術 は分化 が多 様化 して きてお り,か っ電子 技術 の発展 に伴 ってコ ンピュー タ

を用 い てデー タベー ス化 し,便 覧 や資料 集 な どの 内容 が書籍 と同 じよ うに コ ンピュー タの ソ

フ トと して出版 され るよ うにな っ て来 っ っあ る.こ れ らの多 くは定形 化 され たものか ら始 ま

っ てい る.ま た,き わめ て よ く体系 化 され た分野 で は,医 学 を は じめ と してAI(人 工 知能)

や,エ キ スパ ー トシス テム と して利用 され て いる.

第1章 で述べ たよ うに,燃 焼 技術 は,複 合 工学 技術 で あ り,体 系化 が 完成 してお らず,多

くの分 野 に関連 した技術 で あ る.分 科 会の主 題 は この 燃焼 技術 をデー タベ ー ス化 しよ うとす

る試み の研究 であ る.当 初 にお いては,燃 焼 器を 設計 す る と きに

技術 デー タベ ー スを どう利用 し,設 計す るの か

利用形態 にあ った燃焼 技術 デー タベ ー ス構築 の方法

な どの 未解決問題 が あ る.一 般 の工学 デー タベー スを 構築 す る ときと同様 であ るが,具 体 的

な 内容 で は最大公 約的 な 見解 を ま とめ る こ とは大 変難 しい事 が わか った.参 加委員の 専 門 と

され る分野そ れぞ れ の領域 で資 料 の利 用 の仕 方や,経 験 に依 存 す る度 合が異 な るためで あ る.

燃焼 技術以外の 重 要な工 学分野 にも経 験の 依存 度が きわめ て強 く体 系化が 十分 にで きない

分 野 もあ る.こ の 分化 分類 の難 しい混 沌 たる部分 を ま とめ使 用 に耐 え うるデ ー タベ ース の形

態 を考 えるこ とが で きれば,こ の研 究 は他の 工学 分野 にお い ても使用 で きる先駆 的な 内容 と

な るこ とは十分 に考 え られ る.そ の ため 技術 デー タベ ー スを 一般 化 して どの 分野 にも適応 す

る事 が で き,そ れ ぞれ の分野 で特 殊化 が 可能 とな るデ ータベ ー スの構造 を採 用す る必 要が あ

る.

議 論 に先立 ち,デ ー タベ ー スの利用 形態 を ア ンケー トした.そ の結果,次 の節 にあ るよ う

な結 果 に まとめ る ことが で きた.

便 覧や マニ ュアル,ハ ン ドブ ック と しての利 用 では,多 くの事例 を盛 り込 み頻 繁 に利用 さ

れ て いる 「伝 熱工学 資料 」に 匹敵 す る成 果を 「燃 焼工 学 資料 」とい う形 で ま とめ るこ とを希

望 され ている.

また,実 際の燃 焼器 の設計 で は,燃 焼 に関 す る知 識の みで は不 足で あ り,物 理 ・化学 の 基

礎 か ら伝熱 ・流体 力学 ・材料 工学 ・音 響 ・振動 な ど多方 面 にわ た る知識 が必要 にな る.そ の

ため相 当の経 験者 でな けれ ば良 い設計 者 にな れず,1つ の燃 焼器が 設計 で きて も異な る他 の
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燃焼器 を設計 す る ときは また別 の知識が必 要 とな るの が 実状で あ る.こ の よ うに大学 のみ な

らず企業 にお いて も燃 焼 器 の設計 方法や それ を教 育す る方法 は体 系化 され て いな い.多 くの

場合,燃 焼技術 の教 育 は 実例 に基 づ いて行 わ れて いる.そ の ため,合 理 的 な教材 と して の成

果や,CADと しての成 果が 希望 され て もの と考 える こ とが で きる.

この利 用の 方法 は点 で デー タベ ー スを 構築 す る上 で需 要な課題 とな り,デ ー タベー ス構 造

で ある項 目と内容 の 関連 性 の付 け方が左 右 され る.こ の利用 方法 は技術 者 それぞ れ に異 なる

が,こ こでは燃焼 装 置 の設 計 とい う実務 を重視 した形 式 を採用 す る事 に し,し か も,燃 焼 装

置 に限 らず 全 ての技術 分 野 にお いて も汎用 性 を損 な わな い配慮を した.具 体 的 には,上 記 の

ハ ン ドブ ック的利 用 は,実 務 か ら基礎へ,技 術教 育 は基 礎 か ら実務へ とい う形で 利用方 法 を

まとめ るこ とが で きる.こ の利用 方法 は実務 か ら基礎,基 礎 か ら実務へ の 一方だ けとい うこ

とはな く必ず 混在 した形 とな るこ とが予想 される.そ の ため,キ ー ワー ドとな る用語 の は基

礎,実 務 とも同等 に扱 え,さ らに相 互 に関連 し,ど ち らの サ イ ドへ も検 索可 能 と しな け れば

な らな い.同 時 に,こ の 検索 ルー トは利用 者の技 術 レベ ルに応 じて利用 者が 自由 に選択 で き,

希 望す る項 目 に容 易 に到 達で きる見通 しの 良 さも備 えな ければな らな い.

この よ うに一般 性を 重 視 す ると特定 の燃焼 器の 設計 を行 う際 に障害 とな る.し か し,デ ー

タの利用の仕 方 は完全 に利用 者 に依存 す る形を取 る方が 使 いやす い.利 用者 には項 目を取 捨

選 択す る少 しの知 識が 必 要で あ る.デ ー タベー スプ ログ ラムを進 化 させ れば デー タベ ー スの

デ ータ 自体が 検索 の優 先 順位 を学 習 し定形化 され た作業 を効 率的 に進 め るこ ともで き るよ う

にな る.こ うすれ ば企 業 が あ る特定 の燃焼器 を設 計す る ときの必 要な最 短検 索路 を作成 す る

こ とも可能 とな り,さ ら に検索路 を模索 して行 く課程 で は新 しい設計方 法を 発見 す るこ との

で きる道具 と して も期 待 で き るよ うにな る,こ の ような形態 を採 用で きるこ とが技 術 デ ータ

ベ ース と しての現 段階 で の完成 されたデー タベー スで あ る と考 えてい る.

この利 用者 に依 存 した内容 はパー ソナル な利用形態 とと られが ちで あ るが,デ ー タフ ァイ

ル に保護 機能 や可 読利用 者 限定 機能を 設 け,共 同利用 形 態 と して デー タサー ビス をす る と き

を想定 してい る.ま た,こ の機能 の一部 を活 用 しデー タベー スの 関連性(Relationality)を

用 いて特 定の燃 焼器 の設 計 に便利 な形態 にま とめ 上げ る こと も可能 で あ り,エ キ スパ ー トシ

ス テムのデー タや 予測 の資料 の作 成 もで きる機能 も持 つ.

この概 念は デー タベ ー スを操作 す るプ ログラム に負 うとこ ろが 多いが,そ の前 に前述 の よ

うな柔 軟なデ ータ の構 造 を 設計 す る必 要が あ る.

この基 本的 な考 え方 を 基 に しデー タベ ー ス に関す る数 多 くの 書物や 記 述か ら現 在の デ ー タ
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ベ ー ス操作技 術 を鑑み て以上 の よ うな要 請 に答 え られ るデー タ構 造 を設 計 した.こ の構造 は,

特 定の コ ンピュー タや そのOperatingSystemに 依存 せず,将 来の あ るべ きデ ー タベ ー スの形

といっ た構 想 も含 んで い る.

これ らのデ ータ には,お お よそ2種 類 あ る.

1,数 値や 式,図 な ど

2.式 や図 にっ いて解 説 した文章.

分科 会 の各 委員 の協力をお願 い して,こ れ らの 内容 のデ ー タを 以下 に示 す よ うな フ ォーマ

ッ トで集 め,分 類や構 成 は改 めて作 業 グ ルー プを編成 して実施す るこ と と した.こ の 分科会

は広 い分 野の 研究 者が参加 して い るが,燃 焼 の分野 は広 くこの期 間 中 に全 てのデ ータを集 め,

解説 す るこ とはで きな い.し か し,い くっか の分 野で は十分な デー タを 集め るこ とが で き,

不 足 して い る分野 を将 来追加す る と きのサ ンプ ル にな る.ま た,デ ー タベ ー スは追 加や 削除

す るこ とが容 易にで き,利 用者が 個性 的 なデー タベー スを作 り上 げ るこ とも可能 であ る.

この 内容 は,パ ー ソナルな利用 形 態 と とられが ちで あ るが,共 用 利用 形態 としてデ ー タサ

ー ビスを す る ときを想 定 してお り ,そ の 一部 を活 用 して特定 の燃焼 器 の設計 に便 利な形 態 に

ま とめ上 げ る事の で きる機能 も持 った もの と した.

利用 形 態 はパ ソコ ンが圧倒 的 に多 く,EWSや ミニ コ ンや 大型 の利 用 者 もパ ソコ ンを考 え

てい るよ うで は じめはパ ソコ ンを 対象 と して設計 す る,

利 用 の方法 で は個 人的利用 が 多 く,利 用形 態 とは少 々異 な る結 果 を 出 してい る.特 に,大

学 や企業 の教 育用,設 計 資料 と個 人的 利 用方 法 は矛盾 す るが,限 定 した意味 での個 人的利 用

と考 え る と前述の ように,特 に技 術資 料 は,開 発 な どで力を発 揮 す る もの で あろ うか ら,企

業 に とっては,神 経を使 うとこ ろで あ ろ う.完 全 に公 開性の あ る方 式 とす る とこれ らは利用

者 を限 定 す るこ とにな り得 る,し か し,可 読利用 者範 囲限定や デ ー タ保護 機能 を付 ける こと

で これ は我慢 で きる し,パ ー ソナ ルユ ー ズの形態 を強 く残す事 で 利用 者 を広 くす る.

2-2技 術 デー タベー スの概要

一般 にデ ー タベ ース は,次 の 大 き く2っ に要素 か ら成 り立 つ.

1)デ ー タベ ー スを処理 す る プ ログ ラム部分

2)デ ー タベ ー ス本体 の デー タ フ ァイル

この デー タベ ースを,燃 焼装置 の設 計 に応用 で き,燃 焼技術 のマ ニ ュア ル と して使用す るた

め には,デ ー タ フ ァイル の構 成が,構 築 す る上で の重要な課題 とな る.
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委員 に設 計 デー タベ ー スの 目的 とす る利用形態 を聞 くア ンケー トで は,

○ 燃焼 の便覧 や マニ ュアル

○ 燃焼 学教 育の ため の教材 及 びテキ ス ト

○ デ ス クサイ ドのComputerAidedDesignと して,指 針 を与 え るもの.

○あ る燃焼 器を 設計 す る手 順 お よび その ための計 算 と資料

とい う意 見が あ った,主 と して 「設 計上 必要 とす るデー タを 迅速 に検索 で き,利 用 して行 く

上で加 工 で きればベ ス トで あ る,」 との考 え方が 多か ったが,次 には,「 基礎 とな る燃 焼技

術 を網羅 して あれば,初 心者 で もベ テ ラ ンで も不明 な項 目を知 るこ とが で き,特 に初心 者 に

対 しては,教 育材料 とな るもの.」 とい う考 えで あ った とま とめ てみ た.こ の2っ の想 定 さ

れ る利 用形 態 を満足 させ るこ とはむず か しいが,項 目を 検索 の手が か りと して全 体 を構 成 す

れば ほぼ これ らの利用 形 態 に対応 で きる.そ の ため,燃 焼 技 術 にお いての項 目を作 成 した.

これ らは,多 く分 ける と,3つ とな る.

(1)燃 焼 の基礎技 術.

(2)設 計 に利用 で きる燃 焼技術

(3)燃 焼 の応用 技術

さ らに,燃 焼 に直接 関連 した こ とと して,

(4)燃 焼 機器 の開発 の 実例.

(5)燃 焼 の計測法

(6)燃 焼機 器 の評価 法

各項 目で性 質 が異 な るため まった く同 じ形 式を取 れな い.デ ー タ形式 を固定 化す ると,

Flexibilityに 欠け る.

拡張 性 に問題.

デー タの リ レー シ ョナル処理 は容 易.

収 録 で き るデ ー タは限定 され る.

な どの長短 点 が あ る.リ レー シ ョナル な デー タベ ー スを構築 す る と きにはデー タを固 定 化 し

て構築 す るこ とが 便利 で あ り,AIや エ キスパー トとい うシ ステ ムを 作成 す る ときには 必須

の条件 とな る.デ ー タ形 式を固定 化 しな いで デー タベー スを作 る と,ま とま りの な い もの に

な る.そ こで,最 大公約 と して まとめ る方法 を取 るが,ま とめ られな い ところは ま とめ ず利

用 で きる フ レキ シブル な形態 を とるとい う複合 され た形 式 とな る.現 在 あ る多 くの技 術 デー

タベ ー スを調 査 し,さ ら に市販 のデー タベ ー スプ ログ ラ ムを調べ た結 果,こ の要 求仕 様 を完
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全 に満足 してい るもの はない.し か し,新 しいデ ー タベ ー ス ソフ トは かな りこれ に近 く利用

で きるものが あ るが,十 分 で はな いの で,デ ー タベ ー スのプ ログ ラム部 分 は,本 分科 会 にお

い て技 術 デー タベ ー ス と して作成 した.そ して ,そ の名称 は,

燃 焼 の科学 技術 デー タベー ス

DACOS(DataBaseforcombustionScienceandThechnology)

と命名 した,

この プ ログ ラム で形 式 化 され た部分 は 「検 索子 」(DACOSで は ,タ グ とDBと い う2

種類 を使 用す る)と し,こ れ を介 在 して,文 章や 計算 式な ど 自由形 式の デ ー タを管理 す る形

式 を採用 す る.ま だ,不 足 してい る機 能 があ り,未 解決 の部 分を 多 く含 ん で いる ため プ ロ ト

タ イプ版 とな って いる.

このデ ータベ ー スで は技術 の分 類 と して,3っ の階 層 に分 けて いる.

第1層:タ グ メッ シュ:リ レー シ ョナル な 部分 を受 け持 つ簡単 な説 明 の っ いたタグ と

いわれ るデー タ群,網 目構 造 を採用.(木 構造 も併用)

第2層:デ ー タ(DB):定 型化 され,そ れ 自身 で概 要の わか るデ ー タ部.タ グ で制御

され,キ ー ワー ド,デ ー タのグ ルー プ,出 典な どを含 む部 分.

複数 タ グか らの 参照が で き,参 照 元の どの タグ にも移 行可 能

第3層:参 照文 献 デー タ:一 般 の文 献 デー タベ ー スで あ り,内 容 の説 明をDBが 受 け持つ .

この参 照文 献 は書 籍,雑 誌,会 議録 な どの 中の1っ の 記事 を対

象 に してい る.雑 誌や書 籍 は文 献媒 体 デー タベ ー ス と して別 の

デー タベ ー スを構成 してお り,リ レー シ ョナル に連結 して いる.

文 献媒体 デー タ:書 籍,雑 誌,会 議録,新 聞な どの 出版 形 式の文 献 を扱 う.

キ ー ワー ド

分 野 デー タ

最 下位 層:具 体化 デー タ

:DACOSの 中核 をなす キー ワー ドを収録 した もの.同 意 語や

類義 語 を扱 うシ ソーラ スの 形式 を持 つ.ま た,文 字 コー ドで昇

順 に連 結 して い る.

:キ ー ワー ド中で学 問や 技術 の分野 に相 当す る内容 を抜 き出 して

収 録 した もの.分 野を 大分野/中 分野/小 分野 とい うよ うに階

層 化 して集録 で きる.

:定 型化 され ていな い部 分,説 明 文,図,表,計 算 式の 本体.複

数 のDBか ら参 照 した り実行 した りす るこ とが で きる.

これ らのデー タを まとめ る ことに よ って各種 の プログ ラムで作 成 したデー タを統 一 して扱
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うこ とが で き る.具 体 化 デー タをデ ー タベー ス本体か ら切 り離 した事 でデ ー タベ ー ス フ ァイ

ルの数 は増 したが,大 きさは,タ グ,DBな どコ ンパ ク トにな ってお り,プ ログ ラム内部 で

は複 雑な 処理 が可 能で あ るほ ど高速 に対応が で き る.
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以 下 に各デー タベ ー スの構 造を示 す.

デ ー タベ ー スタグの 構造 体

MFの 番号

タグ レコー ド番 号

タグの属性

タ ググルー プ

タグ作成 日

キー ワ ー ド番 号

タグ タ イ トル

タグの説明文

拡張タグ番号

拡張元タグ番号

関連タグ番号 日田

関連 タグ親 子の関係[10】

連結DB番 号[20]

MF番 号:マ ス ター フ ァイル の レコー ド

番 号

属 性:書 き込 み禁 止,表 示禁 止

記 入重要度 な どを 表現 して

い る.

デ ー タベ ー スDBの 構造 体

MFの 番号

DBレ コ ー ド番 号

DBの 属性

DBグ ループ

DB作 成 日

連結 タグの数

連 結 タグ の番号 【10】

DBの コー ド

DBの タ イ トル

関 連 キ ー ワー ド

DBグ ル ープ名

DBの 分類分野

入力者,版 権保有者

デ ー タ収 集 グルー プ

DBの 説明文

説 明 フ ァイル名{2]

式 フ ァイル 名 【4]

図 フ ァイル 名[4]

表 ファ イル 名[4】

文 献 レコー ド番 号 と頁131

図2-1デ ー タベー スの構 造(1)

◎ タグ(DB)コ ー ド

タグ(DB)に 付 け られ た認識 コー ド.英 数 文字12文 字 で記 述す る,す べ て英 文字

で も結構 ですが,9文 字 の英 文字 と3文 字の 数字 で構成 し,SPRAY-CHROO1の よ うに

したほ うが よい.9文 字 は,タ グの種類 や 内容 に よ って他 の タグ とダブ らな いよ う

にし ます.3文 字 の数字 はその タグの類 似 タグ にっ け る番号 で あ る,し か し,DA

COS上 で は,同 名の デー タが存 在 して も,DACOSは,こ の コー ドと次 の キー

ワー ドを合 わせ て,同 一で あ るか ど うかの判 別 をす るの で気 にせず適 当 と思 われ る

文字12文 字 を使 って認 識 コー ドとす る事 が で きる.使 用 で きる文字 は,ス ペ ー ス,ア

ンダ ー スコア'一',括 弧'0日',特 殊 文字3文 字'$%^',英 文字(大 文 字 小文字),数 字

それ に漢字 平仮 名で あ り,旦"な どの 特殊文字 は使用 で きな い.

付 録の タグ タ イ トルキ ー ワー ド表 を参照 してっ け る.こ の キー ワー ド表 には,タ

グタ イ トル と してのキー ワー ドと6桁 の タグ コー ドを例 と して示 してあ る.あ と3
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文字 の英文字 と3文 字の数 字 を っ けて完成す る.

◎ タグ(DB)タ イ トル

タグやDBの タ イ トル は書籍 で い う と章 や節 の 見出 しタ イ トル に相 当す る.こ の タ

イ トルは技術 を検索 し易い よ うにDACOSで は,1っ の キー ワー ドと して扱 うこ

とに な る.1っ のキー ワー ドを タグ(DB)タ イ トル と して入 力す る.キ ー ワー ド

は添 付 のキ ー ワー ド表一覧 か ら選 択 する.こ の表 に適 当なキ ー ワー ドが な い場 合は

作成 して記入 す る.

◎説 明

タグ やDBの 簡単 な説明 を記 述 す る.ま た,タ グが 大 目次 に対応 す る場 合 は,こ の

タグか ら派生 す るタグや デー タの 内容を まとめ たものを 記述 す る.お お まか な タグ

で は,子 供の タ グを作成 した後 で,そ れ らを まとめ る意 味の 説 明を記 入す る事 にな

る.

◎関連 タグ

この タグが連結 してい る全 て の タグの コー ド番 号を 記入 す る.コ ー ド番 号の 前 のPや

Cは この タグ に連結 して いるタグ の状態 を示す.PかCを 記 入 して,Pは 親 タ グ,Cは

子 タグ であ るこ とを示 す.

コ ンピュー タ入力 の場合 は,関 数 キーf,2に 割 り付 け てあ るHENU2を 選 択 し,新 し

いタグの作 成の 項を選択 す れば,自 動的 に,現 在 タグを親 と して新 たに子供 の タグ

が 作 成 され,そ の子供 の タグが 現在 タグ とな って,新 たなタ グ記 入画面 とな る.

◎ 関連DB

この タ グ に連結 してい るDBデ ー タの コー ド番 号を 記入 す る.連 結 され て い るDB

デー タ は他 の タグ に連結 され てい て もよ い.MENU3を 選択 し,新 しいDBデ ー タの

作 成 の項 を選 択 すれば,自 動 的 に,現 在 タグ に新 たなDBを 接 続す るこ とが で きる.

◎ 入力 者(入 力版権者)

入力 者の 氏名を記 入す る.正 規 ユーザ でない と きはOを っ け てに正規 ユーザ 名 を

記 入 して下さ い.

(例)菊 田 秀雄:日 本 熱工 業KK(岸 本 健:国 士舘 大学 工 学部)

作 業 開始の時 に入力 したユー ザ ーIDが この 入 力者 名 と所属 は持 ってい ますの で,

次 の デー タ収集 グループ も入力 す る必要が あ り ませ ん.DACOSが 自動 的 に記入

します.
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◎デー タ収集グ ループ

デー タを収集 したグルー プで あ り,

も宣 言す るもの.

また この デ ー タを利 用す るグル ープで あ る こ と

文献媒体の構造体

MFの 番号

媒体 レコー ド番 号

媒 体 の 種 類

雑 誌 ・書 籍 名

出 版 社

出 版 日/発行周期など

参 照 回 数

キー ワー ドの構造 体

参照文献の構造体

MFの 番号

文 献 レコー ド番号

媒 体 へ の 番 号

出 版 日

著 者/訳 者

題 名

雑誌の場合

巻

号

付属巻号

掲 載ペ ー ジ
開 始ペ ー ジ

終 了ペ ー ジ

関 連 分 野 番 号

参 照 回 数

原書文献番号(訳 本)

図2-1デ ー タベ ー スの構 造(2)

分野/グ ル ープの 構造 体

キ ー ワー ド レコ ー ド番 号

同義語の レコー ド番号

同義語の主従関係

キー ワー ド文 字列

ソー トリ ン ク被

参 照 数

MFの 番号

分 野 番 号

分野 名 の キー ワー ド番号

グループ属性

親分 野の レコー ド番 号

子 分 野 口0]

図2-1デ ー タベ ー スの構造(3)

これ らの デー タフ ァイル は それぞ れ連 結 しあ って お り,そ の結合 思想 は東 大の板 材 健 氏の

提 唱 す るTRONに 似 た とこ ろもある.

フ ァイルは,親 とな る検索 子 フ ァイル(タ グで あ り,TRONで は化身 といっ てい る)と

フ ァイ ル実態で あ る上記 の フ ァイル(DBさ らには一 般 フ ァイルで あ り,実 身)と に分 け ら

れ る.し か し,TRONシ ス テムは,ま だ十分 に成長 してお らず,こ れ を分科 会開催 期 間 中

に実現 す るこ とはで きな いが,簡 単 にTRONを 含 む他 の シス テム移行 で き るよ うに,こ の

検 索子(タ グ)フ ァイル の フォー マッ ト決 め,こ れ に基 づ い てデ ー タベ ー ス ファイル の作成
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を した.

各デー タベ ース の相互 の連 結 に関係 した部分 のみを抜 き出 し,関 係 図を 表現 す ると図2-

2に 示 す ような構造 とな る.
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2-2-1タ グ デー タ

タグ は,一 種の 目次 と同 じとな ってい る.っ ま り,デ ー タを グルー プ分 け した と きにその

グルー プ にっ くラベ ルの よ うな もので あ る.こ の タグ は,リ レー シ ョナルな機能 を持 つ ため

に,次 の 連結手 を持 っ て いる.

タグ 連結手11本(1本 は拡 張 タグ用)

DB連 結手20本

1っ の タグで は タグ 同 士対等 に10組 の タグ連結 が可能 で あ る.拡 張 す れば その 量 は無 限で

す.ま た,1っ の タグ には20個 の デー タベ ースデー タを連 結 させ る こ とが で きる.

2-2-2デ ー タベ ー スデ ー タ(DB)

デー タベ ー スデー タは,最 下位 層の 具体 化デー タの集 合を1っ の項 目で集 め て整 理 した も

ので あ る.表 化 され てい て,タ グの連結 状態,キ ー ワー ド,分 野 名な ど検索 に必 要な 内容 を

含 んでい る.基 本 は中 間報 告書 に宮 内敏 雄小 委員長が ま とめ た表 と同 じもの であ り,さ らに

簡 単な 説明文 を加 えて1っ のDBで1っ の技 術 と して機能 す る よ うに してあ る.こ のデ ー タ

ベ ー スデー タ には,外 部 フ ァイル と して,具 体化 デー タ であ る説明文,表,図 ・グラ フ,計

算 式が それぞ れ1っ ず っ連結 で きる.(複 数 の表,図 ・グラ フの連結 が 可能 であ るよ うに拡

張 中)

2-2-3具 体化 デー タ

自由形 式の デー タは,工 学 技術用 の デー タベ ー スとい う特 徴 の ため 以 下の よ うに説 明 文,

表,図 ・グラ フ,計 算 式 な どの それぞ れ の フ ァイルの各 種の 形 式の フ ァイルが扱 える必 要が

あ る.こ れ らの具 体化 デ ー タはデ ータベ ー スの専 用物で はな くOSに 支配 され て いる ものを

用 い るよ うにな っ てい るので既 存の テキ ス トやプ ログ ラムを 変更 な しに組み 込む ことが で き

る.こ のDBMS(DataBaseManagementSyste皿)で あ るDACOSで は,デ ー タの汎用 性 を

考 慮 して,フ ァイルの種 類 とOSや 他 の プロ グラム(エ デ ィタ,イ メー ジデ ー タ,ス トロー

ク画像処 理,表 計 算,技 術計 算 のプ ログ ラム)の 出力す るデ ー タ ファイルな どに依 存 しな い

よ うに考 慮 され てい る.

説明文 文章 フ ァイル は,そ のデ ー タの 内容 を記 述 す るための 文章 を入 れて お くも

ので,そ の 内容が 単 に説明 にとどま らず,論 文全体 の 文章部分 で あ る こ と

も,1っ の 著作 内容 で もあ る.タ イ トル.概 要.本 文 か ら構成 され る.
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表 は,

計算式

アスキー文字 列 で構成 したアスキー フ ァイル形 式の 文書 ファイル.MSD

OSのTYPE命 令 で 表示 で きる形 式の フ ァイルを 示す.こ のDACOS

には ワープ ロやエ デ ィタは ないので 別のエ デ ィタで 作成 したものを組 み込

む.多 くの ワー プ ロの テキ ス ト出力 フ ァイル を扱 い ます.そ の ため,行 間

隔 の細か な設定 や特 殊 文字(倍 角,飾 り付 文字,罫 線 な ど)は 扱 え ませ ん.

罫線 を 入れな い表.こ れ もプロ グラ ムDACOSで はア スキー フ ァイルで

あ る必要が ある,数 値 表の ファイルで,一 般の スプ レッ ドシー トと呼 ばれ

る もの と同 じで,50列 ・4000行 程度 の容量 を も っ.行 は,数 値 ・文 字 の混

合 した もので,1列10バ イ トに固定 されてお り,タ イ トル ・コメ ン トな ど

を入れ るこ ともで きる.入 力や計 算 式 による編 集が 可 能.ま た,こ の 表を

軸を決 め,3次 元 まで の図 とす る こ とが で き,作 図装 置で 図面 とで きる.

物性表 や規格 の表 も この表 フ ァイル と同 じであ り,複 数の 表 フ ァイル を計

算対照 とす る と き,物 性表 な どを補 間 して換 算や 計 算数値 を作成 す るこ と

もで きる.近 い将 来 に は現 在開 発中 の表計算 プ ログ ラ ムで計算処 理を 実行

させ る事が で きる.そ のため には,1行 の構 成 は行 の先頭 に次 の よ うな意

味を もっ行属 性 を入 れ てお く必 要が あ る.

2バ イ トの行 属性

/*列 デ ー タの タ イ トル

**列 デー タの変 数名

/〈SP>説 明行

〈SP><SP>数 値行

これ らの属 性 は別プ ログ ラムで あ る表計算 プ ログ ラ ムのみ で意 味を持 つ.

この2バ イ トの 後,10バ イ ト区切 りの デー タが50個 まで(行 の長 さは502バ

イ ト以 下)付 け られ ます./*と**と い う行が 正 しく設定 され ていれば,以 下

の行 の数 値 は計 算 式 フ ァイルを用 いて表 計算 す る と きの計 算式の 入力 デー

タ とな る.

計算 式を記述 した フ ァイル または ソー ス リス ト,さ らには実行可 能な プロ

グラ ム ファイル その もので構成 され る.ソ ー ス ファ イルが な い もの もあ る.

この プ ログラ ムで実 行 した結果 は,表 フ ァイル とな り,表 計算 機能(開 発

中)に よ りグ ラ フと して見 るこ とが で きる.計 算式 を記述 した もの は変数
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名や 記 号の説 明 は,/*で 始 まり*/で 終 わる.記 号で 記 述 した式を表 示 す る

か,BASICやC,FORTRANと いっ た言語 で記述 され コ ンパ イル され た実行 型

の フ ァイル を 自動判 断 し実行 で きる.

図 ・グ ラ フCANDY,花 子 とい った イメー ジ処理 プログ ラ ムで作成 した り,ス キ ャナ で取

り込 んだ画像 デー タ,LOTUSやDBUT,さ らに はAUTOCADで 出 力 され るス トロ

ー クデ ー タで機 器 の図 や スケ ッチ ,グ ラ フな どをイ メー ジの ま ま入れ てあ

る ファ イル.そ の ままでは編集 す るこ とはで きない.現 在 では,数 値 と直

結せ ず,ま た,パ ソ コ ンクラスでの利用 を考慮 して い るため外部記 憶 容量

の少 な さの問題 か らプ ログ ラムで扱 える よ うに はな っ ていな い.

2-2-4タ グ及 びDBの 属性

タグやDBに は,多 数 の個 人に よる共 通使用 を考慮 して次 の よ うな属 性が 付 け られ て いる.

公 開性 属性:公 開性の ある タグ(DB)

利用 者全 員が 参照 した り,記 入 した りで きます.

個 人 またはグ ル ープ所有 のタグ(DB)

特定 の ユーザ ー グル ープ しか参照 した り,記 入す るこ との で

きな いもの です.SUPERUSERで もタグ は見 るこ とが で き ます

がDBの 内容 は 見るこ とが で き ませ ん.

消去属性 :消 去 され たタグ(DB)

不用 にな ったもの.消 去 属性が 表示 され た タグ(DB)は

いっ で も復活可 能ですが,消 去 され た としてシステ ムが 使

用 して しま う事 があ ります.シ ステ ムが使 用す る とその タ

グ(DB)は 新 規のタ グ(DB)に 置 き替 わるため,復 活

不能 にな り ますので注意が 必 要で す.

書込 不 可属性:改 変 を禁止 したタグ(DB)

一般 ユ ーザ は自由に参照 す る こ とが で き ますが
,書 き込み

す る事が で きません.

これ らの属性 を付 ける には,入 力 時の 機能 と して 「属性 変更 」 とい う機 能を 選択す れば よ く,

任意 の属 性 を付 け た り,取 っ た りす るこ とが で きる,
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2-3燃 焼 器の設 計技 術資料 へ のっな が り

デー タベー スを広義 に捉 え た場合,コ ンピュー タの磁 気 メデ ィア に収 納 され たもの ば か り

で はな く,活 字化 され たデー タ もその範疇 に入 る.こ の 活字 化 され たもの は,コ ンピュー タ

とは異 な った利用方法 が あ る と思 われ る ため重 要 であ る.

前 述の 「伝 熱工学資 料 」や機 械学会 が 出版 す る便覧 や資 料 集な どの良 書 に対す るイ メー ジ

が 強 い ため,同 等の設 計資 料 を望 む声 は多い.こ れ らは多 くの実例 集を 含み,大 変利 用 し易

い形態 を 取ってい る.燃 焼 器 の設計 とい う広 い分野 での 技術資 料 は,前 節の ようにフ レキ シ

ブル な検索 を資料設計 の 段階 か ら可能 にす るこ とはで きな いが,資 料 集 と して まとめ る こと

で ある程度の 使いや す い資 料 とす る事 が で きる.さ らに,磁 気 メデ ィア と して公開 され るた

め,従 来 のハ ン ドブ ッ クよ りは完成 され た形 態 での利 用が 可 能 にな る.

デ ー タは,燃 料の物 理 化学 的性 質 ・燃焼 特性 等 の基 礎 的デ ー タ,層 流 燃焼 ・乱流燃 焼 ・噴

霧 燃焼 な どの 設計 に有 用 なデ ータ,さ らに設 計 手順や 燃焼 装 置の評価 法 を含 む応 用燃 焼 技術,

研 究や 開発上不 可欠 な燃焼 測定 技術 とな って いる,こ れ らの 技術情報 は また参 照文献 デ ー タ

ベ ー スの 上で構築 され るべ きであ るの で これ らの デー タ に連結 した形態 の文 献情報 デー タベ

ー スを含 んだ内容 とな って い る.

2-4燃 焼装置 の設 計 デー タベ ー スの項 目 と分 担領 域

燃焼 に関す るキー ワー ドを基 に し,印 刷物 として ま とめ る場合,基 礎 か ら応 用 とい う比 較

的 標準 的 な方法 を採用 す る.実 務 です ぐに活 用 で きる構成 方法 も考 えられ るが,特 定 の燃 焼

器 を対 象 にす る と汎用 性 に欠 く結 果 とな る危 険性 が 出 る.ま た,会 社 側 委員 の うちで も,基

礎 を重 視 した構成 を望 む声が 多か った ため,前 半を基 礎 的な 内容 とし,後 半 に至 るにっ れ,

応 用や 実際の設計 に即 応性 の高 い 内容 と して構成 す る こ とにな っ た.幹 事会 で数度 に わ た り

提 出 され た項 目表 の案 を元 に議論 を重 ね まとめ た.コ ンピュー タ対 応の 場合 は,全 ての 項 目

は並列 に扱 われる こ とにな り,ど の項 目か らも検 索 で き る構 成を採用 す るこ とにな るが,以

下 に示 す ように分 科会 報告 書 と して,燃 焼器 の設 計技 術資 料 のプ ロ トタ イプ と しての 形 式の

試 み で もある.

小委 員会 は,こ の項 目をデ ータ収集 の領域 として活 動 して いる.「1,燃 焼 の基礎 技 術 」

は,基 本的で あ り,確 立 され た燃 焼の 特性 を主 と して,燃 料 や燃焼 技術 の背景 とな っ てい る
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物 理化 学的 な理論 や数値,基 本 的な物 理量 な ど燃焼 の教科 書 的内容,「2.設 計 に利 用 で き

る燃焼 技術 」で は,教 科 書 的 内容 とは いいが たいが,燃 焼 技術 と して定 説 となっ てい る基本

技術 か ら,実 験的 に確 立 され た設 計 上で必要 な 内容 をそ の領 域 とす る.「3,燃 焼 の応 用技

術 」は,種 々 の説 が存在 し定説化 して いな い燃焼 技術 を 事例 を重視 して分担 す る.こ の 中に

は 「4.設 計 の実例 」に基づ い た設 計の 手順 に関 す るもの も含む.ま た,基 本量 の測定 技術

は,そ れぞ れ の領 域 に関 連の深 い形 で含 まれ てい るが,将 来 は それ らを抜 きだ して ま とめ る.

また,現 場で す ぐに応 用 で き るよ うに改良 された 内容の 計測 技術 を 「5.計 測方 法 」 とす る.

総 合的 実験 に代 わ るもの と して,電 算機 を利用 しての実 験方 法が さか ん に行 われ 電算 機 の高

性 能化 に伴 ってその理 論 や アル ゴ リズ ム構成法 も変化 して い る.こ れ を 「6.燃 焼の 電 算機

シ ミュ レー シ ョン 」と して ま とめ た.ま た,設 計 にお い て重 要 な要素 の1っ に 「7.燃 焼 場

の 診断 と評価 」が あ るが,燃 焼器 の評価 しな ければな らな い項 目 とその測 定方法,デ ー タ処

理 方法や その 問題 点を その領 域 と した.

[デ ー タベー スの項 目]

1,燃 焼 の基 礎技術

1.燃 料特 性

2.燃 焼特 性

3.燃 焼ガ スの 性質

4.熱 化学 物性値

5.輸 送物 性値

6.火 炎 の電磁 気的 性質

7.火 炎 の分 光学的 特性

8.数 値 シ ミュ レー シ ョンの理論

2.設 計 に利 用で きる燃 焼 技術

1.気 体燃 料の 燃焼

2.液 体燃 料 の燃焼

3.石 炭 の燃焼

4.気 流 中の火 炎安 定法(保 炎)

5,火 炎 長

6,火 炎 の輻射
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7.燃 料 による有害 成分 の生 成 と排 出

8.燃 焼騒 音,振 動

9.実 験 シミュ レー シ ョ ンの技 法

3,燃 焼 の応用 技術

1.低 公害燃焼 法

2.高 負荷 燃焼技術

3.異 種燃 料へ の対応方 法

4.高TDR燃 焼

5.燃 焼 騒音 ・振動燃焼 の 対応 と応 用

7.燃 焼 装置の 寸法効果,相 似 則
し

8.燃 焼 システ ムの寿 命予 測

9.燃 焼 シ ステ ムの メイ ンテナ ンス性

10.燃 焼 と燃焼装置 の制御

11.触 媒燃 焼法,

12.超 過 エ ンタル ピ燃焼.

13.酸 素 富化,低 酸 素濃 度燃 焼 法

4,設 計 の実例

家庭用燃 焼 器,ガ スター ビ ン燃 焼 器,ボ イラ,工 業炉,各 種エ ンジ ン,パ ルス燃焼器,

流動 ・移 動 床,ラ ム ・ス クラム ジ ェッ トな ど

(設 計手順 と関連項 目.関 連 分野)

1.設 計条 件の選択,評 価

2.燃 料 と燃焼 方式

3.燃 焼 バ ーナの設計

4,試 作 の ための技術 と試 験,評 価

5.燃 焼 に関連す る周辺 機 器 の選 定

5.計 測方法

1.温 度

2.流 速,流 れ

3.圧 力

4.組 成
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5.噴 霧 ・微 粒子

6.イ オ ン

7.騒 音

8,発 光,放 射

6,燃 焼 の電 算機 シミ ュ レー シ ョン

1.非 燃焼

2,燃 焼場

3.燃 焼過 程

4.燃 焼 関連 の伝 熱

7.燃 焼 場の 診断 と評 価

1,粒 子径 の評価 と問題 点

2.燃 焼流 れ 場 の評価 と問題 点

3.燃 焼火 炎の 可視化

4.燃 焼 生 成物 測定 法

5.騒 音 ・振 動 の測定法 と評価

6.性 能評 価

7.計 測 デ ータ の処理技 術

デー タベー ス は,上 述 の構造 に基づ き以 下の分 野 で収 集を 行 っ た.デ 一 夕ベ ー.ス件 数 と し

ての数 え方 は難 しいがDB本 体 と して,約1000件 の内容が 収 集 され現在 も継 続 して収集

してい る.

燃焼 の 基礎 技術

設計 に利用 で き る技 術

応用 燃焼 技術

燃焼 計 測

さ らには,過 去 の研 究 グルー プで実 施 されデー タベ ー ス化 す るこ とが 適 当 と思 われ る内容

も収録 され て いる,
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3燃 焼の基礎技術

3-1デ ー タベ ース分 担の領域

第1小 委員 会 は燃焼 の基礎技 術 に関す るデ ー タベー ス作 成 を担 当 してお り,第2小 委 員会

の担 当す る設 計 に応用 で きる燃 焼 技術 に関 す るデー タベ ース 及び第3小 委員 会の担 当す る燃

焼 の応 用技術 に関す るデー タベー スを作 成 す る際 に必 要 とな る基 礎的 なデ ー タベ ース の作 成

を 目的 と して い る.具 体的 には燃 料の性 質,燃 焼 特性,燃 焼 ガ スの性 質,熱 化学 物性 値,輸

送物性 値,火 炎の電磁 気的特 性,火 炎 の分 光学 的特 性,数 値 シミ ュ レー シ ョン技 法な どの項

目にっ いて調査 研 究を行 い,そ の デー タベ ー ス化 に努 め る と共 に,そ れ らデ ータの信 頼 性な

ど にっ い ても検討 を行 う.

3-2項 目 とキー ワー ド

以 下 に本章 で対 象 とす る項 目とキー ワ ー ドを列 挙 す る.

(1)燃 料の性 質

(1-1)炭 化 水素

メタ ン,エ タ ン,エ チ レン,ア セチ レ ン,プ ロパ ン,プ ロ ピ レン,n－ ブ タ ン,i

ーブ タ ン
,プ テ ン,n－ ペ ンタ ン,iー ペ ンタ ン,ペ ンテ ン,

モ リェ 線図,蒸 気圧 線 図,比 熱,熱 伝導率,表 面張 力,粘 度,気 液 平 衡定数,比 重,

フガ シ テ ィー,気 化 熱,ハ イ ドレー ト,エ ンタル ピー 発 熱量,臨 界 温度,臨 界圧

力,半 理 論状態 方程 式定数,爆 発範 囲,水 中へ の溶 解 度,ジ ュール トムソ ン効 果,

爆発 速度,発 火温 度,圧 縮 率,ハ イ ドレー ト分解 圧 力,電 気的 発火,火 花 点火

(1-2)石 油

原油 の組 成,平 均分 子量,比 熱,エ ンタル ピー,蒸 発潜熱,発 熱量,粘 度,蒸 発性,

ア ンチノ ック性,揮 発性,酸 化安 定剤,添 加剤,白 灯油,茶 灯 油,蒸 気圧,水 溶解

度,引 火点,熱 伝導 率,セ タ ン価,流 動 点,安 定性

(1-3)石 炭

粉砕 指数,工 業 分析値,化 学分 析値,高 発熱 量

(1-4)都 市ガ ス

組成,発 熱量

(1-5)そ の他(ロ ケ ッ ト推 進剤,含 酸素 燃料 を含 む)
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物性 値,理 論最 高温 度,比 推 力

(2)燃 焼 特性

(2-1)可 燃限界

測 定法,酸 化 剤成 分 ・燃料 成分 ・希 釈成分 の影 響

(2-2)燃 焼 速度

(2-2-1)層 流 燃 焼速度

(2-2-1-1)定 義

(2・-2-1-2)計 測 法

ブ ンゼ ン火 炎,伝 播 火 炎,定 容法,定 圧法,平 面 火炎法,粒 子軌跡法

(2-2・・1-3)測 定結 果

化 学的 影響,当 量 比 の影響,燃 料 分子構 造の影 響,添 加 物 の影 響,物 理的 影響,圧

力の影 響,初 期 温 度 ・火 炎温度 の影 響,熱 伝導率 ・定圧 比熱 の影響

(2-2-1-・4)予 測法

理論 的予測 法,熱 理 論,拡 散理論,ZFS理 論,数 値 解析

(2-2-2)乱 流燃焼 速度

燃 焼速 度,平 面 状火 炎,球 状火 炎,ブ ンゼ ンバ ー ナー 火炎,燃 料種類,酸 化剤 種類,

温 度依 存性,圧 力依存 性,混 合 比依存 性,添 加 剤,混 合則

(2-3)断 熱火 炎温度

燃料 種 類 ・酸 化剤 種類 の影 響,混 合 比 依存 性,温 度 依存性,圧 力依 存性

(2-4)消 炎距離

燃料 種類 ・酸化 剤種 類 の影響,混 合 比依存性,温 度依 存性,圧 力依存 性

(2-5)最 小 点火エ ネ ルギー

電極 間隔,混 合 気種 類 ・混 合 気組成 の影響,混 合比 依 存性,温 度依存 性,圧 力依存

性,流 動の 影響

(2-6)自 発着 火温度

着火 遅 れ,混 合 気種 類 ・混 合気組 成の影響,混 合 比依 存性,圧 力依 存性,流 動 の影

響

(2-7)高 温 面 による着 火温 度

混合 気種類 ・混 合気組 成 の影響,混 合比依存性,圧 力 依存 性,流 動の影 響

(2-8)気 体燃 料 の酸化反 応速 度
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(2-8-1)水 素 系

(2-8-2)メ タ ン系

(2-8-3)エ タ ン系

(2-8-4)プ ロパ ン系

素 反 応 速度 定 数,総 括 反 応 速 度 定 数

(2-9)固 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

(2-9-1)炭 素 の酸 化 反 応 速 度

反 応 次 数,反 応 表 面 積,反 応 速 度 定 数

(2-9-2)微 粉 炭 の 酸 化 反 応 速 度

微 粉 炭 の 急 速 熱 分 解,微 粉 炭 の 燃 焼 速 度

(3)燃 焼 ガ ス の 性 質

(3-1)石 油 系 燃 料

(3-1-1)C,H2,一 空 気 系

(3-1-2)C,H2,-02-N2系

エ ンタ ル ピ ー,エ ン トロ ピ ー 分 子 量,密 度,定 圧 比 熱,燃 焼 ガ ス組 成

(3-2)気 体 燃 料

(3-2-1)H2-Air系

(3-2-2)CH,-Air系

(3-・2-3)c6H6-Air系

エ ン タ ル ピー,エ ン トロ ピ ー,分 子 量,密 度,定 圧 比 熱,燃 焼 ガ ス組 成

(3-3)固 体 燃 料

(3-3-1)石 炭 一空 気 系

エ ン タ ル ピー エ ン トロ ピ ー 分 子 量,比 容 積,定 圧 比 熱

(4)熱 化 学 物 性 値

(4-1)熱 力 学 量

定 圧 比 熱,エ ン タ ル ピー,エ ン トロ ピー 生 成 熱,平 衡 定 数

(4-2)化 学 結 合 エ ネ ル ギ ー

H-}1結 合,C-C結 合,C-H結 合,N-H結 合,0-H結 合,C-N結 合,C

-O結 合

(5)輸 送 物 性 値
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(5-1)熱 伝導 率

(5-2)粘 性 係 数

(5-3)拡 散係 数

組成,温 度 依存 性,圧 力依存性

(6)火 炎の 電磁 気 的特 性

(6-1)イ オ ン化

イオ ン風,イ オ ン濃度,コ ロナ放電,熱 電離,化 学 電離,光 電離

(6-2)静 電場 の影 響

火炎 の変 形,燃 焼 速度

(6-3)交 流 電 場の 影響

火 炎 の変形,燃 焼速 度

(6-4)磁 場 の影 響

火炎 の変 形,燃 焼 速度

(6-5)放 電 に よ る燃焼 強化

(6-6)プ ラ ズマ ジ ェ ッ トに よる燃 焼強 化

(6-7)マ イ クロ波 によ る燃 焼強化

(7)火 炎の分 光学 的特 性

(7-1)化 学 発 光

(7-2)熱 発 光

(7-3)発 光 原子,発 光分 子

(7-4)分 光 学 的温度

(8)数 値 シ ミュ レーシ ョン技法

(8-1)数 値計 算法

差分 法,有 限要 素法,格 子 発生

(8-2)乱 流 モ デル

k－ εモデ ル,ラ ー ジ ・エ デ ィー ・シ ミュ レー シ ョ ン,直 接 シ ミュ レー シ ョン

(8-3)非 燃焼 流

(8-4)燃 焼流

予混 合 火 炎,拡 散火 炎
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3-3話 題 提 供 に よ る文 章 デ ー タベ ・・…ス(概 要)

3-3.1混 合気の燃焼速度の測定法 および測定値

飯沼一男(法 政大学工学部)

燃焼速度/測 定法/定 在火炎法/進 行火炎法/問 題点/測 定値/当 量比 ・温度 ・圧力依存性

混合 気の燃 焼速 度の 測定法 お よび 測定 値 にっ い て現 状の概 要を 述べ る とと もに,著 者 の研

究成果 を もと に問 題 点を指摘 し,併 せ て代表 的 な混合 気 のデー タを収録 す る.

静止 混合気 中 での1次 元平 面火 炎の伝 播 速度 と して定義 され る混合 気の燃 焼速 度 は,混 合

気 に固 有 な基 本 的特性 と考 え られ,そ の 測定 は燃焼 研 究の初期 の頃 か ら行 な われ てい る.燃

焼 に よる膨張 が 流 れ場 を大 き く変 化す るので,完 全な1次 元 平面火 炎の 実現 は不可能 に近 い

が,ブ ンゼ ン火 炎 な どの定在火 炎や管 内 また は密 閉容 器 内の 進行 火炎な どを利 用 して多 くの

測 定が試 み られ て きた.し か しそ れ らの 結 果 は,測 定 法 によ り,あ るいは測 定者 によっ て ±

40%以 上 にも及ぶ 差異 がみ られ,燃 焼 機 器 の設 計や燃 焼現 象の モデ ル化 によ る予 測 に必 要 な

デー タベ ース と しては極 めて信頼 性 に欠 け る状態 にあ っ た.燃 焼 の理 論的考 察が 定性 的段階

に とど まって い た時 代で もあ り,ま た十分 な 測定 精度が 期待 で きな い とい う背 景の もとでは,

それほ ど問題 視 されな か った とい うの が 実状 で あ ろ う.

1970年 代 に入 って定量 的な研 究の進 展 とと もに燃焼 速度の 重要 さが注 目され る ようにな り,

測 定法 による差異 の原 因や測 定値 の補 正 にっ いて の広範 な検 討が緒 にっ いた.さ らに80年 代

にか けて計測 技術 の進 歩 に伴 い,新 しい測定 手 法 の開発 を含め て測定 値の信 頼性 の吟 味が続

け られ て きた.現 在 もな お正確 な値が 決 め られ る段階 に至 ってはお らず,解 決 は今後 に残 さ

れ てい るが,代 表 的な測 定法 に関 す る問 題点 はか な り明 らか に され っっ あ る とい え る.

プ ンゼ ンバ ー ナ法 は最 も多 く使 用 され て きた方 法 で,火 炎角度法 または火 炎面積 法 に よ り

求 め られ る.ノ ズルバ ー ナを 用 いれば母 線が ほぼ 直線 の 円錐 火炎が得 られ るが,火 炎基 部 は

バ ー ナ リムの 影響 を まぬが れな い.火 炎面 の存 在 と燃焼 に よるガ ス膨張 の ため に円錐 内部の

混 合 気流速分 布 は 一様 で はな く,火 炎 前面 予熱帯 内で の流 速の 半径方 向成分 の 大 きさ も軸方

向 に変化 す る.従 って局所 軸方 向流速 と火炎 角度 か ら得 られ る燃 焼速 度 の値 は,流 速 の測 定

場所 に依 存 し±10%の 差 異を生 ず る.通 常行 な われ て きたよ うに流量 を 出 口断面積 で割 った

平 均流 速を用 いれ ば,あ る種 の平均値 は得 られ るが,火 炎面 に流 入す る体積 流量 を正確 に測

定 す る こと自体容 易ではな い.火 炎角 の測 定 には 直接 写真 で もシ ュ リー レン写真 で も,ま た
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流線が 曲 り始 め る予熱 帯 前縁 を選 んで も大差 な い.た だ し角度1。 の 違 いは燃焼 速度 で5%

程度 の相 違を生 ず る.

面積 法 の問題 点 は火 炎基準 面の選 択 と上述 の体積流量 の正 確な 測定 にあ る.例 えば 出 口直

径15mm程 度の バー ナの 場合,火 炎面 の位 置が それ と直角方向 に0.1mmず れ る と面 積が3%程

度変化 す る.

火 炎基 準面 の選択 は 実 は角度 法 にお いて も大 きな問題 を含 んで い る.以 前 は燃 焼速度 を考

える際の基 準面 と して予熱帯 前縁 を とるのが合理 的 とされ て きたが,1次 元 平面 火 炎 と違 っ

て 予熱 帯通 過時 に流 管が 拡 大す る火 炎で は反応帯 にお ける質量 流 速が 小 さ くな るの で,予 熱

帯 に流 入 す る混 合気 流速 を用 いて算 出 される燃焼 速度 の値は その 火炎 での 実際 の値 よ りも過

大評価 され る とい う議論 がな され,そ の補 正法が 提案 されて い る.

また燃 焼速 度 は混 合 気温度 に大 き く依存 し,例 えば常 温の プ ロパ ン空 気混 合 気で は15kgの

温 度上 昇 で10%増 大 す る.火 炎に よるバー ナ リズ ムの加 熱が混 合 気の温 度上 昇 を もた らす ほ

か,円 錐 火 炎で は火 炎 に よる混合 気の温 度上 昇 も考 え られ る.

以上 の よ うに最 も簡 便 な方法 と して広 く使 用 され て きたプ ンゼ ンバ ー ナ法 にも多 くの問題

が あ り,特 定 の混 合 気 にっ いての 測定値 の不 一致 もさほど不 思 議 では な い,し か もこの 方法

の最 大 の欠点 は1次 元 平 面火炎か らほ ど遠 い こ とで,前 述 の流線 発 散の 問題 の ほか,通 常使

用 され る寸法 の火 炎 で は曲率の影響 も無 視 で きな い.従 って この方法 で 燃焼 速度 の値を 高 い

精度 で求 め る ことは 困難 であ り,か な り注意 を払 って も ±5～10%程 度 の誤 差 は まぬが れ な

い と思 われ る.上 記の 問題 点を総合 す る とブ ンゼ ンバー ナ法 によ る燃 焼 速度 の測定値 は多少

と も大 きめ に見積 も られ る傾 向 にあ る.

従来 か らよ く用 い られ て きたも う一つ の方法 は,密 閉容器 内混 合気 に中心 で火花 点火 して

得 られ る球 状火 炎伝 播 の利用 であ る,バ ー ナ法 で は圧 力依存 性の 測定 が 困難 なの に対 して,

ボ ンベ 法 では それが 容 易 であ り,ま た過渡 混合 気 での測 定 に周囲 空気 が影響 す る とい う心 配

が な い反面,混 合 気の温 度を広 範囲 に変 え るこ とは難 しい.

ボ ンベ法 にもい くっか の方 式が あるが,最 も簡 便な のは圧 力上 昇が無 視 で きる初期 の 火炎

速 度を測 定 し,未 然 部分 と既燃部 分 との密 度比 で修正 す るや り方 であ ろ う.そ の場合,火 炎

面 曲率 の影響 を小 さ くす るために は火 炎厚 み に対 して火 炎半径 が 十分 大 きい こ とが必 要 であ

り,ま た圧 力上 昇が無 視 で きるため には火 炎寸法 に対 して容器 の寸法 が 十分 大 き くな ければ

な らな い.ブ ンゼ ン火 炎法 に比べ れば 当量比 の よ り広 い範 囲 で測定可 能 で は あるが,燃 焼速

度 の小 さな混 合気 の場 合 には浮 力の影 響が現 れ て,対 称 な球状火 炎伝 播 が行 われ な くな る.
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それを避けるには無重力場での実験が必要 となるが,自 由落下法を利用すれば測定可能であ

る,

この方法の難点は,火 炎面内部の燃焼ガ スの密度が正確に把握 し難 いことにある.通 常は

断熱条件下での化学平衡計算 によっているが,火 炎厚みの見積 りと火花電極への熱損失が誤

差の原因 となる.火 炎半径の測定 にはシュリー レン像を利用することが多いが,そ の場合に

火炎厚みを無視すれば燃焼速度の値は小 さく見積 もられることになり,火 炎厚み に対 して火

炎半径が十分大 きくないとその誤差が大 きくなる.

球形容器を用いて圧力 と火炎半径の経時変化を同時測定す ることにより,種 々の温度 と圧

力における燃焼速度を求めることが可能であるが,上 記の誤差要因が問題 となることに変 り

はない.ま た圧力測定の精度 にも十分な注意が要求される.

球状火炎伝播を利用する以上の方法では,火 炎半径が火炎厚みに比べ て十分大 きい限 り平

面火炎に近い といえるが,火 炎伝播の初期段階においては燃焼ガスの膨張によって火炎面積

が急速に拡大するとい う問題があ り,1次 元平面火炎の燃焼速度 とは異なる とい う議論 もあ

る.

空間 に対す る火炎伝播速度 と火炎前面の混合気流速 とを同時測定すれば,そ れ らの差 とし

て燃焼速度が得 られるので,平 面火炎に近い条件のもとで測定を行なえば原理的には最 も容

易に燃焼速度を求めることができる.か な りの測定精度を必要とするがLDVを 利用 した新 し

い測定法を現在開発中である.

以上が比較的簡便な方法 として従来から多用されてぎた代表的な燃焼速度の測定法である

が,い ずれも問題を含 んでお り完全 に解決 されてはいない.以 上のほかにも定在火炎または

進行火炎による測定法が考案されて代表的な混合気にっ いての測定値が得 られてはいるが,

いずれ も手法の面倒 さの割 に特別信頼性が高いともいえず,結 論として決定的な方法が未確

立の現状にある.

元来1次 元平面火炎が非現実のものであ り,そ の燃焼速度 も理論的な意味 しか持たないと

すれば,そ の絶対値は火炎伝播理論の検証に役立っ くらいで,実 際にはそれ程重要ではない

ともいえる.火 炎モデルにおいても燃焼速度はむ しろ出力として得られ,入 力すべ き量では

ないという議論 も成立っ.そ のような観点 に立てばそれ程正確な絶対値にこだわる必要はな

いかも しれな い.
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3-3-2一 次 元 予 混 合 火 炎 の シ ミ ュ レー シ ョ ン

福谷 征史郎(京 都大学工学部)

層流 予混 合火 炎が定 常 的 に燃焼 を継 続 す るため には,火 炎の すべ ての部 分 で保 存 式が 成立

していな けれ ばな らな い.し たが って火 炎の低温 領域 で も温 度が あ る速度 で上 昇 して い く必

要 が あ る.低 温領 域 にお ける昇温 機構 を 大別 する と"熱 伝播 機構"と"活 性化学 種拡 散 機構

"と にな るが
,そ れ らは 予混合火 炎 の燃焼 速度 と深 く関 わっ てい る.こ れ らの機構 に基 づ い

て理論 的 に導 き出 され た燃焼 速度 式 は,燃 焼速度 と火炎 の化 学的 ・物 理 的性質 との 関連 性を

評 価す るため には有効 で あ るが,燃 焼 速度 の値 を正確 に予測 す る ため に用 いる こ とは不 適 当

で あ る.こ れを 回避す る一つの方 法 は,支 配方程 式をで きる だけ厳密 に数値的 に解 くこ とで

あ る.本 稿 で は水 素,一 酸化 炭素,メ タ ン,エ タ ン,エ チ レンお よび アセチ レンを燃 料 とす

る一次元 火 炎 を量 論条件 の も とで シミ ュ レー トして,そ れ らの火 炎が もっ低温領 域 にお ける

昇温 機構 の特 徴を,特 に化学 反応 の立 場 か ら紹介 す る.通 常 の火 炎 中 には大量 の窒素 が 含 ま

れ てお り,そ の熱 的性質 には組成 に基 づ く大 きな差異 は存在 しな いか ら,熱 エ ネル ギー の収

支 に対 す る化 学反 応 に よる発 熱の 寄与 が相対 的 に重要 にな る.し たが って特 に低 温領 域 にお

け る発熱 特性 が燃 焼速度 に及 ぼす 効果 に注 目 して解析す る.

それぞ れの 火炎 にっ い て得 られ た結 果 を ま とめ ると次 の よ うにな る.

水素 一空 気予混 合火 炎の低 温領 域の 昇温機 構が もっ特 徴 は,き わめ て低温 にお いて もすで

に著 しい発熱 がみ られ る こ とで あ る.水 素火 炎 中で生 じてい る化 学反 応機 構 は,低 温 型 と高

温 型 とに分 け るこ とが で きる.低 温型 の反応 機構 では,そ の 総括 反応 は2H2+02→2H20

と表 わせ,こ れ だ けで は連 鎖坦 体の 増加 は期待 で きな い.一 方,高 温型 の機構 で は総 括反

応 が3H2+02→2H20+2Hと な り,こ の領 域で は全体 の反 応速 度 は指数 関数 的 に加速 さ

れ てい く.す な わち水素 予混 合火 炎の低 温領 域 にお ける昇温 は,高 温領 域 で生成 され て拡 散

して くる水素 原子 に よっ て運 ばれ て くる化学 エネ ルギー が,反 応 によ って熱 エ ネル ギー に変

換 され る こと によ って い る.

一酸 化 炭素 とメタ ンの 予混 合火 炎 はそれぞ れ ほぼ同 じ燃焼 速度 を も ってい る .し か しそれ

らの火 炎 中 での発熱速 度 分布 には かな り差異 がみ られ る.両 火 炎 の最 大発熱 速度 を比 較 す る

と,約2.5倍 メタ ン火 炎の方 が 大 きいが,最 大速度 を与 え る位置 は350K程 高温 側 にず

れ てい る.す な わち,低 温 領 域 にお ける発熱 が火 炎伝 播 に有効 に作用 し,燃 焼速 度を増 加 さ

せ るこ とが考 えられ る.
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低温 領域 にお け る発熱 の有効 性 は さ らに,Clお よびC2炭 化 水素 を燃 料 とす る予混 合 火 炎

を シミ ュ レー トす るこ とによ って も確 かめ られ る.ア セチ レン火 炎で は低温領 域で,燃 料が

水素原 子 と反応 してC2H3ラ ジカルを生 成 す る.こ の ラ ジカ ルは さらに水素 原子 と反応 して

自分 自身 は再 びアセ チ レンに戻 り,同 時 に水素 を副生 す る.す な わ ち,見 掛 け上水 素原 子が

再結合 している こ とにな り,大 量 の熱 が 発生 す る.し か しメタ ンやエ タ ンで はこれ に相 当す

る機 構 は観察 されず,温 度が1100K付 近 にな る まで 実質 的 な反応 は生 じな い,こ の反 応

機 構の 差が アセチ レン火 炎 と飽和 炭化 水 素火 炎 との燃焼 速度 の差 を も た ら してい る.エ チ レ

ン火炎 において は両者の 中間 的な性 質 を具備 してい る.

3-3,3乱 流燃焼速度について

吉田 亮(東 京電機 大工)

予混合燃焼/乱 流燃焼/乱 流燃焼速度/斑 状層流火炎/分 散型乱流予混合火炎

乱流予混合火炎の特性を正確 に把握す ることは種 々の燃焼装置を設計する上で重要である

ことは言 うまでもない.乱 流予混合火 炎を特性付 ける最 も重要かっ基本的なパラメタは乱流

燃焼速度である.従 って,こ れまで乱流燃焼速度 に関する研究が数多 く発表 されてきてお り,

燃焼学的には以前 に比較 して相当進歩 したと思われる.し か し実際に燃焼装置の設計 に携わ

る技術者 ・研究者からはこれらの研究のほとんどが役 に立 たないとい う極めて厳 しい評価を

受 けている,こ の原因は何なのか,今 後どのような研究を行 えば良いのかを筆者な りに考察

した,

層流燃焼速度は未然混合気の物理化学的な条件 によって決定されるが,乱 流燃焼速度はそ

の他に,流 体力学的な初期条件によっても変化す る.良 く知 られるように未然混合気の乱流

特性は,乱 れの強さとスケールによって決定 され る.そ のため乱れの特性値を用いて乱流燃

焼速度を予測する実験式あるいは理論式が古 くか ら多 くの研究者 によって提案 されて きた.

一般にこれらの式はある限 られた実験データは矛盾な く予測 できるが ,他 のデータを含めて

統 一的に予測で きるものはない.こ の原因として,乱 流燃焼速度 に関する実験データの信頼

性の問題 もあ るが,未 燃混合気の乱れと化学反応の相互作用 にはいまだに不明確な点が 多い

ことも事実である.従 って,燃 焼学的に乱流燃焼速度を正確 に予測す るためには未然混合気

の乱れが予混合火炎伝播 にお よぼす効果,す なわち乱流火炎伝播の機構を解明する必要が あ

る.火 炎伝播機構言い換えれば乱流火炎構造は未然混合気の乱流特性 によって大きく変化
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す る.基 本 的 には分子 輸送 過程 に支配 されて いる火 炎 と乱流輸 送過 程 に支配 され てい る火炎

に大別 され,そ れぞれ雛 状 層流 火炎 と分散型 乱流予混 合 火炎 と呼 ばれ る.前 者 は比較 的 大 き

な乱れ に よっ て層 流予混 合火 炎面 に凹凸が生 じるもの で,局 所 的 には火 炎帯 は層 流 で あ り,

火 炎帯 の 内部 構造 は乱 れ に よって影響 を受 けな い.火 炎 面の 凹凸の ため に実質 的な火 炎 面面

積が 増加 し,そ の結 果 見か け上燃 焼速度 は平面火 炎 よ りも増 加 す る.後 者 で は,小 さな 乱れ

が火 炎帯 内 に侵 入 し,火 炎帯 内で 流体 力学的 な乱 れ に よる輸 送過 程が 分子 輸送過 程 に加 わ り,

燃焼 速度 は層流 火炎 に比 較 して著 し く増 大す る.い ず れ に しても定性 的 なモ デルで あ る ため

に,実 験 的な検証 が必 要 であ るこ とは言 うまで もない.最 近 の レーザ 関連 技術お よび コ ンピ

ュー タ技術 の進歩 にと もな い,火 炎 中で変動 す る物理量 の測 定が あ る程 度 可能 とな り,こ れ

らの火 炎構造 モデ ルの検 証 が行 われ る よ うにな った.

この よ うな アプ ロー チ法 は分析 的で あ るが 故 に問題 が 詳細化 複雑化 し,と もす れば抽 象 的

な 議論 に終始 す る傾 向が あるが それ はそれな りに燃焼学 的な進 歩 と考 え るこ とが で きる.し

か し,そ れで は燃 焼装 置 の設 計 にす ぐに生かせ る よ うな成 果が あ ったか とい うと,そ れ はど

うも疑 わ しい と言 わざ るを得 な い.ま ず 実際の燃 焼装置 で は流 れの場 が 非常 に複 雑 で,研 究

者が常 に仮定 する等方 性 乱流 な ど とて も期 待で きる状況 で はな い.従 って,実 際 の設 計 に役

に立 つ情 報 を得 る ため には,も っ と現 実 的な量 に よる議 論が 必要 であ ろ う.っ ま りどの位 の

大 きさの燃焼 器で どの 位 の流速 の混合 気 を流 せば どの位 の量 を燃焼 させ る ことが 可能 か とい

う情報 を集め るこ とが急 務 で ある と思 われ る.こ のよ うな研 究は現 在 の 日本 の燃焼 学の 動 向

か ら考 えて到 底論文 には な り得ず,研 究成果 と しての 評価 にはっ なが らな い ため に研 究 者が

や りたが らな い こ とが 問 題 であ る.

しか し,一 方 で1950年 代 にア メ リカのBureauofHinesか ら発 表 され た可燃 限界 に関 す る

膨大 な資料 は,燃 焼学 的 に言 えば可燃 限界 は本質 的 に存 在 しな い とい う議論 もあ るが,実 際

の燃焼 装置設 計 に いまだ に役立 ってい る とい う事 実が あ る.従 って ,設 計 に役立 っデ ー タベ

ー スを構 築 す るため には ,こ のよ うな 地道 な研究 の価 値 を燃焼 研 究者が 再認 識す る必 要が あ

る ように思 われ る.

3-3.4乱 流拡散火炎のモデ リング

小沼 義昭(豊 橋技術科学大学)

燃焼/乱 流燃焼/拡 散火 炎/モ デ リング/乱 流モデル/燃 焼モデル
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近年 乱流場 の数値 シ ミュ レー シ ョン技 術 に関 す る研 究が活 発 に行 わ れ る よ うにな っ たが,

逆流 の あ る場 合や3次 元流 れの計 算な どは計算 機の能 力 とも関連 して十分満 足 の い く結 果 は

得 られ ていな い.乱 流 燃焼場 にお いては この常 温 乱流場 に局所熱 発生,そ れ に伴 う温 度や密

度 の変 動 が加 わ り,そ の シ ミュ レー シ ョ ンは さらに困難 な ものにな る.

特 に密 度変動 は流れ場 及び混 合場 に無 視 で きな い影響 を与 えるこ とが 知 られ て いるが,こ

の密 度変 動の あ る場を通 常の 時間平均(Reynolds平 均)で 表 す と,保 存 式 に

ρ'ピi,ρ'φ'

な どの 未知の 相関項が 出現 し,こ れを 求 め るための 新 たなモデル が必 要 にな る.こ れを避 け

る方法 と して通常密度 荷重 平均(Favre平 均)が 用 い られ る.

s・ 『+s・(1)

㌃・亭 号
。旦畦 ピt(2)

te

ρs"・0(s"≠0)

密 度 荷 重 平 均 を 用 い た 質 量 及 び 運 動 量 の 保 存 式 は 次 の よ う に表 せ る.

旦 、_a(ρUi).o(3)

∂t ∂Xi

∂ 一 ～ ∂ 一 ～ ～
一(ρU

l)十 一(ρUiUl)0∂X
i∂t

.-9P-」(り リ ロτi}十 ρUiUi)、 万9、(4)

∂Xi ∂Xi

これ らの保存 式を密度 変動 のな い場合 の 非荷 重平均 を用 い た保存 式 と比 較す ると,"～"を"一

"に 置 き換 えるだ けで 両者 は まった く同 じにな る
.

式(4)の 右辺 に存在す る相関項 ρ・u、"Ui"(レ イノルズ応 力)は 未知 量 で あ り,し たが っ てこ

れ を求 め るための乱流 モデルが 必 要で あ る,こ のモ デル には い くっか の提案 が あ るが,燃 焼

場 のシ ミュ レーシ ョンに対 して は現 在 の とこ ろk－ ε2方 程 式モ デ ルが適 当であ る と考 えら

れ,ま たもっ とも頻繁 に用 い られ て い る.

まず,レ イ ノル ズ応力 はひず み速度 に比例 す る と仮定 して,

τ ・百1"・ 一μ ・(∂Ui∂u;十∂X
i∂X,)

・iδli(一 ∂Ukρk+μtaX

K)(5)
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乱 流 粘 性 係 数 μtは,

μt=Cμ ρk2/ε

1～k
・-Ui"Ui"

2

で 表 さ れ る.k及 び εは 次 式 の 解 と して得 られ る,

方書 ・鴫 ・設
1(#:・ μ)詰

一 ㍗
,,∂Ui μt∂ ρ ∂P-一 ρ'UiU

l可 一 一声 諏

1諏1一 ρ ε

帯 鴫 ・2、(#:・μ)器

－C ・《{・ 而"&t
x`,・ 隠 親 －C・万i2

(6)

(7)

(8)

(9)

式(5)一(9)に 示 すk－ ε2方 程 式 モデ ルは密度変動 の な い乱流 場 にお いて使 われ て い るも

の とまっ た く同 じで あ る.っ ま りここで は,密 度変動 の あ る場 に対 して密度 荷重 平均 を用 い

た場 合,等 密度 乱流場 で 使用 され て い るもの と同一の 乱流 モ デルが 使 用 で きる とい う仮 定が

行 われ て いるこ とにな る.

燃焼 モ デル は反 応 に関 す る種 々の化学 種の生成 速度 の時 間平均 値 を与 える もの であ るが,

以 下 に示 す乱流拡 散火 炎 に対 す る燃焼 モ デル にお いて は,各 化学 種 の質 量分率,流 体の 温度

及 び密度 の時 間平 均値 を も同時 に決定 され るこ とにな る.

まず,乱 流 場 にお いて は種 々の化学 種や熱 の拡 散速度 はす べ て等 しい と仮定 す る.そ の結

果,燃 焼 場 にお けるガ スの瞬 時の 熱 ・化学 的状態 は完全 に保 存 され る(生 成 のな い)1個 のス

カ ラ変数 の非線 形関数 と して表す こ とが で きる.こ のス カ ラ変 数 の 一例 と して混 合分 率fが

あ げ られ る.流 れ1と 流 れ2の 混 合 によ って構成 され る混 合場 あ るいは燃焼 場 にお いて,混

合 分率fは 次 式に よ り定義 され る.

f・M

li|M2(1・)

こ こに,M,及 びM2は 混合 気中 に含 まれ てい る流れ1及 び 流れ2に 起源 を 持つ原 子の合 計 質量

で あ る.ふ く射 に よる熱 の授 受を 無視 した場合のエ ンタル ピhは,こ のfの 関数 として次式

で 与 え られ る.
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h=f・h1+(1-f)・hz(11)

混合 分率fの 密度荷重 平均f及 び その変 動量f"の 二 乗平均 値 は次 式の解 と して得 られ る.

亮 ・万 曙1=£,(μt∂f6t∂Xi)(12)

方 書2+万 隠2・2
1(撒1芸1

・2#1(畿 －C・t'9・ ・(13)

ここで,燃 焼場 中のfの 変 動の 荷重 平均 確率密 度関 数(PDF)P(f ,Xi)を 適 当に仮定 す る.

PDFの 関数形 と しては種 々の提 案 が あ るが,も っ とも よ く使 われ るのがclippedGaussian分 布

で あ る.式(12)(13)に よっ てf及 びf"2が 求め られ ると,こ れ によ りその 点 にお けるfの

確 率密 度分布 が決定 され る こ とにな る.

前述 の ご と く,混 合 分率fに よって混 合 気の熱 ・化学 的性 質,例 えば化 学種 濃度,温 度,

密 度な どが決 定 され るが,密 度 を除 く これ らの値 を φ(f)で 表す と,そ の時 間平均値 は次式

で表 せ る.

1

φ ・1]¢(f)P(f…)df

万 ・ 万ll芸;P(f…)df

また,密 度の非荷重平均は次式により求められる.

万 ・d1P(f'Xi)df]'1

(14)

(15)

(16)
9ρ(f)

っ ぎ に,fと φの関係,っ ま り混 合 気 中の化学 種濃 度,温 度,密 度 な どをfの 関数 と して

与 えてや る必 要が あ る.そ の方 法 の代 表 的な もの と して,

(1)化 学 反応速 度無 限大の 一段 不可 逆反 応を 仮定 す る.

(2)化 学 反応速 度は無 限大 で あ るが,化 学平 衡状態 を

仮定 す る.

(3)層 流 拡散火 炎 におけ る測 定結 果 を用 いる.

な どが あ り,さ らに複 雑 な もの も種 々提 案 され て いる,

以上 に示 した保存 式,乱 流 モデル及 び燃焼 モデ ル によ って乱流 拡散 火 炎の数値 シ ミュ レー
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シ ョンが可能 にな るが,こ の 計算法 を用 い る と,化 学種 濃度 や温 度 にっ いて は密 度荷 重 平均

値 と非 荷重 平均値 の両 方 が得 られ るが,流 速 にっ いて は密度 荷重 平均値 のみ しか 得 られ な い.

一方 ,実 験 に よ り得 られ る測定 値 にっ いて考 えてみ る と,そ のすべ てが 非荷 重平 均で あ ると

は限 らず,ガ スサ ンプ リング に よる化 学種濃 度の測定 値 の よ うに密度 荷 重平均 値 も含 まれて

お り,計 算結 果 と実験 結 果 の比 較検討 の際 には注意 す る必要 があ る .

3-3-5燃 焼 に関係する物性値について

佐野 妙子(東 海大学工学部)

[キ ーワー ド]

燃焼/物 性値/多 成分系気体/輸 送係数/粘 性係数/熱 伝導率/拡 散係数/熱 拡散係数/気

体運動論/理 論的算出

燃 焼 に関与 して いる混 合気 体 は,そ の 成分組成 が燃 料 と空 気の未燃 焼 気体 か ら既燃 焼 気体

まで広 範囲 に変 わ り,か っ,温 度 も室 温 か ら2000K以 上 まで変化 してい る .さ らに,燃 焼 器

内圧 力 も機器 によ ってか な り異な って いる.し たが って,多 成分 系混 合気体 の粘 性係 数,熱

伝 導率,拡 散 係数 な どの物 性値 は必要 な時点 で個 々の気 体の 物性値 か ら温度,成 分組 成 の関

数 と して計算 す る必 要が あ る.し か も,個 々の気 体の物 性値 にっ いて も この よ うに広 範 な温

度 条件,圧 力条件 下 での 測定 値 は少な い.多 成 分系混 合 気体 の粘性係 数,熱 伝導 率,拡 散係

数 な どの輸送 係数 は気 体 運動 論か ら混 合 気体の 分布関 数 を用 いて記述 出 来 る.ま た,混 合 気

体 中の分子 の分布 関数 は2分 子間 のポ テ ンシ ャルエネ ルギ の関数 で あ るBoltzmannの 式 を解

くこ とによっ て求 め られ る.し か も,高 温 の燃焼 気体 の よ うな反 応性 気体 におい ても ,同 じ

よ うに記 述 出来 る.そ れ ゆ え,こ こでは気体 運動 論 によ る多成 分混 合 気体の 輸送 係数 の 算出

方法 につ いて概 説 す る.詳 細 にっ いては,他 の文 献を参照 され たい.

3-3-6火 炎の電磁気学的性質 にっいて(概 要)

水谷 幸夫(大 阪大学工学部)

[キ ーワー ド]

燃焼/火 炎/電 磁気学的性質/電 離/イ オ ン/電 場/磁 場/す す/放 電/プ ラズマ/点 火/

燃焼促進/MHD
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火 炎 の電磁 気学 的性 質 につ いて概 説 し た・火炎 中 には自由電子 ・陽 イオ ン・陰 イオ ンな ど

が 存在 し,電 場や 磁場 との相互干 渉を 無 視 す るこ とは で きな い・ これ らは ・静電探針 によ る

燃焼計 測 に有効 に利用 され る し,MHD発 電 では重要 な役割 を果 た して い る・ また,応 用例

は少 な い もの の,火 炎の 安定 性や すす 排 出量 の制御 に利用 され始 め て い る・ ここで は・火 炎

の電磁 気学 的性質 につ いて概説 し,そ の 積極 的 な利用例 を紹 介 す る.

3-3-7密 度不均 質 を伴 う旋 回乱流 場 にお ける流動,混 合及 び燃 焼 の予測 解析

高城敏美,平 井 秀 一郎(大 阪大学)

[キ ー ワー ド]

旋回乱流/流 動/混 合/燃 焼/数 値予測/密 度不均質/応 力方程 式モデル

密 度の 不均 質が あ る旋 回乱 流場 にお け る流 動,混 合 お よび燃焼 の数 値 予測 を行 い,実 験 と

比 較 し,密 度 不均 質(変 動)が 数 値予 測 にお よぼ す影響 を調べ,そ の機 構 を検討 した.ま ず,

旋 回空 気 流中 にHeま たはCO2を 同 軸 に噴 出 した燃焼 の ない流れ場 を 対象 と し,密 度 変動を考慮

した場合 と考 慮 しない場合の 応力(flux)方 程式 モデル によ る数 値予 測 を行 い,密 度 変動 を

考 慮す るこ とによ り,密 度の異 な る乱 流 混 合の予 測が適 切 とな るこ とが わか った.次 に密 度

変動 を考 慮 した応力(flux)方 程 式を 用 いて,旋 回を伴 う乱 流拡 散火 炎 にっ いて数値計 算を

行 い,軸 方向,旋 回方向流速,温 度,濃 度 にっ いて実験値 と比較 し,か な り良 く予測 で きる

こ とを 示 した.ま た,密 度不均質,密 度 変動 が旋 回流 れ と関連 して流 動や混 合 に どの様 に影

響 して くるか を検 討 した.
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4設 計に利用できる燃焼技術

4-1デ ー タベ ース分担 領域 と他 の項 目 との関連

第2小 委員 会で は、 燃 焼の基礎 技術(第3章;第1小 委員会 担 当)の 内容 を受 け,物 理化

学 て きで な く,学 会 で議 論中 の内容 を も含 めて,燃 焼 器 設計上重 要 で あ る燃焼 技術 その もの

にっい てデー タベ ースを 構成 す るこ とを 目的 と してい る.こ の委員 会の 内容 は,第1章 や第

3,4章 の 内容 とオーバ ー ラ ップ す るが,第3章 の担 当す る燃 焼器 を実 際 に設計 す る際 に必

要 なノ ウハ ウの基礎 をな す部 分で あ り,燃 焼 のデ ータベ ー スの中核 を なす部 分で あ る.

デー タベー スには,気 体燃料 ・液体 燃 料 ・固体燃 料 ・複合 燃料 とい うよ うに燃料 種 によ っ

て 大分 類 し,個 々の燃 料 に特有 の燃焼 現 象 とそれ に伴 う燃焼 技術 を集録 して いる.さ ら にど

の燃料 種 を燃 焼 させ る時 にも共 通 の燃 焼 技術 として火 炎安定 法 ・火炎長 さの 制御 ・火 炎 ふ く

射 の利 用 ・有 害成 分の低 減法 ・燃焼 騒音 の低減法 を集 め た.ま た,実 機 の設 計 と評価 の 方法

と しての シミ ュ レーシ ョ ン技 術を 実験 的 に実施す る方法 や電 子計 算機 を使用 しての数 値 シミ

ュ レー シ ョンの技術 にっ いて も小 委員会 の分担領 域 と考 えて いる.

4-2項 目及び キー ワー ド

以下 に本章 で対 象 とす る項 目とキー ワー ドを列 挙す る,

(1)気 体 燃料 の燃 焼

希 薄燃焼,高 負荷 燃焼,部 分予混 合燃 焼,2段 燃 焼,過 渡 ・希薄 燃焼,予 混

合 火炎 の保持 機構 ・燃焼 特性(逆 火 ・吹消 え ・吹 飛 び)噴 流 拡 散火 炎の 保持

機 構,火 炎長 さ

(2)液 体 燃料 の燃 焼

(2-1)液 体 の微粒 化 の方法

高速 噴 射 による微粒 化,渦 巻噴射 に よる微粒化,衝 突流 によ る微 粒化,気

流 に よ る微粒化,回 転 によ る微粒化,静 電 気に よる微粒 化,振 動 によ る微

粒化

(2-2)噴 霧特 性の 表 し方

噴霧 を 構成 する液滴 群の特 性(平 均粒径 ・代表 粒径 ・粒 度分 布)

噴霧 の空 間的 な特性(分 散 度 ・分布 度)噴 霧 の時間 的 な特性(噴 射率 ・諸

特性 の 時間的変 化)
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噴霧 の飛行 状態(噴 霧 の 速度 ・噴霧 の質量 流束 ・噴 霧 の運動量 流束)

(2-3)噴 射弁 とそ の特 徴,特 性表示 式

自動噴射 弁(ホ ール ノ ズル ・ピン トル ノズル ・ス ロ ッ トル ノズル)

渦 巻噴射弁(単 純 式 ・還 流 式 ・複式 ・渦動 ピス トン式 ・複合 式)

二 流体 噴射弁(外 部混 合 形 ・内部混 合形)

回転式 噴射弁(回 転 噴 口 ・回転 カップ ・回転 円板)

超 音波 噴射弁

(2-4)液 体燃料 噴霧の燃 焼

燃料 液滴群 の燃焼 ・燃 焼 速度,燃 料液 滴講 中の 火炎 伝播 噴霧燃 焼の 火 炎形

態,噴 霧 火炎の構 造,噴 霧特性 と火 炎構造

(3)石 炭 の燃 焼

(3-1)微 粉炭の燃 焼

燃焼 プ ロセ ス,火 炎構 造,微 粉 炭燃焼 法

(3-2)塊 粒炭の燃 焼

火格 子燃焼,流 動床燃 焼,移 動 床燃 焼(3-3)石 炭 スラ リー の燃 焼石 炭 ・水

スラ リー(CWM)の 特性,微 粒化,噴 霧 燃焼 石炭 ・油 ス ラ リー(COM)

の特 性,微 粒化,噴 霧 燃焼

(4)気 流 中の火 炎安定法

(4-1)ブ ラ フボ デ ィー による火炎 安定

ブ ラ フボ デ ィー によ る循 環流領 域の 形成,ブ ラ フボ デ ィー に保 持 され た予

混合 火 炎の吹 き消 え特 性,ブ ラ フボ デ ィー によ る火 炎安定 機構

(4-・2)旋 回流 によ る火 炎安定

旋 回流 の生 成法,旋 回強 さの定 量化,旋 回流の 特性,旋 回噴流 によ る火 炎

の安 定化機 構,旋 回噴 流 中の火 炎の構 造 と特性

(4-3)同 軸噴流 に よる火炎安 定

同 軸噴流 の特性,同 軸噴流 によ る火 炎の 安定化 機構,同 軸 噴流 中の火 炎の

構造 と特性

(5)火 炎 の長 さの制御

火 炎長 さの表示 式(気 体 燃料 噴流火 炎,液 体燃 料噴 霧火 炎)

短 炎化 と長炎化(流 れ に よる制 御,混 合 による制御)
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(6)火 炎のふ く射 の利用

(6-1)ガ スふ く射 の 特性

ガ スふ く射率(炭 酸ガ ス ・水蒸 気),ガ ス塊の有 効厚 さ

(6-2)輝 炎 のふ く射 の特性

燃料 の 種類 による影響,燃 焼量 による影響,過 剰空 気 に よる影 響

(7)燃 焼 に よる有害 成分 の低減

(7-1)窒 素酸 化物 の 低減法 とその効 果

(7-2)硫 黄酸 化物 の 低減対策

(7-3)す す ・微粒 子 状物質 の低減 対策

(8)燃 焼騒 音の低 減

乱流 燃 焼騒音 の発生 と低減,振 動燃焼 騒音 の発生 と低 減

(9)実 験 シ ミnレ ーシ ョンの技 法

非燃 焼 モデ ル(通 風 モデ ル ・水 モデ ル)に よる実験(燃 焼 時 との対 応)

実機 縮小 モデ ル によ る実験(寸 法効果 ・相似 則)

部分 モ デル によ る実験

可視 化 デー タの 利用,燃 料 拡散 の シミ ュ レー シ ョン

(10)数 値 シミ ュ レー シ ョンモデ ルの概要 と基 礎 方程式

4-3話 題 提供 によ る文章 デ ータベ ー ス(概 要)

4-3.1燃 料 噴霧 の生 成法 とその燃 焼特 性

一般 に噴霧 を生 成す る液体 微粒化 法 は液体 に付 加す るエ ネル ギの種 類 に よって6種 類 に大

別 され るが,エ ネ ル ギの複合 やバ リエー シ ョンを 含め る と,こ れ まで に設計 され たもの は数

千種,数 万種 にな るで あ ろう.し か し噴 霧燃 焼用 に限れ ば,多 くの バー ナは技術 導入 と とも

に もた らされ たもので あ ろ うか ら,改 良や装 置の 性能改善 に伴 っ て多少 の変 更が な され た と

して も,長 い技術 の蓄積 に基 づ いて設 計 され る伝 統的な燃料 噴射 方 式が 採用 され るのが 常 で

あ った,

最近,燃 料 転換 や燃焼 方 式の多様 化 と とも に,実 用燃 焼装 置 で も新 しい発 想の燃 料噴 射 を

求め る声が 高 まって いるが,従 来の よ うに特 性が 明確 な既存 の噴 射弁 を 先決 して採 用 し,空
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気流 動 の コン トロール だ けによって望 ま しい燃焼 を実現 しよ うとする姿勢 か ら離 れ て,望 ま

しい燃焼 を先 に イ メー ジ し,そ れ に適 合 す る燃料 噴射弁 とそ の特性 に も注 目す る よ うにな っ

た ことは燃焼 技術 の向上 か らみて歓迎 す べ き ことであ る.

しか るに噴 霧 は一般 に何段階 もの複 雑 な液 体分裂 過程 を経 て生成 され るもの で あ り,噴 霧

生 成 に関与す る因 子 も多種多様 で ある ため,単 純 な液体 分裂 機構 の場合 を除 いて,噴 霧 特性

を広範 囲 にわ たって総括 的 に表示 す る こ とは不可 能 に近 いよ うに もみ え る.事 実 これ まで に

提 唱 され た種 々の 特性 は,極 端 な言 い方 をす れば 限定 され た実験 範囲 内で しか も採 用 した噴

霧 計測 法 にっ いては信用 で き るといえ る だろ う,し か し,複 雑な 液体分 裂 も基 本的 な い くつ

かの分 裂機構 に基 づ いて進行 す る とみ て,こ れ らの個 々の基 本的 な現象 の特長 を把 握 し,関

与 す る因子の 影響 を調べ て整 理すれ ば,限 定 され た条 件下で は あ るが流 体力 学的 に筋 の通 っ

た分裂 過 程の 定性 的 な説明 と定量 的な特 性表 示が 可能 になる とい えよ う.

一方 噴射弁 か ら噴射 され て生成 した噴霧 は ,非 燃焼 場で あ って も空 間を移 動 しなが ら刻 々

と生成 始 めの噴霧 性状 を局所 的 に変 化 してい くとい う事 実に注 目 しな ければな らな い,す な

わ ち,噴 霧 は燃焼 用乱 流空 気 との相 互作 用 に よっ て空 気 と混 合 しなが ら大小 の噴 霧粒 の運動

状態 を さ まざ まに変 えてい くので,燃 焼 室空 間 で は噴霧流 の定常 状態 は存在 しな いとみ て よ

いだ ろ う.さ らに噴霧 燃焼 場 にっ いて 個 々の噴霧 粒 の運動 に注 目 して燃焼 をみ れば,現 象 は

一層 複雑 にな るこ と にな るが ,そ れで も燃焼 状態 をマ クロ に観察 すれば,そ れ は統計 的 には

燃焼 条件 に対応 した特 定 な状 態を示 して い る とい える.っ ま り,燃 料 の 噴射量,噴 射 方 向,

噴 射速度,噴 霧 性能 な ど とともに空気 の初 期流動 条 件が 与 え られ れば,そ れ らに応 じた燃 焼

特 性が ほぼ再現 性 よ く得 られ るの で あ る.

この ように,噴 霧 燃焼 場で は噴 霧生 成,噴 霧 粒 の運動 お よび空 気流動 とい った流体 力 学的

要素 だ けでな く,噴 霧の 加熱,蒸 発な どの伝熱 学 的要素,お よび 着火,燃 焼 な どの化 学 反応

速 度的 要素が複 雑 に関連 し合 って非定 常 状態 を呈 し,し か も噴射 弁近傍 か ら火 炎の末 端 に至

る まで に燃焼 の律 速条件 とな る要 素が 時 間的,空 間的 に変化 す る にもかか わ らず,再 現 性 あ

る燃焼 特性が 期待 で き る とい うこ とは,噴 霧 サ イ ドか ら燃焼 を総 括的 に理解 す る ときの 有 力

な拠 り所 とい えるで あ ろ う.

4-3-2噴 霧 燃焼 シミュ レー シ ョン

三浦 隆利(東 北 大学工 学部)

微粒 化/噴 霧燃 焼/輻 射 伝熱/燃 焼 反応/NOx/煤 塵/シ ミュ レー シ ョン/乱 流 モデル
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エ ネ ル ギー 資源の少 な いわが 国の燃 焼 研究 ・開 発の項 目 に,

1)石 炭 ・水ス ラ リー或 は ピッチ ・水 スラ リー等 の燃料 の 多様 化 に伴 う燃焼技術 の 確立,

2)燃 焼 シミュ レーシ ョン方法 の 開発,

3)大 気汚染物 質 の低 減化,

4)燃 焼廃棄物 の再 利用

等 が あ る.そ の中で噴霧 燃焼 シミ ュ レー シ ョンは,

1)重 油 ・灯油 ・CWM・PWM等 の 燃料種,

2)圧 力 ・二流体 ・回転 円盤型 ノズル等のバ ーナ種,

3)空 気吹 き込 み方法 ・2段 燃 焼 ・水 冷或 は断熱 壁 ・バ ー ナタ イル形 状 ・各種 寸法 等

の燃焼炉 仕様

等 の燃 焼条 件決定 に従 い,ガ ス温 度,ガ ス組 成,ガ ス速 度,着 火 位置,NOx生 成量,煤 塵 量,

未 然量 等 の分布を シ ミュ レー シ ョンす るもの であ る.シ ミュ レー シ ョ ン法 は次 の よ うな こ と

を 目的 と して開発 され て いる.

1)燃 料の 多様 化 に伴 う実炉 の設 計 ・操作 に際 し,膨 大な 労力 と費用 を割 いて試 行 錯

誤 的な 実験 に依存 して きたこ とか ら脱 却す る,

2)燃 焼 は,伝 熱 ・物質 移動 ・流 動等 の物 理的過 程 と燃焼 反応 の 化学的過 程が 複合 し

た過程か ら成 立ち,温 度 ・ガ ス組成等 の正確 な測 定 さ えも困 難な状況 にあ り,実

験 的な解析 ・検討 も十分 に行 えな いため,シ ミュ レー シ ョンの解析 ・検討 に よ り

補 充す る.

3)2段 燃 焼用 空 気吹 き込 み位 置 ・量の最 適化 お よびバ ー ナ本 数 ・位 置の 最適化 等 の

燃焼炉 型式 の合理 的 な決定.

4)燃 焼操 作の 最適化

等 で あ る.こ れ らが可 能 になれば,合 理的 な燃焼設計 ・操作 に対 し有 力な手 法 と して期 待 さ

れ る.し か しなが ら,噴 霧燃 焼の 定量 的 な解 明 も十分行 われ ていな い現 状 では,そ の問 題点

が その ま まシ ミュ レー シ ョンの上 で大 きな障 害 となって いる.噴 霧燃 焼 の問題 点 は,

1)噴 霧燃焼 の心 臓部 とも言 え る液体 の微 粒化機 構の 解明 が 未 だ に不 十分 で あ る.

2)バ ー ナ噴出後 の液滴 には,速 度 ・粒径 ・分散 量分 布が あ り,液 滴 の運動,熱 お よ

び物質移動 現 象の把 握の ため の燃 料種 も含め た広 範囲 な燃 焼 条件 下に対す る実験

方 法が確立 され ていな い.
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3)単 一滴 の蒸発 ・燃 焼特 性で は な く,滴 群 と しての 移動 現象 の定量 化が 不十分 で あ

る.

4)滴 の移 動お よび滴 か らの蒸 発 ・燃 焼 によ り気相へ 運動 量交 換,物 質移 動,燃 焼反

応等 の相互作 用 を行 うが,そ の機構の 解明が 未解 決 で あ る.

5)バ ー ナタイル を含 め た制 限空 間内での 流動機 構 の解 明が不 十分 で あ り,特 に燃 焼

過程 におけ る流 動 機構の解 析 は測定方 法の 開発が 盛 ん に行 われて い る状況 で あ る.

6)大 気汚染物 質生 成 を含 む燃 焼 反応機構 の解 明が 不 十分 であ り,局 所 化学平 衡 の成

立条件 の確 認,ラ ジ カル基の 組成 ・成 分量 の定 量化が 未解決 であ る.

7)輻 射物性 値の 提供 が不 十分 で あ り,燃 焼過 程 中で の重 油滴等 の輻 射率 の変 化 過程

の解析 お よび粒 子 ・ガ ス ・壁 相互 間の輻射 解 析方法 が 未 だに確立 され てい な い,

等 で あ る.こ のよ うに燃 焼の 実験 的な研 究で さえ問題 が 山積 み され てい るの に,敢 えて シ ミ

ュ レー シ ョンを行 うこ とに疑 義 の挟 まれ る余 地は 多いが,シ ミュ レー シ ョンも実験 の範 疇 に

入 り,シ ミュ レー シ ョンは,実 験 観察 ・定量 化 に基 づ き行 われ,シ ミュ レー シ ョンの結 果 ・

検 討お よびその不十分 さの指 摘 は,再 び 実験 にも生 か され る とい う立 場 か らシミ ュ レー シ ョ

ンの検 討 を試 み た.そ こで本稿 で は,シ ミュ レー シ ョンを行 うとい う観 点か ら以上の 問題 点

に関 す る研 究の動向 を紹介 しなが ら,著 者の行 って きた ピ ッチ ・水 ス ラ リー噴霧 燃焼 シ ミュ

レー シ ョン例 を示 す,

4-3-3石 炭 ・水 スラ リー(CWM)の 燃焼 特性

小豆畑

燃 焼/石 炭 ・水 スラ リ/CWM/石 炭/窒 素 酸化物/NOx

茂((株)日 立製作所 日立研究所)

石 油 代替エ ネルギの有 力 な候補 の一 つ として,石 炭 と水の 混合 燃料 で ある石炭 ・水 スラ リ(

CWM)が 注 目を 浴び ている.石 炭を 燃料 と して使用 する時,環 境対 策が 大 きな問題 の一 つ であ

る,本 報告 では,CWM燃 焼 時 に排 出され る窒素酸 化物(NOx)の 挙 動 にっ いて,こ れ まで の報

告 例並 び に著 者等の 実験結 果を紹 介 す る.微 粉炭 燃焼 にお い て既 に フユーエルNOx対 策 に有

効 であ る ことが実証 され て いる二 段燃 焼 法 は,CWM燃 焼時 のNOxの 排 出抑 制 に も有 効 で あ り,

この燃 焼 法を利用 した時 のNOxの 排出濃 度 につい て数 多 くの報 告が あ る.ま た,CWMは 水の

蒸発 時 間だ け着火 遅れ時 間が 長 く,火 炎がバ ーナ面 よ り離 れ 易 い.こ の よ うな場合 に は,空

気 と燃 料の混合が 充分進 んだ状態 で燃 焼が進 む ため,反 応 領 域が 半径 方向 に大 き く広が り,
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火 炎内 に燃料 過剰 領域 が 形成 され難 い.従 って,二 段燃 焼 法 を施 さな い と,排 出 され るNOx

の濃 度 は微粉 炭燃 焼 に比 べて高 い場合が 多 い.こ れに対 して,燃 料 と空 気 との混 合を遅 らせ

る よ うな工夫 を して燃 焼 す る と,反 応 は燃焼 炉 中心部の狭 い領 域 で進 み,CWMの よう に着火

性 の低 い燃料 を燃 焼 す る時で も火炎 内に燃料 過剰 領域 を形 成 で きる.
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5燃 焼の応用技術

5-1デ ー タベ ースの分 担領域

本章 にお いては ・前章 の 「燃焼 の基礎 技術 」 「設 計 に利用 で きる燃焼 技 術 」を基礎 と して
,

実 機の 設計 に応 用 で きる技術 に関 す るデー タベ ー スの構築 を はか る.

燃 焼 の応用技術 に関す るデー タベ ー ス と して本 章第2節 にある ような 項 目が便 宜上 あ げ ら

れ る.実 際の燃焼 機器 は非常 に種類が 多 く,例 えば低 公害燃 焼を例 に とって考 え ると
,そ れ

を実 現 す るため の具体 的な方法 は対象 とす る燃焼 機器 によ って異 なるの が一 般的 であ る.し

たが っ て実際 に燃 焼機器 の設計 を行な う場 合 には,単 独 の項 目を追求 す るこ とが無 意 味 にな

る場合 が しば しば 生 じる.な かで も,各 項 目にお い て目的 とす るもの が 互 い にTradeoffの

関 係 にあ る場 合 には,設 計 目的 に応 じて項 目間 で 最適化 をは かる必要 が あ る.

また,応 用 技術 に関す るデー タの多 くはKnowhowを 含 ん でい るため特 許 な どの対 象 にな

って い ることもあ り,実 機 の設計 に 自由 に使 うこ とが 難 しい場合 もあ る ,こ の よ うな 不具合

を解 決 す るため には,目 的達 成の ため に有用 と思 われ る本質 的な原 理原 則(Knowwhy)を 導

入 す る必 要が ある、 したが って,前 章 との関 連 にお いて はKnowwhy的 な糸 脈が 必要 とな る .

5-2項 目 及 び キ ー ワ ー ド

以 下 に本 章 で 対 象 と す る項 目 とキ ー ワ ー ドを 列 挙 す る。

(1)低 公 害 燃 焼

(1-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

未 燃 焼 排 出物,す す,排 煙,NO.,サ ー マ ルNO.,フ ユー エ ルNO.,CO,CO2,

THC,HC,予 混 合 燃 焼,二 段 燃 焼,ス テー ジ ング,可 変機 構,可 変 燃 焼 器,

空 然 比 制 御,Rich-Lean燃 焼,Lean-Lean燃 焼,排 出 指 数,E血issionindex ,

EPA,ICAO

(1-2)ガ ソ リ ンエ ンジ ン関 係

NO.,CO,CO2,HC,ア ル デ ヒ ド,希 薄 燃 焼,成 層 燃 焼 ,EGR,急 速燃 焼,ベ ン

トル ー フ燃 焼 室,コ ンパ ク ト燃 焼 室,副 室 式,断 熱,ス キ ッ シ ュ ェ リア,

火 炎 伝 播 距 離,プ ラ ズ マ 点 火,ト ー チ 点 火,多 点 点 火,シ ー ケ ン シ ャ ル 噴 射 ,

燃 焼 サ イ クル 変動,失 火 限界,熱 解離,ス ワール,噴 射 時期,点 火時期,圧 縮比,

点 火遅 れ,質 量燃 料 割合,熱 発生 率,熱 発生 パ ター ン,初 期燃 焼期 間,
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主 燃 焼 期 間,失 火,部 分 燃 焼,EGR限 界,希 薄 限 界,ク ェ ンチ ン グ

(1-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

す す,排 煙,白 煙,煙 濃 度,NO.,SO.,小 噴 射,エ マ ル ジ ョ ン,高 圧 噴 射,

乱 流 形 燃 焼 室,噴 射 時 期 遅 延,パ イ ロ ッ ト噴 射

(1-4)家 庭 用 バ ー ナー 関 係

NO.,CO,す す,ア ル デ ヒ ド,THC

(1-5)ボ イ ラ ー 関 係

NO.,CO,ば い じ ん,CO,低NO.バ ー ナー,ス プ リ ッ トフ レー ム バ ー ナ,

濃 淡 燃 焼 バ ー ナ,低 酸 素 燃 焼,炉 内 脱 硝 燃 焼,OFA(OAP)

(2)高 負 荷 燃 焼 技 術

(2-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

空 気 負荷(率),高 負 荷 燃 焼,燃 焼 負 荷 率,吹 き消 え(限 界),圧 力 指 数,

圧 力 依 存 性,Longwellfactor,予 混 合,反 応 律 速,律 速 条 件,

Wel1-stirredreactor(超 か くは ん 反 応 器),球 状 燃 焼 器,均 質 混 合 燃 焼 器

(2-2)ガ ソ リ ンエ ンジ ン関 係

異 常 燃 焼,ノ ヅ ク 現 象,サ ッ ド,ラ ンプ ル,表 面 点 火,自 発 点 火,オ ク タ ン価,

冷 炎,前 炎,OHラ ジ カ ル,過 給 圧,中 間 冷 却 器,過 給 器(タ ー ボ 過 給 器,

機 械 式 過 給 器),熱 負荷,点 火 プ ラ グ無 価,熱 流 速,等 容 度,圧 縮 比,比 熱 比,

エ ン ドガ ス領 域

(2-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

過 給(機 械 過 給,タ ー ボ 過 給),高 噴 射 率,低 圧 縮 比,高 過 給 度,多 段 過 給,

高 圧 燃 焼,空 然 比,出 力 率

(2-4)家 庭 用 バ ー ナ ー 関係

炎 口,炎 口負 荷,燃 焼 室 負荷,平 均 断 面 流 速,保 炎 形 状,燃 焼 促 進 法

(2-5)ボ イ ラ ー 関 係

高 負 荷 バ ー ナ,短 炎 バ ー ナ,ス ラ グ タ ップ バ ー ナ,容 積 負 荷,面 積 負 荷

(3)異 種 燃 料 へ の 対 応 方 法

(3-])ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ンジ ン関 係

空 然 比,燃 空 比,当 量 比,発 熱 量,留 出 温 度,API,オ ク タ ン価,セ タ ン価,

粘 度,比 重,引 火 点,表 面 張 力,水 素 含 有 比
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(3-2)ガ ソ リ ンエ ンジ ン関 係

理 論 混 合 比,発 熱 量,オ ク タ ン価,揮 発 性,FFV

(3--3)デ ィー ゼ ル エ ンジ ン関 係

高 圧 縮 比,高 圧 噴 射,点 火 促 進 剤(セ タ ン価 向 上 剤),給 気 加 熱,デ ュ アル 燃 料,

メ タ ノー ル,エ タ ノ ー ル,天 然 ガ ス,石 炭 合 成 油,低 質 油 燃 焼,劣 質 油 燃 焼,

セ タ ン指 数,CCAI

(3-4)家 庭 用 バ ー ナー 関 係

ウ オ ッベ 指 数,ガ ス 互 換 性,テ ス トガ ス

(3-5)ボ イ ラ ー 関 係

ブ レン ド,ラ イ ンブ レン ド装 置,混 炭(設 備),混 然,CWM(CWS),石 炭,

メ タ ノ ー ル,ス ラ リ・一－tCOM,石 炭 コ ー ク ス

(4)高TDR燃 焼

(4-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

圧 力 噴 射 弁,フ ロ ー ナ ンバ ー,デ ュ アル オ リフ ィ ス ノズ ル,

リタ ー ン フ ロ ー ノ ズ ル,プ ラ イ マ リ燃 料,セ コ ンダ リ燃 料

(4-2)ガ ソ リ ンエ ンジ ン関 係

(4-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン 関 係

(4-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

炎 口,保 炎 形 状,逆 火,リ フ ト,不 完 全 燃 焼,タ ・一ーンダ ウ ン比(TDR),

良 好 燃 焼 域

(4-5)ボ イ ラ 関係

高 タ ー ンダ ウ ンバ ー ナ,ワ イ ド レ ンジ バ ー ナ

(5)燃 焼 騒 音 と 防 音

(5-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ンジ ン関 係

共 鳴(周 波 数),エ ン トロ ピ ノ イ ズ,ヘ ル ム ホ ル ツ,オ ル ガ ンパ イプ,

バ ズ ソー ノ イ ズ,干 渉 騒 音,空 力 騒 音,吸 音

(5-2)ガ ソ リ ンエ ンジ ン関 係

圧 力 上 昇 率,燃 焼 刺 激 力,CPL,SPL,圧 力 振 動,エ ン ク ロ ー ジ ャ ー

エ ン ジ ン構 造 減 衰

(5-3)デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン関 係
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異常 燃焼,点 火促 進 剤,圧 力上昇 率,初 期燃焼,燃 焼 改善

(5-4)家 庭用 バー ナー 関係

乱流 火炎,燃 焼騒 音

(5-5)ボ イラー関係

低周 波騒 音,燃 焼 振 動,炉 内圧 変動,共 鳴,共 振

(6)振 動燃焼 の対 策 と積 極 的利 用

(6-1)ガ スター ビ ン ・ジェ ッ トエ ンジ ン関係

パ ル ス燃焼,ヘ ル ムホル ツ,間 欠燃焼,パ ル ス ジェ ッ ト

(6-2)ガ ソ リンエ ンジ ン関係

(6-3)デ ィーゼルエ ンジ ン関係

(6-4)家 庭用 バー ナー 関係

燃焼 共鳴,パ ルス燃焼

(6-5)ボ イラー関 係

ダ ンパー,レ ゾネー タ,緩 慢 燃焼,パ ル ス燃焼

(7)高 性能燃 料噴 射系

(7-1)ガ ス ター ビ ン ・ジェ ッ トエ ンジ ン関係

タ ー ンダ ウ ン比,フ ロー ナ ンバ ー,圧 力噴射弁,気 流微 粒 化,フ ローデ ィバ イダ

(7-2)ガ ソ リンエ ンジ ン関 係

壁 面 衝突,シ ーケ ンシ ャル噴射,エ アアシス ト噴射,超 音 波 噴射 弁,

2瞳 孔噴射 弁,噴 霧 角,壁 面 付着,微 粒化

(7-3)デ ィー ゼルエ ンジ ン関係

高圧 噴射,高 噴射 率,ユ ニ ッ ト噴射装置,蓄 圧 噴射(短 期 噴射)

(7-4)家 庭 用 バー ナ関係

(7-5)ボ イラ関係

蒸気 噴霧(射)噴 射弁,Yジ ェッ ト(中 間混 合)噴 射弁,内 部混 合型噴射 弁,

外 部混 合型噴 射弁

(8)燃 焼装置 の寸法 効果,相 似 則

(8-1)ガ ス タ一一ピン ・ジェ ッ トエ ンジ ン関係

PLス ケー リング,ダ ンケラー数,レ イノルズ数,滞 留 時 間,反 応 速度

(8-2)ガ ソ リンエ ンジ ン関係
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ボ ア ・ス トロ ー ク比,ス ワー ル比,火 炎 伝 播 距 離,レ イ ノ ル ズ数,乱 流 強 度,

乱 流 スケ ー ル,ピ ス トン ス ピ ー ド,ト ・ソプ ク リア ラ ンス

(8-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

キ ャ ビ ッ テ ィ比(キ ャ ビ ツテ ィ径/ボ ア),Weibe関 数,ボ ア ・ス トロ ー ク比,

ス ワー ル 比

(8-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

火 炎 長 さ,炎 口 負 荷,燃 焼 室 負 荷,断 面 平 均 流 速

(8-5)ボ イ ラ ー 関 係

レイ ノル ズ数,フ ロ ー パ タ ー ン,ス ワー ル 数

(9)燃 焼 シ ス テ ム の 寿 命 予 測

(9-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

酸 化 速 度,ク ラ ッ ク,疲 労,低 周 波 疲 労(LCF),焼 損

(9-2)ガ ソ リ ンエ ンジ ン関 係

(9-3)デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

予 防 保 全,予 知 保 全,故 障 率,保 全 率,表 面 温 度 セ ンサ ー,リ ング セ ンサ ー,

摩 耗 セ ン サv-一,FTA,(事 象 率)

(9-4)家 庭 用 バ ー ナ ー・一関 係

逆 火,不 完全 燃 焼,バ ー ナ温 度

(9-5)ボ イ ラ ー 関 係

ノ ズ ル チ ップ 摩 耗,コ ー キ ング トラ ブ ル

(10)燃 焼 シ ス テ ム の メ イ ンテ ナ ン ス性

(10-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

互 換 性,再 現 性,製 作 精 度,組 み 付 け誤 差,も れ,シ ー リ ング,

フ ィ ッ シ ュマ ウ ス シ ー リ ング

(10-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン関 係

学 習 制 御,フ ィー ドバ ッ ク制 御,自 己診 断,フ ェ イ ル セ ー フ

(10-3)デ ィー ゼ ル エ ンジ ン関 係

保 全 率,保 全 期 間,最 適 保 守,メ ン テ ナ ンス フ リー

(10-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

(10-5)ボ イ ラ 関 係
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燃 焼 診 断(装 置)

(11)燃 焼 と燃 焼 装 置 の 制 御

(11-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

流 量 コ ン トロ ー ラ ー,可 変 パ ル プ,CV値,予 熱 燃 焼 器,ス レー ブ バ ー ナ ー

熱 交 換 器,酸 素 濃 度,PID制 御,安 全 弁

(11-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン関 係

ス'ワ ー ル コ ン トロ ー ル,EGR制 御,噴 射 時 期 制 御,点 火 時 期 制 御,A/F制 御,

可 変 圧 縮 比,吸 気 加 熱,層 状 燃 焼,気 筒 別 燃 焼 制 御,02セ ンサ ー,

ノ ッ クセ ンサ ー,リ ー ン ミ ク ス チ ャー セ ンサ ー,点 火 時 期 セ ンサ ー

(11-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

ガ バ ナ ー,燃 料 噴 射

(11-4)家 庭 用 バ ー ナ ー 関 係

エ ア ダ ンパ ー,1次 空 気 比,タ ー ンダ ウ ン比,良 好 燃 焼 域

(11-5)ボ イ ラ ー 関 係

自動 バ ー ナ,(自 動)バ ー ナ 本 数 制 御,燃 焼 制 御 装 置,AFC,ミ ル 制 御,

フ レー ム デ ィ テ ク タ,点 火 バ ー ナ(ト ー チ),起 動 バ ー ナ

(12)触 媒 燃 焼 法

(12-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン 関係

セ ラ ミ ッ ク,パ ラ ジ ウ ム,白 金,担 体,気 相,固 相,活 性,表 面 積,触 媒 温 度,

セ ル 寸 法,

(不)均 一反 応,ハ ニ カ ム

(12-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン 関 係

(12-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

排 煙 脱 硝,SV値,酸 化,還 元,SCK,NH3

(12-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

断 面 平 均 流 速,不 完 全 燃 焼,NO.,THC,触 媒 燃 焼,希 薄 燃 焼

(12-5)ポ ィラ 関 係

(13)超 過 エ ン タ ル ピー 火 炎

(13-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン 関係

予 熱 器,吹 き消 え,酸 素 濃 度,高 負 荷
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(13-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン関 係

(13-3)デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン関 係

(13-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

可 燃 限 界,理 論 火 炎 温 度,燃 焼 室,混 合 気 温 度,空 気 過 剰 率

(13-5)ボ イ ラ 関 係

(14)酸 素 富 化,低 酸 素 濃 度 燃 焼 法

(14-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ヅ トエ ン ジ ン関 係

当 量 比,酸 素 添 加

(14-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン関 係

(14-3)デ ィー ゼ ル エ ンジ ン関 係

(14-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

酸 素 濃 度,排 気 循 環 率,NO,

(14-5)ボ イ ラ ー 関 係

(15)実 機 規 模 数 値 シ ミ ュ レー シ ョ ン

(15-1)ガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

反 応 モ デ ル,応 力 代 数 モ デ ル,乱 流 モ デ ル,k－ εモ デ ル,プ サ イ ・オ メガ,

コ ー ル ドフロ ー 境 界 条 件,時 間 進 行 法,数 値 解 法

(15-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン関 係

熱 力 学 モ デ ル,現 象 論 モ デ ル,多 次 元 モ デ ル,乱 流 モ デ ル,k－ εモ デ ル,

吸 排 気 モ デ ル,筒 内 流 モ デ ル,燃 焼 モ デ ル,噴 霧 モ デ ル,熱 伝 達 モ デ ル,

エ ミ ッ シ ョ ンモ デ ル,NO排 出 モ デ ル,HC排 出 モ デ ル,乱 流 エ レメ ン トモ デ ル,

ノ ッ クモ デ ル

(15-3)デ ィー ゼ ル エ ンジ ン関 係

燃 焼 室,性 能 計 算,燃 料 噴 射,熱 発 生 率,Weibe関 数,燃 焼 率,

シ ミ ュ レー シ ョ ン

(15-4)家 庭 用 バ ー ナ 関係

(15-5)ボ イ ラ 関 係

(16)実 機 モ デ ル 実 験

(16-Dガ ス タ ー ビ ン ・ジ ェ ッ トエ ン ジ ン関 係

分 割 模 型,箱 型,セ ク タ,環 状(ア ニ ュ ラ),側 壁 効 果,温 度 計 測,ガ ス分 析,
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水 流 模 型

(16-2)ガ ソ リ ンエ ン ジ ン関 係

定 容 燃 焼 容 器,RCM,RCEM,水 モ デ ル,可 視 化,ポ トム ビ ュ ー

サ イ ドビ ュー

(16-3)デ ィー ゼ ル エ ンジ ン関 係

ス ワ ー ル 比,キ ャ ビ ッ テ ィ比,ボ ア ・ス トロ ー ク 比,図 示 熱 効 率,

図 示 平 均 有 効 率,空 然 比,当 量 比,空 気 過 剰 率,出 力 率

(16-4)家 庭 用 バ ー ナ 関 係

(16-5)ボ イ ラ 関係

コ ー ル ドフ ロ ー パ タ ー ン テ ス ト,火 炉 モ デ ル,燃 焼 試 験,ホ ヅ トモ デ ル
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6燃 焼計測

6-1燃 焼 計測 に関す るDBの 収録 範 囲

燃 焼 に関連 す る計 測法 は非燃焼 状態 で の物 理量 の計測(温 度,速 度,流 量,圧 力等),燃

焼 時の 物理量(温 度,輝 度,騒 音 等)・ 化 学量(化 学種)の 計測,燃 焼 廃棄 物 の 物理量,化

学量 の 計測が あ り,こ れ らに加 え て気 体 ・液体 ・固体 各燃料 の性状 分析,液 体 燃料 の噴霧 特

性(粒 子径測 定,粒 度 分布測 定,代 表 粒径 測定,分 布関 数算 出等)・ 噴 射特 性(噴 射 率,分

散率,貫 通度等),固 体燃料 の粒 度等 の計 測が対 象 とな る.ま た,最 近 燃焼 診 断法 と して実

時 間 ・非 接触 にて燃焼 状態 を計測 す る新 しい方法(例 えば レーザ利用 計 測)が 提 案 され てい

る.

燃焼 の 基礎的研 究,燃 焼機 器設 計 に必 要 な燃焼 関 連の 計測法 にっ い て最近3カ 年 の報告 例を

中心 に収録 をお こな った.

基本 量 の測 定 は個 々の事例 にっ いて の収録 に代 え,市 販 書籍,各 種 学 会等 の報 告書等 をD

B化 す るよ うに して いる.

以 下 にDB収 録 内容 を 示す.

6-1-1非 燃焼場 で の測定法

1流 速測定:流 速,乱 れ強度

2流 れ模様測 定:

3流 量 測定:

4流 れ の可 視化 法:

5圧 力測定:

6-1-2燃 焼 場で の測定 法

1流 速 測定:流 速,乱 れ強 度

2流 れ模 様測定:

3流 量測定:

4流 れ の可視化法:

5混 相流測 定:

6圧 力測 定:

7燃 焼騒音 測定
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8燃 焼 速度 測定:

9火 炎伝播 速度測 定:

10燃 焼 温度 測定:

11イ オ ン計測:

12ク ェ ンチ ング計 測:

13分 光計測:

14ガ ス濃度 計測:



15熱 放 射 計 測:18ガ ス サ ン プ リ ング 法:

16熱 流 束 計 測:19燃 焼 効 率 測 定:

17ス ス 粒 子 計 測:

6-1-3燃 料 性 状

1化 学 分 析 法:2機 器 分 析 法:

6-1-4噴 霧 特 性,噴 射 特 性 計 測

1粒 子 径 計 測:5分 散 度 計 測:

2粒 子 濃 度 計 測:6分 布 度 計 測:

3粒 子 速 度 計 測:7運 動 量 計 測:

4噴 射 率 計 測:

6-1-5燃 焼 診 断

1画 像 解 析:3ホ ロ グ ラ フ ィ:

2コ ン ピ ュ ー タ トモ グ ラ フ ィ:4レ ー ザ 分 光:

6-2燃 焼 計測 と診 断 デ ー タ ベ ー ス の タグ と項 目,キ ー ワ ー ド

6-2-1燃 焼 計 測 と診 断 デ ー タ ベ ー スの タ グ

100計 測 法101計 測 装 置

100-1流 速 の 計 測101-1プ ロ ーブ

100-2流 量 の 計 測101-1-1熱 電 対,サ ー ミ ス タ

100-3圧 力 の 計 測101-1-2ガ ス サ ンプ リ ング

100-4温 度 の 計 測101-1-3熱 線,冷 線

100-5騒 音 ・振 動 の 計 測101-1-4光 セ ンサ

100-6ガ ス 濃 度 計 測101-2計 装 計 測 装 置

100-7熱 放 射,ガ ス発 光 計 測101-3レ ー ザ,分 光 装 置

100-8噴 霧 粒 子,粒 子 径 の 計 測101-3-1干 渉 法

101-3-2ア ク テ ィブ な 使 用(励 起
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法,散 乱 法)

101-4そ の 他

110計 測 に伴 う技 術

110-1デ ー タ解 析 法

110-2画 像 解 析

110-3燃 焼 制 御

6-2-2燃 焼 計 測 と診 断 デ ー タベ ー スの キ ー ワー ド

ラマ ン散 乱,レ ー リー 散 乱,CARS,IRS,SRGS,HRS,RIKES,HOR

SES,蛍 光,LIF,OMA,CCD,エ キ シ マ,NdYAG,Arイ オ ン,レ ー ザ ラ マ

ン,ミ ー 散 乱,非 線 形 ラ マ ン,ラ ジ カ ル,熱 流 セ ンサ ー,熱 電 素 子,熱 電 対,輻 射,ト レー

サ,光 フ ァイ バ ー,干 渉 フ ィル タ ー,歪 計,ロ ー ドセ ル,差 圧,ス ス,SMD,ザ ウ タ ー,

ス トー ク ス,プ ロ ー ブ,光 散 乱,LDV,LDA,PLDV,散 乱 粒 子,速 度 変 動,温 度 変

動,OH,CH,ガ ス 分 析,エ ン タル ピ,運 動 量 保 存,エ ネ ル ギ 保 存,渦,層 流,乱 流,空

然 比,当 量 比,空 気 比,空 気 過 剰 率,石 炭,微 粉 炭,モ ア レ,シ ュ リー レン,マ ッハ ツ ェ ン

ダ ー,干 渉,ア ー ベ ル 変 換,液 体 燃 料,気 体 燃 料,ロ ジ ン ・ラ ム ラ ー,速 度 分 布,渦,燃 焼

火 炎,分 光,液 晶,陰 写 真,温 度 分 布,速 度 分 布,測 定 精 度,非 対 称 流 れ 場,ア ー ベ ル 変 換,

蒸 発,シ ー デ ィ ング,表 面 着 火,レ ー ザ 誘 起 蛍 光,三 次 元 計 測,熱 線 流 速 計,熱 膜 流 速 計,

画 像 解 析,画 素,デ ジ タ ル 画 像 処 理,実 時 間 計 測,イ メー ジ セ ンサ,ト レー サ,固 気 混 相 流,

吸 収 係 数,透 過 係 数,輝 度,沈 降 法,レ ー ザ スペ ッ ク ル,温 度 境 界 層,速 度 境 界 層,等 密 度

干 渉 じ ま,赤 外 線 吸 収,ガ ス輻 射,光 学 的 厚 さ,ノ ズ ル,噴 射 弁,循 環 流,渦 巻 噴 射 弁,二

流 体 噴 射 弁,膵 炎,不 膵 炎,分 光 学 的 温 度,ブ ンゼ ン 火 炎 法,平 面 火 炎 法,球 状 火 炎 法,圧

力 降 下 法,伝 播 火 炎 法,定 容 法,定 圧 法,粒 子 軌 跡 法,マ ク ロ ス ケ ー ル,ミ ク ロ スケ ー ル,

低 位 発 熱 量,高 位 発 熱 量,可 燃 限 界,引 火 点,着 火 温 度,発 火 温 度,体 積 流 量,質 量 流 量,

循 環 流,旋 回 流,運 動 量 速 度
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7.過 去 の燃 焼関 連技術

ここで は,過 去 の分科 会 の うち,以 下 の成 果を 目次 と して収録 した.な お,こ の 目次 はそ

れぞれ の成 果 報告 書の 目次 ではな くよ り細 目 にわ たって収録 した もの で あ る.こ れ らの 内容

は,keyword別 にデー タベ ー スの上 で[例]の よ うに並べ 直す こ とで さ らに使 いやす い もの

にな る.

RC-29

RC-40

RC-51

RC--51

RC-51

RC-67

RC-67

燃料燃焼 に関する資料調査分科会

燃焼寸法効果研究分科会

燃焼装置の騒音 ・振動研究分科会

燃焼装置の合理的設計手法研究分科会

燃焼装置の合理的設計手法研究分科会(1)

燃焼装置の合理的設計手法研究分科会(2)

連続燃焼装置の高効率 ・低公害化設計技術研究分科会(1)

連続燃焼装置の高効率 ・低公害化設計技術研究分科会(2)

{昭 和44年7月 】

1昭 和50年3月28日 】

[昭 和54年7月10日]

1昭 和55年6月3日 】

{昭 和56年3月31日]

[昭 和57年9月21日1

[昭 和60年4月24日]

[昭 和61年6月27日]

[例]こ こで,日 の 数字 は,分 科 会RCの 報 告書 で上 に示 した もの に 対応 す る.こ こで は,

「噴射 弁 」と 「火 炎長 ・火 炎形状 」にっ い ての例 を示す .噴 射弁 に関 しては,大 変 多 くの資

料 が あ るが,火 炎 の形状 に関す るもの は少 な い こ とが わか る.

keyword[噴 射 弁]

【燃 】 5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.1

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.1

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.1

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.1

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.1

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.2

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.2

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.2

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.2

噴 霧 特 性 の 表 示 法/5.1,1

噴 霧 特 性 の 表 示 法/5.1.2

噴 霧 特 性 の 表 示 法/5.1.3

噴 霧 特 性 の 表 示 法/5.1.4

噴 霧 特 性 の 表 示 法/5.1.5

二 流 体 噴 射 弁 お よび/5.2.1

二 流 体 噴 射 弁 お よび/5.2.2

二 流 体 噴 射 弁 お よび/5.2.3

二 流 体 噴 射 弁 お よ び/5.2.4
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微粒子群の寸法表示法

粒径 の代表値 と分散度

粒度分布関数

分散範囲

噴霧流内における流量

概要

量記号

液柱微粒化式二流体噴

液膜微粒化式二流体噴



5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.3回 転 式 噴 射 弁/5.3.1量 記 号

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.3回 転 式 噴 射 弁/5.3.2回 転 鍵 形 噴 射 弁

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.3回 転 式 噴 射 弁/5.3.3回 転 噴 口 形 噴 射 弁

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.4二 液 流 衝 突 式 噴 射 弁/5.4.1量 記 号

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.4二 液 流 衝 突 式 噴 射 弁/5.4.2微 粒 化 特 性

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.4二 液 流 衝 突 式 噴 射 弁/5.4.3分 散 量 分 布

5.液 体 燃 料 の 霧 化/5.4二 液 流 衝 突 式 噴 射 弁/5.4.4混 合 特 性

[29】4.研 究 の 内 容/4.1燃 焼 器 模 型 の 設 計/4.1.1燃 料 噴 射 弁

5.燃 料 噴 射 弁 の 特/5.1は じめ に

5.燃 料 噴 射 弁 の 特/5.2噴 射 流 量 特 性

5.燃 料 噴 射 弁 の 特/5.3分 散 噴 霧 量 特 性

5.燃 料 噴 射 弁 の 特/5.4噴 霧 角 度

5,燃 料 噴 射 弁 の 特/5.5粒 度 分 布 特 性

5.燃 料 噴射 弁 の 特/5.6平 均 粒 径

6.燃 焼 実験 結 果/6.1流 れ 模 様/6.1.5噴 射 弁 か らの 噴 射 の 影

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 と の

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 との/7.4.1燃 料 噴 射 弁 の 特 性

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 と の/7.4.2燃 料 噴 霧 と流 れ 模 様 と

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 との/7.4.3燃 料 の 燃 焼 器 内 にお け

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 との/7.4.4火 炎 形 状 と噴 射 弁 容 量

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 との/7.4.5燃 焼 温 度 と噴 射 弁 容 量

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4燃 料 噴 射 弁 特 性 との/7.4.6ガ ス 温 度 と噴 射 弁 容 量

[40]11.噴 霧 燃 焼 バ ー ナ/11.5圧 力 噴 射 弁 に よ る 圧/11.5.1Delavan襲 うず 巻 噴 射

11.噴 霧 燃 焼 バ ー ナ/11.6広 噴 霧 角二 流 体 噴 射/11.6.1噴 射 弁 構 造 と微 粒 化 特

12.噴 霧 形 燃 焼 器 の/12.3実 験 結 果/12.3.1噴 射 弁 位 置 に よ る振 動

12.噴 霧 形 燃 焼 器 の/12.3実 験 結 果/12.3.2噴 射 弁 容 量 に よ る振 動

{51-1]2.調 査 研 究/2.2燃 料 噴 射 ・保 炎/2.2.4燃 料 噴 射 弁 と保 炎 器 の

【51-2]6.小 委 員 会 報 告/6.2第2小 委 員 会/6.2.2Yジ ェ ・ソ ト型 二 流 体 燃

[51-313.燃 料 噴 射 と保 炎/3.1概 論

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2燃 料 噴 射 法 と 噴 射 弁/3.2.1う ず 巻 噴 射 弁 の 種 類 と
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3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2燃 料 噴 射 法 と噴 射 弁/3.2.2

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2燃 料 噴 射 法 と噴 射 弁/3.2.3

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2燃 料 噴 射 法 と噴 射 弁/3.2.4

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2燃 料 噴 射 法 と噴 射 弁/3.2.4

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2燃 料 噴 射 法 と噴 射 弁/3.2.4

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2

3.燃 料 噴 射 と保 炎/3.2

keyword[火 炎 長 ・火 炎 形 状]

129】

【51-1】

[51-21

167-21

うず 巻噴 射弁 の設計法

二 流 体噴 射弁 の種類 と

空気 アシス ト...

うず 巻噴 射弁...

Yジ ェッ トノズ ル

燃 料噴射法 と噴射 弁/3.2.5

燃 料噴射法 と噴射 弁/3.2.5

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.2燃 焼 特 性,火 炎形 状

7.燃 焼 器 の 寸 法 効/7.4/7.4.4

3.模 型 実験/3.3火 炎 形 状 と保 炎 との

3.小 型 燃 焼 炉 模 型/3.3燃 焼 場 で の 実 験/3.3.2

5.関 連 研 究/5.5火 炎形 状 表 示 シ ス テ

8,関 連 研 究/8.10油 バ ー ナの 火 炎形 状

/実験式各種

火炎形状 と噴射弁容量

火炎の状態 と形状
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8今 後の課題

8-1集 録 され た デ ー タ ベ ー ス に つ い て

この補助金 によって,活 きて い るデ ータを デー タベ ー ス化 す る ため の試み を し,活 きて い

るデー タを活 きた まま扱 うための 方法 論 に付 いて は第2章 に述べ たよ うに十 分 に検討 す る事

が で きた・ ま た,過 去 の 固定化 したデー タにつ いて も燃焼 技術 に関 しての初 め ての燃 焼 技術

デ ータベー ス とい うこ とで9章 以 下にプ リン トしたよ うに多 く集録 す る ことが で きた.

しか し,燃 焼 技術 自体 きわ めて速 い変 貌 と進展 を してい る もの であ るので,そ の時 点 でデ

ー タベ ー スと して固定 化 で きる技術 で はな い との批 判 もあ る .科 学 工学 技術 自体 この 批 判の

様 に固 定化で きる もの で はな く,常 に新 しいデー タベ ー スを追 加更新 して ゆ く努力 と組織 的

な サ ポー トを必 要 とす る.

また,燃 焼 技術 に限 定 した多 くのデ ー タベ ースの収 集 を実施 して きたが,燃 焼 技術 に限 ら

ず 科学 技術は1っ の分 野 に限定 して考 える こ とが で きな い.こ の課題 の ように燃 焼技 術 のみ

に限定 しても,流 体 力学,材 料科 学,メ カ トロニ クス,公 害 医療 か ら,電 子計 算機技 術 な ど

工 学全 般 に及 んだ 内容 の技術 が網 羅 され て いな くては1っ の完 成 したデ ータベ ー スとは 言い

難 い.

燃 焼 現象の解 明を例 に とる と,実 験 的 には新 しいセ ンシ ング技 術 に よ って得 られ た知 見に

基 づ いて燃焼 の方 法の新 しい 手法が 開 発 され,大 容量 で高速 な コ ンピ ュータ によ って更 に詳

しい現 象を予 測 してい くこ とがで きる.こ の よ うに,燃 焼技 術 は,物 理化 学 的な基礎 の上 に

燃 焼 学 の周 囲の技 術を網 羅 して初 めて 成 り立 つ.

8-2DBMSに っ いて

デー タベー ス集録 のグ ルー プで 多 くのデ ー タベ ー スにつ いて,活 き た技術 を扱 うことので

きるデ ータベ ー スにっ いて調査 を行 った.し か し,市 販 され て い た り,す で に商用 化 され て

い る科 学文献 情報や ハ ン ドブ ックデー タベ ー スな どの既 存の デ ー タベ ー スの 内容 では 十分 に

科学 技術 を収 録す るこ とが 難 しい.そ の ため,こ の補助 金を 利用 して新 しい概念 に基づ くD

BMSを プロ トタイプ と して開発 した.そ の 概念 の一部 と して技 術デ ー タベ ー スにお い てグ

ラ フや 図 は数 値 と密 接 に関係 して お り,こ れ らを デー タベ ー ス上 で表 現す る必要が あ っ た.

既存 のデー タベ ースで は これ らグラ フや図 は既 存のデ ー タベー スと同様 に利用者 に見 せ る

一60一



と い う一方向の表 現 しか していな い.利 用 す る技 術者 の 多 くは,数 値 の表 現 で あ るグ ラ フや

図 を表 という概念 で捉 え,数 値 的 な処 理や加 工を これ らに施 す こ とによ って技術 者 の持 つ 考

え方 に合 わせ た表 現を し たい とい う創 造 的な活動 ので きる場 を要 求す る意図が 強 い.そ の た

め,DBMSに その機 能 を持 つ必 要が ある.デ ー タベ ー ス と して 表や図 を取 り扱 う電 子 計 算

機上 の手法 は い くっか の ソフ トウェア上で表 現 されて いる.し か し,技 術情 報1っ1っ に密

接 に関連 しあ って取 り扱 うには難 点が あ るば か りか,表 デ ー タに 限 らず,グ ラ フや 図の フ ァ

イル システム には 共通性 が な く個 々のデー タベー ス固有 の方 法 で取 り扱 ってお り,貴 重 な デ

ー タが 統 一的 に扱 えな い ため ,デ ー タベ ー ス としての利 用状 況 は限定 されて い る.

どの ため,現 時 点の この デー タベー スで は,イ メー ジ スキ ャナ で取 り込 み その ままデ ー タ

ベ ー ス と して ファイルす るこ とは,完 成 しているはが ,こ の デ ー タベ ー ス固有 の フ ァイル シ

ス テムで あ り,イ メー ジ スキ ャナや ビデオ画像処 理な どは固 有 のハ ー ドウェ アを使用 す るこ

とにな る.こ れは大量 に集録 され て いる と考 える ことの で き る既 存の グ ラ フや図 の デー タを

このデ ー タベ ース上 で利 用す ると い う点で問題 の ある方 法で あ るので,公 開す るデー タベ ー

スのデ ー タと して はグラ フや 図,計 算式 な どはハ ー ドコ ピー と して磁 気化 され たデー タ ベー

ス に添付 す る とい う形 態 を とって お り,未 完成の ままにな って い る.

一61一



9収 録 デー タの キー ワー ド一覧

9-1デ ー タベ ー スの タグ

3章 か ら6章 で項 目を示 したが,収 集 したデ ー…タベ ー スの タグの み を要 旨 と してこ こに示

す.

(基 礎 技術)

1燃 料 の 性 質

1-1炭 化 水 素

1-1-1モ リ エ 線 図

1-1-2蒸 気 圧 線 図

1-1-3比 熱

1-1-4熱 伝 導 率

1-1-5表 面 張 力

1-1-6粘 度

1-1-7気 液 平 衡 定 数

1-1-8比 重

1-1-9フ ガ シ テ ィ ー

1-1-10気 化 熱

1-1-11ハ イ ド レ ー ト

1-1-12エ ン タ ル ピ ー-

1-1-13発 熱 量

1-1-14臨 界 温 度

1-1-15臨 界 圧 力

1-1-16半 理 論 状 態 方 程 式 定 数

1-1-17爆 発 範 囲

1-1-18水 中 へ の 溶 解 度

1-1-19ジ ュ ー ル ト ム ソ ン 効 果

1-1-20爆 発 速 度

1-1-21発 火 温 度

1-1-22圧 縮 率

1-1-23ハ イ ド レv・…一ト分 解 圧 力

1-1-24電 気 的 発 火

1-1-25火 花 点 火

1-2石 油

1-2-1原 油 の 組 成

1-2-2平 均 分 子 量

1-2-3上 ヒ熱

1-2-4エ ン タ ル ビ ー

1-2-5蒸 発 潜 熱

1-2-6発 熱 量

1-2-7粘 度

1-・2・-8蒸 発 性

1-2-9ア ンチ ノ ッ ク性

1-2-10揮 発 性

1-2-11酸 化 安 定 剤

1-2-12添 加 剤

1-2-13蒸 気 圧

1-2-14水 溶 解 度

1-2-15引 火 点

1-2-16熱 伝 導 率

1-2-17セ タ ン価

1-2-18流 動 点

1-2・-19安 定 性

1-3石 炭

1-3-1粉 砕 指 数

1-3-2工 業 分 析 値

1-3-3化 学 分 析 値

1-3-4高 発 熱 量

1-4都 市 ガ ス

1-4-1組 成

1-4-2発 熱 量

1-5そ の 他(ロ ケ ッ ト推 進 剤 ・含 酸 素

燃 料 を 含 む)

1-5-1物 性 値

1-5-2理 論 最 高 温 度

1・・-5-3比 推 力

2燃 焼 特 性

2-1可 燃 限 界

2-1-1測 定 法

2-1-2酸 化 剤 成 分 ・燃 料 成 分 ・希

釈 成 分 の 影 響

2-2燃 焼 速 度

2-2-1層 流 燃 焼 速 度

2-2-1-1定 義
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2-2-1-2計 測 法

2-2-1-2-Aプ ン ゼ ン 火 炎

2-2--1--2-B伝 播 火 炎

2-2-1-2-C定 容 法

2-2-1-2--D定 圧 法

2-2-1-2-E平 面 火 炎 法

2-2-1-2-F粒 子 軌 跡 法

2-2-1-3測 定 結 果

2-2-1-3-A化 学 的 影 響

2-2-1-3-B当 量 比 の 影 響

2-2-1-3-C燃 料 分 子 構 造

の 影 響

2-2-1-3-D添 加 物 の 影 響

2-2-1-3-E物 理 的 影 響

2-2-1-3-F圧 力 の 影 響

2-2-1-3--G初 期 温 度 ・火

炎 温 度 の 影 響

2-2-1-3-H熱 伝 導 率 ・定

圧 比 熱 の 影 響

2-2-1-4予 測 法

2-2-1-4-A理 論 的 予 測 法

2-2-1-4-B熱 理 論

2-2-1-4-C拡 散 理 論

2-2-1-4-DZFS理 論

2-2・-1-4-E数 値 解 析

2-2-2乱 流 燃 焼 速 度

2-2-2-1

2-2-2-2

2-2-2-3

2-2-2-4

2-2-2-5

2-2-2-6

2-2-2-7

2-2-2-8

2-2-2-9

2-2-2-10

2-2-2-11

2-3断 熱 火 炎 温 度

2-3-1燃 料 種 類 ・酸 化 剤 種 類 の 影

響

燃焼速度

平面状火炎

球状火炎

ブ ンゼ ンバーナ火炎

燃料種類

酸化剤種類

温度依存性

圧力依存性

混合比依存性

添加剤

混合則
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2-3-2混 合 比 依 存 性

2-3-3温 度 依 存 性

2-3-4圧 力 依 存 性

2-4消 炎 距 離

2-4-1燃 料 種 類 ・酸 化 剤 種 類 の 影

響

2-4・-2混 合 比 依 存 性

2-4-3温 度 依 存 性

2-4-4圧 力 依 存 性

2-5最 小 点 火 エ ネ ル ギ ー

2-5-1電 極 間 隔

2-5-2混 合 気 種 類 ・混 合 気 組 成 の

影 響

2-5-3混 合 比 依 存 性

2-5-4温 度 依 存 性

2・・-5-5圧 力 依 存 性

2-5-6流 動 の 影 響

2-6自 発 着 火 温 度

2-6-1着 火 遅 れ

2-・6-2混 合 気 種 類 ・混 合 気 組 成 の

影 響

2-6-3混 合 比 依 存 性

2-6-4圧 力 依 存 性

2-6-5流 動 の 影 響

2-7高 温 面 に よ る着 火 温 度

2-7-1混 合 気 種 類 ・混 合 気 組 成 の

影 響

2-7-2混 合 比 依 存 性

2-7-3圧 力 依 存 性

2-7-4流 動 の 影 響

2-8気 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

2-8-一 －A水 素 系

2-8--Bメ タ ン系

2-8--Cエ タ ン系

2-8--Dプ ロ パ ン系

2-8-1素 反 応 速 度 定 数

2-8-2総 括 反 応 速 度 定 数

2-9固 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

2-9-1炭 素 の 酸 化 反 応 速 度

2-9-1-1反 応 次 数



2-9-1-2反 応 表 面 積

2-9-1-3反 応 速 度 定 数

2-9-2微 粉 炭 の 酸 化 反 応 速 度

2-9-2-1微 粉 炭 の 急 速 熱 分 解

2-9-2-2微 粉 炭 の 燃 焼 速 度

3燃 焼 ガ ス の 性 質

3-1石 油 系 燃 料

3-1-1CnH2n－ 空 気 系

3-1-2CnH2n-02-N2系

3-1-2・-1エ ン タ ル ピ ー

3-1-2-2エ ン ト ロ ピ ー

3-1-2-3分 子 量

3-1-2-4密 度

3-1-2-5定 圧 比 熱

3-1-2-6燃 焼 ガ ス 組 成

3-2気 体 燃 料

3-2-1H2-Air系

3-2-2CH4・-Air系

3-2-3c6H6-Air系

3-2-3-1エ ン タ ル ピ ー

3・・2-3-2エ ン ト ロ ピ ー

3-2-3-3分 子 量

3-2-3-4密 度

3-2-3-5定 圧 比 熱

3-2-3-6燃 焼 ガ ス 組 成

3-3固 体 燃 料

3-3-1石 炭 一 空 気 系

3-3-1-1エ ン タ ル ピ ー

3-3-1-2エ ン ト ロ ピ ー

3-3-1-3分 子 量

3-3-1-4比 容 積

3-3-1--5定 圧 比 熱

4熱 化 学 物 性 値

4-1熱 力 学 量

4-1-1定 圧 比 熱

4-1-2エ ン タ ル ピ ー

4-1-3エ ン ト ロ ピ ー

4-1-4生 成 熱

4-1-5平 衡 定 数

4-2化 学 結 合 エ ネ ル ギ ー

4-2-1

4-2-2

4-2-3

4-2-4

4-2-5

4-2-6

4-2-7

5輸 送 物 性 値

5-1

5-2

5-3

5-3-1

5-3-2

5-3-3

H-H結 合

C-C結 合

C-H結 合

N-H結 合

O-H結 合

C-N結 合

C-O結 合

熱 伝 導 率

粘 性 係 数

拡 散 係 数

組 成

温 度 依 存 性

圧 力 依 存 性

6火 炎の 電 磁 気 的 特 性

6-1イ オ ン 化

6-1-1イ オ ン風

6-1-2イ オ ン濃 度

6-1-3コ 口 ナ 放 電

6-1-4熱 電 離

6・・1-5化 学 電 離

6-1-6光 電 離

6-2静 電 場 の 影 響

6-2-1火 炎 の 変 形

6-2-2燃 焼 速 度

6-3交 流 電 場 の 影 響

6-3-1火 炎 の 変 形

6-3-2燃 焼 速 度

6-4磁 場 の 影 響

6-4-1火 炎 の 変 形

6-4-2燃 焼 速 度

6-5放 電 に よ る 燃 焼 強 化

6-6プ ラ ズ マ ジ ェ ッ トに よ る燃 焼 強 化

6-7マ イ ク ロ 波 に よ る燃 焼 強 化

7火 炎 の 分 光 学 的 特 性

7-1化 学 発 光

7-2熱 発 光

7-3発 光 原 子

7-3-1発 光 分 子

7-4分 光 学 的 温 度
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7-5光 の 吸 収 特 性

8数 値 シ ミ ュ レー シ ョ ン技 法

8-1数 値 計 算 法

8-1-1ハ イ ブ リッ ド法

8-1-2差 分 法

8-1-3有 限 要 素 法

8-1-4格 子 発 生

8-2乱 流 モ デ ル

8-2-1混 合 長 モ デ ル

(設 計 に必 要 な 技 術)

31気 体 燃 料 の燃 焼

31-1希 薄 燃 焼

31-2高 負荷 燃 焼

31-3部 分 予 混 合 燃 焼

31-42段 燃 焼

31-5過 渡 ・希 薄 燃 焼

31-6予 混 合 火 炎 の 保 持 機 構 ・燃 焼 特

性

31-6-1逆 火

31-6-2吹 消 え

31-6-3吹 飛 び

31-7噴 流 拡 散 火 炎 の 保 持 機 構

31-8火 炎 長 さ

32液 体 燃 料 の燃 焼

32-1液 体 の 微 粒 化 の 方 法

32-1-1高 速 噴 射 に よ る微 粒 化

32-1-2渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化

32-1-3衝 突 流 に よ る微 粒 化

32-1-4気 流 に よ る微 粒 化

32-1-5回 転 に よ る微 粒 化

32-1-6静 電 気 に よ る 微 粒 化

32-1-7振 動 に よ る微 粒 化

32-2噴 霧 特 性 の 表 し方

32-2-1噴 霧 を 構 成 す る 液 滴 群 の

特 性

32-2-1-1平 均 粒 径

32-2-1-2代 表 粒 径

32-2-1-3粒 度 分 布

32-2-2噴 霧 の 空 間 的 な 特 性
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8-2-2k－ ε モ デ ル

8-2-3ラ ー ジ ・エ デ ィ ー ・ シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン

8-2-4直 接 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

8-3非 燃 焼 流

8-4燃 焼 流

8-4-1予 混 合 火 炎

8-4-2拡 散 火 炎

32-2-2-1分 散 度

32-2-2・-2分 布 度

32-2-3噴 霧 の 時 間 的 な 特 性

32-2-3-1噴 射 率

32-2-3-2諸 特 性 の 時 間 的 変

化

32-2-4噴 霧 の 飛 行 状 態

32-2-4・-1噴 霧 の 速 度

32-2-4-2噴 霧 の 質 量 流 束

32-2-4-3噴 霧 の 運 動 量 流 束

32-3噴 射 弁 とそ の 特 徴

32-3-1特 性 表 示 式 自動 噴 射 弁

32-3-1-1ホ ー ル ノ ズ ル

32-3-2-2ピ ン トル ノズ ル

32-3-2-3ス ロ ッ トル ノ ズ ル

32-3-2渦 巻 噴 射 弁

32-3-2-1単 純 式

32-3-2-2還 流 式

32-3-2-3複 式

32-3-2-4渦 動 ピ ス トン 式

32-3-2-5複 合 式

32-3-3二 流 体 噴 射 弁

32-3-3-1外 部 混 合 形

32-3-3-2内 部 混 合 形

32-3-4回 転 式 噴 射 弁

32-3-4-1回 転 噴 口

32-3-4-2回 転 カ ッ プ

32-3-4-3回 転 円 板

32-3-5超 音 波 噴 射 弁



32-4液 体 燃 料 噴 霧 の 燃 焼

32-4-1燃 料 液 滴 群 の燃 焼

32-4-1-1燃 焼 速 度

32-4-1-2火 炎 伝 播

32-4-2噴 霧 燃 焼 の 火 炎 形 態

32-4-3噴 霧 火 炎の 構 造

32-4-4噴 霧 特 性 と 火 炎 構 造

33石 炭 の 燃 焼

33-1微 粉 炭 の 燃 焼

33-1-1燃 焼 プ ロセ ス

33-1-2火 炎 構 造

33-1-3微 粉 炭 燃 焼 法

33-2塊 粒 炭 の 燃 焼

33-2-1火 格 子 燃 焼

33-2-2流 動 床 燃 焼

33-2-3移 動 床 燃 焼

33-3石 炭 ス ラ リー の 燃 焼

33-3-1CWMの 特 性

33-3-1-1微 粒 化

33-3-1-2燃 焼 特 性

33-3-2COMの 特 性

33-3-2-1微 粒 化

33-3-2-2燃 焼 特 性

34気 流 中 の 火 炎 安 定 法

34-1プ ラ フ ボ デ ィー に よ る火 炎 安 定

34-1-1循 環 流 領 域 の形 成

34-1-2予 混 合 火 炎 の 吹 き消 え 特

性

34-1-3火 炎 安 定 機 構

34-2旋 回流 に よ る 火 炎 安 定

34-2-1旋 回 流 の 生 成 法

34-2-2旋 回 強 さの 定 量 化

34-2-3旋 回 流 の 特 性

34-2-4旋 回 噴 流 に よ る 火 炎 の 安

定 化 機 構

34-2-5旋 回 噴 流 中 の 火 炎 の 構 造

と特 性

34-3同 軸 噴 流 に よ る火 炎 安 定

34-3-1同 軸 噴 流 の 特 性

(計 測 技 術)

34-3-2同 軸 噴流 に よる火炎 の安

定化 機構

34-3-3同 軸 噴流 中の火 炎の 構造

と特 性

35火 炎の長 さの 制御

35-1火 炎長 さの 表示 式

35-1-1気 体燃 料噴 流火 炎

35-1-2液 体 燃料 噴霧火 炎

35-2短 炎化 と長 炎化

35-2-1流 れ によ る制御

35-2-2混 合 による制御

36火 炎のふ く射 の利 用

36-1ガ スふ く射 の特性

36-1-1ガ スふ く射 率(炭 酸 ガ ス

・水 蒸 気)

36-1--2ガ ス塊 の有 効厚 さ

36-2膵 炎の ふ く射 の特 性

36-2-1燃 料 の種類 によ る影 響

36-2-2燃 焼 量 に よる影 響

36-2-3過 剰 空 気 による影響

37燃 焼 によ る有 害成 分 の低 減

37-1窒 素酸 化物 の低減 法 とその 効果

37-2硫 黄酸 化物 の低減 対策

37-3す す ・微粒 子状 物質の 低減 対策

38燃 焼 騒音 の低減

38-1乱 流燃 焼騒 音 の発生 と低減

38-2振 動燃焼 騒 音 の発 生 と低 減

39実 験 シミュ レー シ ョンの技法

39-1非 燃焼(気 体)モ デル

39-2非 燃 焼(水)モ デル

39-3実 機縮小 モ デル に よる実験

39-3-1寸 法 効果

39-3-2相 似 則

39-4部 分モ デル によ る実験

39-5可 視化 デー タの利 用

39-6燃 料拡 散の シ ミュ レー シ ョン

40数 値 シミュ レー シ ョンモデル の概 要 と

基礎 方程 式
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100計 測 法

100-1流 速 の 計 測

100-2流 量 の 計 測

100-3圧 力 の 計 測

100-4温 度 の 計 測

100-5騒 音 ・振 動 の 計 測

100-6ガ ス 濃 度 計 測

100-7熱 放 射,ガ ス発 光 計 測

100-8噴 霧 粒 子,粒 子 径 の 計 測

101計 測 装 置

101-1プ ロ ー ブ

101-1-1熱 電 対,サ ー ミ ス タ

101-1-2ガ ス サ ンプ リ ング

(燃 料INDEX)

FG気 体 燃 料

FG-1炭 化 水 素

FG-1-1メ タ ン

FG-1-2エ タ ン

FG-1--3エ チ レン

FG-1-4ア セ チ レ ン

FG--1-5プ ロパ ン

FG-1--6プ ロ ピ レン

FG-1-7n－ ブ タ ン

FG-1-8iー ブ タ ン

FG-1-9ブ テ ン

FG-1-10n－ ペ ン タ ン

FG・-1-11iー ペ ン タ ン

FG-1-12ペ ンテ ン

FG-1-13天 然 ガ ス

FG-1-14

解 ガ ス,高 炉 ガ ス)

FG-1-15都 市 ガ ス

FG-2炭 化 水 素 以 外

FG-2-1水 素

FL液 体 燃 料

FL-1石 油 系 液 体 燃 料

FL-1-1揮 発 油

ガ ソ リ ン

ナ フ サ

FL-1-2'白 灯 油 ・茶 灯 油

生 成 ガ ス(石 油 ガ ス,分

101-1-3熱 線,冷 線

101-1-4光 セ ン サ

101-2計 装 計 測 装 置

101-3レ ー ザ,分 光 装 置

101-3-1干 渉 法

101-3-2ア ク テ ィブ な 使 用(励 起

法,散 乱 法)

101-4そ の 他

110計 測 に伴 う技 術

110・-1デ ー タ解 析 法

110-2画 像 解 析

110-3燃 焼 制 御

航 空 機 用 燃 料

肌 一1-3軽 油

デ ィー ゼ ル 油

FL-1-4重 事由

A重 油

B重 油

C重 油

FL-・1-5原 油

肌 一2ア ル コー ル

FL-3液 体 推 進 剤

2元 推 進 剤

1元 推 進 剤

FS固 体 燃 料

FS-1石 炭

FS-1-1強 粘 結 炭

FS-1-2弱 粘 結 炭

FS-1-3非 粘 結 炭

FS-1-4コ ー ク ス

FS-1-5微 粉 炭

FS-1-6加 工 炭

FS-2木 炭

FS-2石 炭 混 合 物

FS-2-1石 油 混 合 物

FS-2-2水 混 合 物

FS- .3推 進 剤
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(応 用技 術index)

AOOO低 公害燃 焼AOO8

AOOI高 負荷燃 焼技術Aoog

AOO2異 種燃料 へ の対応 方法AO10

AOO3高TDR燃 焼AOll

AOO4燃 焼騒 音 と防音AO12

AOO5振 動燃 焼の 対応策 と積極 的利用AO13

AOO6高 性能 燃料 噴射系AO14

AOO7燃 焼装 置の 寸法効 果,相 似 則AO15

9-2DACOSの キー ワー ド一覧 表(一 例)

00025

00026

00027

00028

00029

00030

00031

00032

燃焼システムの寿命予測

燃焼システムの メインテナ ンス性

燃焼 と燃焼装置の制御

触媒燃焼法

超過エ ンタル ピー燃焼

酸素富化,低 酸素濃度燃焼法

実機規模数値シミュ レーション

実機モデル実験

(一 般 用 語)

OOOOI理 論

00002定 義

00003推 算 法

00004理 論 式

00005計 算 式

00006半 理 論 式

発達 した

減衰 した

終期

過渡的

音響的

等方性

異方性

方向性

(修飾語)

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

空間的

時間的

時空間的

物理的

化学的

熱化学的

熱力学的

電磁気的

電気的

磁気的

反応性

理想的

可逆的

不可逆的

自発的

定常

非定常

初期

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

検討

議論

比較

対応

取扱方法

相互干渉

希釈

添加

装置

混合

分布

変化

分子

減衰

吸熱

発熱

熱量

音速

気化
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00052硬 化

00053半 減 期 .

00054寿 命

00055相 互 作 用

00056誤 差

00057精 度

00058相 似

00059類 似

00060一 致

(物 質:燃 料,可 燃性 物質 を除 く)

00061酸 化剤

00062空 気

00063酸 素

00064低 酸 素 空 気

00065酸 素 富 化 空 気

00066希 釈 酸 素

00067希 釈 剤

00068窒 素

00069不 活 性 ガ ス

00070ヘ リウ ム

00071ア ル ゴ ン

00072酸 化 安 定 剤

00073燃 焼ガ ス

00074燃 焼 ガ ス成 分

00075二 酸 化 炭 素

00076す す

00077窒 素 酸 化 物(NOx)

00078硫 黄 酸 化 物(SOx)

00079安 定 成 分

00080不 安 定 成 分

00081中 間 生 成 物

00082化 学 活 性 種

00083電 子

00084添 加 剤

00085燃 料

00086気 体 燃 料

00087水 素

00088一 酸 化 炭 素

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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炭化水素

飽和炭化水素

不飽和炭化水素

芳香族炭化水素

純粋気体燃料

メタン

ェタン

ェチ レン

アセチ レン

プロパ ン

プロピ レン

n一 ブ タ ン

i一 ブ タ ン

ブテン

n一 ペ ンタン

i一 ペ ンタン

ペ ンテ ン

混合気体燃料

天然ガ ス

都市ガ ス

生成ガ ス

石油ガ ス

液化ガ ス

含水素燃料

分解ガス

高炉ガ ス

液化燃料

液化水素

液化 メタン

液化石油ガ ス(LPG)

液化天然ガ ス(LNG)

液体燃料

アルコール

石油

揮発油

ガソ リン

ナフサ

灯油

ジェッ ト燃料

軽油



9

0

1

2

3

4
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8

2

3
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3
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3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5
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5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ディーゼル油

重油

アスファル ト

ピッチ

タール

原油

液体推進剤

1元 推進剤

2元 推進剤

固体燃料

炭素

石炭

強粘結炭

弱粘結炭

非粘結炭

コークス

微粉炭

加工炭

木炭

木材

有機化合物

固体推進剤

ロケッ ト燃料

ポ リマー

プ ラスチック

硫黄

アルカ リ金属

爆薬

固体破棄物

混合燃料

重質油水混合物

軽質油水混合物

石油石炭混合物

水石炭混合物

COM

CWM

スラリ

気液混合燃料

ロケッ ト推進剤

含酸素燃料
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00169含 有 成 分

00170固 定 炭 素

00171i揮 発 成 分

00172灰 分

00173窒 素 分

00174硫 黄 分

00175重 金 属 分

00176性 質

00177特 性

00178物 性 値
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0
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0

0

0

0

0

0

比重

分子量

平均分子量

密度

比容積

熱力学的物性値

比熱

定圧比熱

定容比熱

気化熱

蒸発潜熱

工 ンタルピ

エ ン トロピ

生成熱

自由エネルギ

自由エ ンタルピ

発熱量

高発熱量

低発熱量

モ リエ線図

蒸気圧

蒸気圧線図

臨界温度

臨界圧力

半理論状態方程式定数

フガシティ

ハイ ドレー ト

ハイ ドレー ト分解圧力
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ジュール トムソン効果

圧縮率

表面張力

気液平衡定数

輸送物性値

熱伝導率

粘性係数

拡散係数

プラン トル数

ルイス数

シュミッ ト数

熱化学物性値

臨界定数

化学平衡定数

化学結合エネルギ

H-H結 合

C-C結 合

C-H結 合

N-H結 合

O-H結 合

C-N結 合

C-O結 合

化学安定性

レナー ドジ ョンズ定数

ファンデ}レパ叫ス定数

燃焼性能

揮発性

蒸発性

爆発範囲

爆発速度

発火温度

電気的発火性

火花点火

アンチノック性

引火点

セ タン価

分析値

組成

粉砕指数

工業分析値

00247

00248

00249

00250

化学分析値

(その他)

水溶解度

流動点

表面活性

00251流 れ
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

層流

乱流

遷移流

旋回流

非旋回流

循環流

再循環流

非循環流

噴流

ジェヅ ト流

同軸噴流

衝突噴流

対流

自然対流

円管流

ウェーク流

後流

定常流

変動流

脈動流

非燃焼流

燃焼流

制約噴流

分離流

ポテ ンシャル流れ

ランキンイゴニオ流れ

00278流 れ の 干渉

00279

00280

00281

00282

00283

平行流

衝突流

対向流

斜流

直交流

00284生 成 法
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00285定 量 化

00286流 れ 特 性

00287速 度

00288体 積速 度

00289質 量 速度

00290運 動 量速 度

00291エ ネル ギ速度

00292体 積 力

00293重 力

00294浮 力

00295無 重 力

00318

00319

00320

00321

00322

00323

00324

00325

00326

00327

00328

00329

00330

マクロスケール

ミクロスケール

コルモゴロフスケール

乱流渦度

有効粘性係数

乱流粘性

レイノルズ応力

空間相関関数

時間相関関数

レイノルズ平均

ファプ レ平均

積分特性

微分特性

00296享 荒束

00297

00298

00299

00300

00301

体積流束

質量流束

運動量流束

エネルギ流束

熱流束

00331測 定 法

(用 語)

00302

00303

00304

00305

00306

00307

00308

00309

00310

00311

00312

00313

00314

完全燃焼

不完全燃焼

当量比

空気比

乾 き排ガ ス

せん断強度

せん断速度

選択拡散

爆発の第1限 界

爆発の第2限 界

爆発の第3限 界

爆発 半島

連鎖反応

00332

00333

00334

00335

00336

00337

00338

00339

00340

ブ ンゼ ン火炎法

平面火炎法

平面状火炎法

球状火炎法

圧力降下法

伝播火炎法

定容法

定圧法

粒子軌跡法

00341影 響

00342依 存 性

(乱 流)

00315乱 流 強 度

00316乱 流 エ ネ ル ギ

00317乱 流 ス ケ ー ル

00343

00344

00345

00346

00347

00348

00349

00350

00351

00352

00353

00354

00355

化学的影響

物理的影響

当量比の影響

混合比依存性

混合気種類の影響

燃料分子構造の影響

酸化剤の影響

燃料種依存性

添加物の影響

圧力依存性

温度依存性

初期温度の影響

火炎温度の影響
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00356物 性 値依存 性

00357熱 伝導率 の影 響

00358定 圧比熱 の影 響

00359電 極 間隔依 存性

00360流 動 の影響

00361静 電 場の 影響

00362交 流 電場 の影響

00363磁 場 の影響

00364予 測 法

00365理 論 的 予 測 法

00366半 理 論 的 予 測 法

00367熱 理 論

00368拡 散 理 論

00369ZFS理 論

00370数 値 解 析

00371混 合 則

00372化 学 反 応

00373酸 化 反応

00374還 元 反応

00375素 反 応

00376総 括反 応

00377再 結 合反応

00378熱 分解 反応

00379触 媒反 応

00380急 速熱 分解

00381フ ラ ッシュ光 分解

(律 則)

00382拡 散律 則

00383混 合律 則

00384反 応 速度律則

(化 学 反応)

00385衝 突反 応理論

00386反 応 次数

00387反 応表面 積

00388緩 ‡口過‡呈

00389化 学動 力学

00390

00391

00392

00393

00394

00395

00396

00397

化学量論

反応凍結

反応進行度

平衡仮定

反応緩和過程

可逆反応

非可逆反応

ア レニウス式

00398化 学 反応 速度

00399

00400

00401

00402

00403

00404

00405

00406

反応速度定数

酸化反応速度

還元反応速度

素反応速度

総括反応速度

再結合反応速度

熱分解反応速度

触媒反応速度

00407電 磁 気学 的性 質

00408

00409

00410

00411

00412

00413

00414

00415

00416

00417

00418

00419

00420

イオ ン

イオン化

イオン風

イオン濃度

コロナ放電

電離

熱電離

化学電離

光電離

燃焼強化

放電燃焼強化

フ'ラズマジェット燃焼強化

マイクロ波燃焼強化
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00421分 光学 的特 性

00422化 学 発 光

00423熱 発 光

00424原 子 発 光

00425分 子 発 光

00426分 光学的 温度



00427

00428

00429

00430

00431

光吸収特性

光反射

光放射

ふ く射

光透過

00432数 値 シ ミ ュ レー シ ョ ン技 法

00433

00434

00435

00436

00437

00438

00439

00440

00441

数値計算法

ハ イブ リツ ド法

差分法

マ トリックス法

有限要素法

境界要素法

格子発生

積分法

特性曲線法

00442シ ミ ュ レー シ ョ ン技 法

00443モ デル

00444モ デル 化

00445

00446

00447

00448

00449

00450

00451

00452

00453

00454

00455

乱流 モデ ル

混 合長モ デル

k一 εモ デル

ラーシ"・エテ.イ・シミュレーション

直接 シミュ レー シ ョン

燃焼 のモデ ル/燃 焼 モ デル

化学 反応モデ ル

音響 場数値モ デル

熱放 射モデル

すす 形成 モデ ル

部分 的モデル化

00456火 炎 ふ く射

00457

00458

00459

00460

00461

00462

00463

ガスふく射特性

ガスふ く射率

炭酸ガスふ く射率

水蒸気ふ く射率

光学的有効厚さ

輝炎ふく射特性

灰色ガス

00464非 灰 色 ガ ス

00465火 炎 色

00466不 輝 炎

00467輝 炎

00468青 色 炎

00469黄 色 炎

00470可 視 炎

00471不 可 視 炎

00472気 体 燃料 の燃焼

00473液 体燃 料 の燃 焼

00474固 体 燃料 の燃焼

00475測 定 結 果

00476実 験結 果

00477燃 焼 特性
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0

0

0

0

0

0

可燃限界

燃焼速度

層流燃焼速度

乱流燃焼速度

断熱火炎温度

消炎距離

最小 点火エネルギ

自発着火温度

吹 き消 え

吹き飛び

吹きもどり

逆火

着火遅れ

高温面着火温度

安定化

安定条件

安定化機構

理論最高温度

比推力

火炎伸長

(燃 焼特性)

00498火 炎伝 播

00499火 炎保 持機構
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00500火 炎 安 定 性

00501火 炎 形 状

00502火 炎 形 態

00503火 炎 構 造

00504火 炎 プ ロ セ ス

00505火 炎 速 度

00506火 炎 長

00507火 炎 幅

00508火 炎 広 が り

00509火 炎 広 が り角

00510噴 霧
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5
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5
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0
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0
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0

0

0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

液滴群

燃料液滴群

微粒化法

高速噴射微粒化

渦巻噴射微粒化

衝突流微粒化

気流微粒化

回転微粒化

静電気微粒化

振動微粒化

超音波微粒化

噴霧特性

平均粒径

代表粒径

粒度分布

分散度

分布度

噴射率

噴霧速度

噴霧質量流束

噴霧運動量流束

蒸発特性

炎前蒸発

燃焼特性

00535噴 射弁

00536特 性 表示 式 自動 噴射 弁

00537ホ ール ノズ ル

00538

00539

00540

00541

00542

00543

00544

00545

00546

00547

00548

00549

00550

00551

00552

00553

ピン トルノズル

スロヅ トル ノズル

渦巻噴射弁

単純式噴射弁

還流式噴射弁

複式噴射弁

渦動ピス トン式噴射弁

複合式噴射弁

二流体噴射弁

外部混合形二流体噴射弁

内部混合形二流体噴射弁

回転式噴射弁

回転噴口噴射弁

回転カップ噴射弁

回転円板噴射弁

超音波噴射弁

00554火 炎安定法

00555火 炎長制御

00556火 炎長 さの表 示 式

00557短 炎化

00558長 炎化

00559有 害成 分

00560

00561

00562

00563

00564

00565

00566

00567

00568

00569

発生機構

低減対策

低減対策効果

窒素酸化物低減

硫黄酸化物低減

すす低減

微粒子状物質低減

燃焼騒音低減

乱流燃焼騒音低減

振動燃焼騒音低減

00570実 験 シ ミ ュ レー シ ョ ン

00571

00572

00573

00574

非燃焼(気 体)モ デル

非燃焼(水)モ デル

縮小モデル実験

部分モデル実験

一75一



00575燃 焼 器

00576燃 焼 装 置
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0

0

0

0

0

移動床燃焼器

流動床燃焼器

流動層燃焼器

多孔質燃焼器

蒸発燃焼器

ブンゼ ンバーナ

メヅカバーナ

平面火炎バーナ

解放バーナ

リジケ管

Tバ ーナ

小規模 ・実験室規模燃焼器

家庭用燃焼器

工業用燃焼器

超撹持燃焼器

ガスタピーン燃焼器

スター リング機関燃焼器

内燃機関燃焼器

(燃焼器部分)

00595

00596

00597

00598

00599

00600

00601

00602

00603

00604

00605

00606

00607

00608

00609

保炎器

ノズル

風箱

整流格子

スワーラ

空気穴

煙突

炉壁

冷却器

混合器

測定孔 ・測定窓

炉材

壁材

流量調整弁

逆止弁

00610燃 焼 形 態

㎜
㎜
㎜
卿
=

㎜
…
卿
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
隠

㎜
撒

㎜
㎜
…
臓
㎜
隠

㎜
…
㎜
㎜
㎜

冷炎

希薄燃焼

拡散火炎

噴流拡散火炎

部分予混合燃焼

予混合火炎

完全予混合燃焼

2段 燃焼

過濃燃焼

高負荷燃焼

非旋回燃焼

自然給気燃焼

層流燃焼

遷移流 内燃焼

乱流燃焼

大規模火炎

火災

循環流燃焼

ウェー ク燃焼

超高速燃焼

超音速燃焼

旋回燃焼

弱旋回流燃焼

強旋回流燃焼

境界層燃焼

せん断流中燃焼

完全撹拝燃焼

蒸発燃焼

噴霧燃焼

単一液滴燃焼

液滴群燃焼

噴霧群燃焼

マイクロエクスフoローシ'ヨン

流動層燃焼

多孔質内燃焼

表面燃焼

フィルム燃焼

非定常燃焼

爆発

衝撃波
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0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

デ トネーシ ョン

振動燃焼

パルス燃焼

内燃機関燃焼

石炭燃焼

微粉炭燃焼

塊粒炭燃焼

火格 子燃焼

流動床燃焼

移動床燃焼

石炭スラ リー燃焼

気体燃焼

ブ ンゼ ン火炎

メッカバーナ火炎

フラッ ト炎

パイロヅ ト火炎

制約火炎

中性燃焼

前進燃焼

退行燃焼

(火 炎の形 状)

00671

00672

00673

00674

00675

00676

00677

00678

しわ状火炎

泡立 ち火炎

V形 火炎

球形火炎

付着火炎

浮上が り火炎

傾斜火炎

初期火炎

00679計 装 計測 法装 置

00680計 測 装置

00681計 測 技術

00682

00683

00684

00685

00686

00687

流量計

流速計

熱線法

冷線法

騒音 ・音圧計

スワール数計

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

プ ローブ

熱電 対

サ ー ミス タ

白金 抵抗 体

吸 引高温 計

ガ ス サ ンプ リング

ガ ス クロマ トグ ラ フ

質 量分析 器

レーザ

LDV流 速計

レーザ散 乱法

レーザ分 光法

レーザ励 起法

シュ リー レン法

ホ ログ ラム法

イ ンター フェ ログラ ム法

トモ グ ラ フ法

分光 分析 法

特殊 カメ ラ

流 しカ メ ラ

高速 度写 真

光電 子増 倍管

光学 セ ンサ

伝熱 量計 測 プ ローブ

放射 伝熱 プ ロー ブ

対流 伝熱 プロ ーブ

火 炎検 出 セ ンサ

ラ ング ミュ ラー探針

00716計 測

00717計 測 法

00718

00719

00720

00721

00722

00723

00724

00725

00726

流れの可視化

流速計測法

流れ模様計測法

流量計測法

圧力計測法

温度計測法

騒音 ・振動計測法

ガス濃度計測法

ガス発光計測法
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00727

00728

00729

00730

00731

00732

00733

00734

熱放射計測法

放射率計測法

噴霧粒子計測法

すす濃度計測法

粒子径計測法

イオ ン計測法

熱伝達量計測法

蒸発率計測法

00735表 示法

00736実 験 結果 表示 法

00737特 性 表示法

00738診 断法

00739燃 焼 診断

00740火 炎診断

00741燃 焼診断技 術

00742

00743

00744

00745

00746

00747

00748

00749

00750

00751

00752

00753

00754

00755

00756

00757

ハー ドウエ ア

コ ンピュー タシス テム

イ ンター フ ェース装置

AD/DA変 換 器

グラ フ ィッ クス

グラ フ ィック出力装置

記憶 装置

ソフ トウェ ァ

インターフェースハンドラ

デー タ収 集

デー タ通信

デー タベー ス

デー タ解析法

画像解 析

トモグラ フ

専用解析 装置

00758燃 焼制御 技術

00759

00760

00761

00762

00763

燃焼制御

燃焼量制御

安全制御

燃焼器監視制御

燃焼状態監視制御

00764低 公害燃焼

00765高 負荷燃 焼技術

00766異 種燃料 対応方 法

00767高TDR燃 焼

00768燃 焼騒 音 と防音

00769振 動燃 焼対応策

00770高 性能 燃料 噴射 系

00771寸 法効 果

00772相 似則

00773燃 焼 シ ステム寿命 予測

00774燃 焼 シ ステ ムメインテナスンス性

00775触 媒 燃焼法

00776超 過エ ンタル ピ燃 焼

00777酸 素富化燃 焼法

00778低 酸 素濃度 燃焼 法

00779実 機規模 数値シミュレーション

00780実 機モ デル実験

00781無 次 元 数

00782特 性 数

00783次 元 解 析

00784

00785

00786

00787

00788

00789

00790

00791

00792

00793

00794

00795

レイ ノル ズ数 ・

グ ラ ス ホ フ数

ス トロハ ル 数

ヌ ッセ ル ト数

ス タ ン トン数

ス ワー ル 数

リチ ャー ドソ ン数

ア ル キ メ デ ス数

Clayer-Cartet数

Karlovitz数

ダ ン ケ ー ラ数

Thring-Newbyパ ラ メ ー タ

(燃 焼 現 象)

00796静 圧

00797総 圧

00798層 流 化

00799逆 流 領 域
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00800

00801

00802

00803

00804

00805

00806

00807

00808

00809

剛体渦

トロ イダ ル渦

ポ テ ンシ ャル コ ァ

カル マ ン渦

音響 波

流線

すべ り流 線

燃焼 波

エ ン トレイ ンメ ン ト

Chapman-Jouguet流 れ

00810

00811

00812

00813

00814

00815

00816

00817

00818

00819

00820

抗力係数

交換係数

伸長係数

Cartet理 論

過剰エ ンタルピ

超過エ ンタルピ

感エ ンタルピ

臨界直径

限定平衡

セル状不安定

エ ン トロピ不安定

00821

00822

00823

00824

00825

00826

00827

00828

00829

00830

00831

00832

00833

00834

エネルギバランス

希薄ガス

振動緩和

気体運動論

マックスウェル気体

振動準位

乱れ発生

消炎

強制渦

境界層方程式

巨視的解析

限界速度勾配

粒子濃度

推力

00835

00836

00837

00838

00839

00840

燃焼時間

滞留時間

予熱帯

燃焼帯

燃焼波面

高温反応帯
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(付1)集 録 したタグの 一部

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:0(1990-2-2602:27作 成)

:CBSMASTER

:CBSMASTER

:NON

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:No)ID番 号 タ イ ト ル

連 結 し て い るDBは あ り ま せ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:1(1990-2-2601:27作 成)

:CBS

:液 体 燃 料 の 燃 焼

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

:2)CBSPRYCHR噴 霧 特 性 の 表 し方

:3)CBSNZL噴 射 弁 と そ の 特 徴

:4)CB-BASEOOOOO燃 焼 の 基 礎 技 術

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連結DBの 内容

:2(1990-2-2601:24作 成)

:CBSPRAY

:液 体 の 微 粒 化 の 方 法

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBS液 体 燃 料 の 燃 焼

:2)SPRAY-BLAST気 流 に よ る微 粒 化

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)SPRAY -PRESS高 速 噴 射 に よ る微 粒 化

:2)SPRAY -SWI肌 渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化

:3)SPRAY-IHPING衝 突 流 に よ る微 粒 化

:4)SPRAY-ROTARY回 転 に よ る微 粒 化

:5)SPRAY －肌ESTA静 電 気 に よ る 微 粒 化
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一
6)SPRAY_VIBRAT

7)SPRAY _FLASH

8)SPRAY_EFFERS

振動による微粒化

減圧沸騰による微粒化

気体の膨張による微粒化

レコー ド番号

タ グ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの 内容

連 結DBの 内容

:3(1990-2-417:14作 成)

:CBSPRYCHR

:噴 霧 特 性 の 表 し 方

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBS液 体 燃 料 の 燃 焼

:2)CBSPCH -DROPS噴 霧 を 構 成 す る液 滴 群 特 性

:3)CBSPCH-SPACE噴 霧 の 空 間 的 な 特 性

:4)CBSPCH-TIME噴 霧 の 時 間 的 な 特 性

:5)CBSPCH -TRAJT噴 霧 の 飛 行 状 態

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ りませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:4(1990-2-417:15作 成)

:CBSNZL

:噴 射 弁 と そ の 特 徴

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBS液 体 燃 料 の燃 焼

:2)SPRNZL-PRESS圧 力 噴 射 弁

:3)SPRNZL－ 肌AST気 流 噴 射 弁

:4)SPRNZL.-ROTRY回 転 式 噴 射 弁

:5)SPRNZL_VIBRT振 動 式 噴 射 弁

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)SPRNZL_ULTRA超 音 波 噴 射 弁

:2)SPRNZL-WHSTLホ イ ッス ル 形 噴 射 弁

:3)SPRNZLELEST静 電 微 粒 化 噴 射 弁

:4)SPRNZL-EFFER気 体 混 入 噴 射 弁

:5)SPRNZL_肌ASH減 圧 沸 騰 噴射 弁

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説 明

:5(0作 成)

:CBBASEOOOOO1

:燃 焼

:燃 焼 現 象 一 般 お よ び 燃 焼 の 技 術 、 燃 焼 器 設 計 技 術 な ど
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ユ ーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO2燃 焼 の 物 理 化 学

:2)CB .,BASEOOOOO燃 焼 の 基 礎 技 術

:3)CB_APLIOOOOO燃 焼 の 応 用 技 術

:4)CB-MEAsoeooo燃 焼 計 測 技 術

:5)CBSI肌000000燃 焼 の シ ミ ュ レー シ ョ ン

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内 容説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:6(0作 成)

:CBBASEOOOOO2

:燃 焼 の 物 理 化 学

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:2)CB_FUELOOOOO燃 料 の 性 質

:3)CBBASEOOOOIO燃 焼 の 素 反 応 、 総 括 反 応

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内 容説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:7(1990-2-417:16作 成)

:SPRAY _.BLAST

:気 流 に よ る 微 粒 化

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)SPRAY肌AＬNT内 部 混 合 形

:2)SPRAY肌A -EXT外 部混 合 形

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説 明

ユ ー ザ コ ー ド

:8(1990-2-2601:24作 成)

:CBBASEOOOOO

:燃 焼 の 基 礎 技 術

:燃 焼 に 関 す る 基 礎 的 な デ ー タ ベ ー ス:燃 料 の 性 質 、 燃 焼 特 性 、 燃 焼 ガ

スの 性 質 、 熱 化 学 的 物 性 値 、 輸 送 物 性 値 、 火 炎 の 電 気 的 分 光 学 的 性 質

な ど

:00000000
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連結 タグ の内容:No)タ グ コー ド タグタ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:2)CB-BASEOOOO1燃 焼 特 性

:3)CBS液 体燃 料の燃 焼

連結DBの 内容:No)ID番 号 タイ トル

連結 しているDBは あ りませ ん.

レ コ ー ド番 号:9(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CB_BASEOOOO1

キ ー ワー ド:燃 焼 特性

内容説明:燃 焼の基礎 としての燃焼特性

ユ ーザ コ ー ド:00000000

連結 タグの 内容:No)タ グ コー ド タグ タ イ トル

:1)CB _BASEOOOOO燃 焼 の 基 礎 技 術

:2)CB_BASEOOOO2可 燃 限 界

:3)CB -BASEOOOO3燃 焼 速 度

連結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 してい るDBは あ りませ ん.

レ コ ー ド 番 号:10(1990-2-2601:25作 成)

タ グ コ ー ド:CBTECHOOOOO －

キー ワー ド:設 計 に利 用で きる燃焼 技術

内容説明:燃 焼の応用技術の中で、燃焼器設計のために利用可能な技術 ・データ

ユ ー ザ コー ド:00000000

連 結 タグの 内容:No)タ グ コー ド タグ タイ トル

:1)CB _APUOOOOO燃 焼 の 応 用 技 術

連 結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 してい るDBは あ りませ ん,

レ コ ー ド 番 号:11(1990-2-2601:25作 成)

タ グ コー ド:CB-APLIOOOOO

キー ワー ド:燃 焼 の応用 技術

内容説明:燃 焼の物理化学 ・基礎技術の内容で裏打ちされた実際に設計 ・開発に

利用されている技術や利用可能な燃焼技術

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結タ グの 内容:No)タ グコー ド タグ タイ トル

:1)CBBASEOOOOO1

:2)CB _TECHOOOeO

:3)CBRC29000001

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

燃焼

設計 に利用 で きる燃焼 技術

燃焼寸 法効 果研 究分科 会RC-SC29

タイ トル
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連 結 して いるDBは あ りませ ん,

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連結DBの 内容

:12(1990-2-417:28作 成)

:CBSPCH_DROPS

:噴 霧 を 構 成 す る液 滴 群 特 性

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRYCHR噴 霧 特 性 の 表 し方

:2)DROPS ..MEAN平 均 粒 径

:3)DROPS-SIZDSR粒 度 分 布

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)DROPS-REPRST代 表 粒 径

レコー ド番号

タ グコー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タグ の内容

連結DBの 内 容

:13(1990-2-417:17作 成)

:CBSPCH_SPACE

:噴 霧 の 空 間 的 な 特 性

:

・:00000001

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRYCHR噴 霧 特 性 の 表 し方

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)SPACE-DISTRB分 散 度

:2)SPACE-SCATR分 布 度

レコー ド番号

タグコー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの内容

連 結DBの 内容

:14(1990-02-1001:00作 成)

:CBSPCH _TIME

:噴 霧 の 時 間 的 な 特 性

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRYCHR噴 霧 特 性 の 表 し方

:No)'ID番 号 タ イ トル

:1)TIME ..INJRAT噴 射 率

:2)TIHE_CHRCTR諸 特 性 の 時 間 的 変 化

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

:15(1990-02-1001:00作 成)

:CBSPCHTRAJT

:噴 霧 の 飛 行 状 態
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ユ ー ザ コ ー ド:00000001

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)CBSPRYCHR

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)TRAJT_VEL

:2)TRAJT_PENET

:3)TRAJT_FLAX

タグタイ・トル

噴霧特性の表 し方

タイ トル

噴霧粒子の速度

噴霧粒子の貫通度

噴霧の運動量流束

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タグ の内容

連結DBの 内容

:16(1990-2-417:13作 成)

:DROPS_MEAN

:平 均 粒 径

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPCH-DROPS噴 霧 を 構 成 す る液 滴 群 特 性

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)DROPHEAN..DIO算 術 平 均 粒 径

:2)DROPMEAN』32体 積 一表 面 積 平 均 粒 径(ザ ウ テ ル 平 均 粒 径)

:3)DROPMEAN ..D31体 積 一 直 径 平 均 粒 径(平 均 蒸 発 粒 径)

:4)DROPMEAN-RSM平 均 粒 径 の 概 要

レコー ド番号

タ グコー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連結 タグ の内容

連結DBの 内容

:17(1990-2-417:14作 成)

:DROPS_.SIZDSR

:粒 度 分 布

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPCH-DROPS噴 霧 を 構 成 す る液 滴 群 特 性

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)SIZDSR-CHI2カ イ2乗 分 布 式

:2)SIZDSR ..ROSRARosin-Ra田 田1er分 布 式

:3)SIZDSR .-N-T抜 山 一棚 沢 分 布 式

:4)SIZDSR.-LOGNR対 数 正 規 分 布 式

:5)SIZDSR -RSM粒 度 分 布 の 概 要

レコー ド番 号

タ グ コ ー ド

キ ー ワ ー ド

内 容 説 明

ユ ー ザ コー ド

:18(1990-2-417:29作 成)

:SPRNZLPRESS

:圧 力 噴 射 弁

:00000001
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連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)CBSNZL

:2)NZLPRESS_DSL

:3)NZLPRESS _SWL

:4)NZLPRESS _FAN

:5)NZLPRESS_IMP

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)PRENZL_.REC

タグタイ トル

噴射弁 とその特徴

デ ィーゼル噴射弁

渦巻噴射弁

ファンスプ レイ噴射弁

衝突式噴射弁

タイ トル

非 円形 ノズル

レコ ー ド番 号

タ グ コ ー ド

キ ー ワー ド

:19(1990-2-417:29作 成)

:SPRNZLBLAST

:気 流 噴 射 弁

内容説明:

ユ ーザ コ ー ド:00000001

連結 タ グの内容:No)タ グ コー ド タ グ タイ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 と その 特 徴

:2)NZLBLAST-EXT外 部 混 合 形

、・:3)NZLBLAST-NTL中 間 混 合 形

:.、4).N肌 肌AST-INT内 部 混 合 形

連結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 してい るDBは あ りませ ん.

レ コ ー ド 番 号:20(1990-2-417:30作 成)

タ グ コ ー ド:SPRNZL_ROTRY

キ ー ワー ド:回 転式噴射 弁

内容説明:

ユ ー ザ コー ド:00000001

連 結 タグの 内容:No)タ グ コー ド タ グタ イ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 とそ の 特 徴

:2)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

:3)N肌ROTRY-CUP回 転 力 ・ソ プ

連 結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

:1)NZLROTRY_HOL回 転 噴 孔

:2)NZLROTRY-BDY回 転 体

:3)SPRAY-ROTARY回 転 に よ る微 粒 化

レ コ ー ド 番 号:21(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:NZLBLASTＬNT

キ ー ワー ド:内 部混 合形

内容説明:
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ユーザ コー ド

連結 タ グの 内容

連結DBの 内容

:00000001

:No)タ グ コ ー ド

:1)SPRNZL_BLAST

:No)ID番 号

:1)BLAINT _RSM

:2)BLAINT_001

:3)BLAINT _002

:4)BLAINT _003

:5)BLAINT_004

:6)SPRAYBLA _INT

タグタイ トル

気流噴射弁

タイ トル

内部混合形気流噴射弁の概要

佐賀井 らの研究

永井 ・稲村の研究

Wiggの 研究

丹野らの研究

内部混合形

レコー ド番 号:22(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:SPRNZL-VIBRT

キ ー ワ ー ド:振 動 式 噴射 弁

内 容 説 明:液 体 に振 動 を 与 え る こ と に よ っ て、 乱 れ の 成 長 を 促 進 させ て微 粒 化 す

る 噴射 弁

ユ ー ザ コー ド:00000001

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 と そ の特 徴

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

:1)NZLVIB_001吉 田 ・永 井 の研 究

:2)NZLVIB -002荒 木 ・増 田の 研 究

:3)NZLVIB_RSM振 動 式 噴 射 弁 の概 要

:4)NZLVIB-003朴 木 らの 研 究

:5)SPRAY -VIBRAT振 動 に よ る微 粒 化

:6)SPRNZL』LTRA超 音 波 噴 射 弁

レコー ド番 号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容 説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タ グの 内容

連結DBの 内容

:23(1990-02-1001:00作 成)

:SPRNZLELEST

:静 電 微 粒 化 噴 射 弁

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

:24(1990-02-1001:00作 成)

:SPRNZLEFFER

:気 体 混 入 噴 射 弁
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ユ ーザ コー ド

連結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:00000001

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの内容

連 結DBの 内容

:25(1990-02-1001:00作 成)

:SPRNZL -FLASH

:減 圧 沸 騰 噴 射 弁

:

:00000001

・:No)・ タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タ グの内容

連結DBの 内容

:26(1990-02-1001:00作 成)

:CB _HEASOOOOO

:燃 焼 計 測 技 術

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:2)CBSIMOOOOOO2数 値 計 算 シ ミ ュ レー シ ョ ン

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ りませ ん.

レコー ド番号

タ グコー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユーザ コー ド

連 結 タグの内容

連結DBの 内容

:27(1990-02-1001:00作 成)

:CB _FUELoeOOO

:燃 料 の 性 質

:燃 料 の 沸 点 、 臨 界 圧 力 、 臨 界 温 度 な どの 物 理 化 学 的 性 質

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO2燃 焼 の 物 理 化 学

:2)CB-FUELOOOOI炭 化 水 素 系 燃 料 の 性 質

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

:28(1990-02-1001:00作 成)

:NZLPRESS_.DSL

:デ ィ ー ゼ ル 噴 射 弁
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ユ ーザ コー ド

連結 タ グの内容

連結DBの 内容

:00000001

:No)タ グ コ ー ド

:1)SPRNZL _PRESS

:2)NZLDSL_HOLE

:No)ID番 号

:1)NZLDSL_PINTL

:2)NZLDSL _.THRTL

:3)SPRAY _PRESS

タグ タイ トル

圧 力噴 射弁

ホ ール ノ ズル

タ イ トル

ピ ン トル ノズル

ス ロッ トル ノズル

高速 噴射 による微粒 化

レコー ド番号

タ グコー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの内容

連結DBの 内容

:29(1990-02-1001:00作 成)

:NZLPRESSSWL

:渦 巻 噴 射 弁

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL -PRESS圧 力 噴 射 弁

:2)NZLSWL _SIMPL単 純 式

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)NZLSWL_SPILL還 流 式

:2)NZLS肌 －DUPLX複 合 式

:3)NZLSWL-DVAL複 室 式

:4)NZLS肌 _VPORT可 動 ピ ス トン式

:5)SPRAY -SWIRL渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグの内 容

連結DBの 内 容

:30(1990-02-1001:00作 成)

:NZLPRESSFAN

:フ ァ ン ス プ レ イ 噴 射 弁

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL _PRESS圧 力 噴 射 弁

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)PRESSFAN -.RSMフ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル の 概 要

:2)PRESSFAN ...OOIDormanの 研 究

:3)PRESSFAN-002Strausの 研 究

:4)PRESSFAN -003Fraseretal.の 研 究

:5)PRESSFAN -004DombrowskiandHooperの 研 究

:6)PRESSFAN-005BriffaandDombrowskiの 研 究

レコー ド番 号 31(1990-02-1001:00作 成)
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タ グ コ ー ド:NZLPRESSＬHP

キ ー ワ ー ド:衝 突式 噴 射 弁

内 容 説 明:

ユ ー ザ コー ド:00000001

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)SPRNZL _PRESS

:2)NZLIHP _LQLQ

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)NZLIMP _.LQSL

:2)SPRAY_IMPING

タグタイ トル

圧力噴射弁

液/液 衝突形

タイ トル

液/壁 面衝突形

衝突流 による微粒化

レ コ ー ド 番 号

タ グ コ ー ド

キ ー ワ ー ド

内 容 説 明

ユ ー ザ コ ー ド:00000001

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)NZLPRESS_DSL

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)DSLHOLE.-RSM

:2)DSLHOLE_OOl

:3)DSLHOLE _002

:4)DSLHOLE■003

:5)DSLHOLE_004

:6)DSLHOLE_005

:7)DSI、HOLE-006

:8)DSLHOLE_007

:9)DSLHOLE_008

:32(1990-02-1001:00作 成)

:NZI、DSLHOLE

:ホ ー ル ノ ズ ル

タ グ タ イ トル

デ ィー ゼ ル 噴 射 弁

タ イ トル

ホ ー ル ノ ズ ル の 概 要

棚 沢 ・豊 田 の 研 究

廣 安 ・角 田 の 研 究

Elkotbの 研 究

MerringtonandRichardsonの 研 究

Panasenkovの 研 究

Harmonの 研 究

Miesseの 研 究

田 端 らの 研 究

レコー ド番号

タ グ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:33(1990-02-1001:00作 成)

:NZLSWL_SIHPL

:単 純 式

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS-S肌 渦 巻 噴 射 弁

:No)ID番 号 タ イ ト ル

:1)・SWLSIMP-.RSM単 純 式 渦 巻 噴 射 弁 の 概 要

:2)SWLSIMP-OOIRadcliffeの 研 究

:3)S肌SIMP_002Jasujaの 研 究
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:4)SWLSIHP _003

:5)SWLSIHP .-004

:6)SWLSIMP _005

:7)SWLSIMP _006

:8)SWLSIMP _007

:9)SWLSIMP .-OO8

:10)SWLSIMP -.009

:11)SWLSIMP _010

:12)SWLSIMP _Ol1

Babuetal.の 研 究

Jonesの 研 究

Lefebvreの 研 究

WangandLefebvreの 研 究

棚 沢 ・小 林 の 研 究

Strausの 研 究

Darnellの 研 究

Knightの 研 究

Weinbergの 研 究

レコー ド番号

タ グコー ド

キ ーワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグの 内容

連結DBの 内容

:34(1990-02-1001:00作 成)

:NZLIMP_ .LQLQ

:液/液 衝 突 形

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLPRESS ..IMP衝 突 式 噴 射 弁

:No)ID番 号 タ イ ト ル

:1)IMPLQLQ -RSM液/液 衝 突 形 噴 射 弁 の 概 要

:2)IMPLQLQ ..001棚 沢 ら の 研 究

:3)IMPLQLQ -002Fryeta1.の 研 究

:4)IMPLQLQ -.003DombrowskiandHooperの 研 究

:5)IMPLQLQ -0041ngeboの 研 究

:6)IMPLQLQ -005DombrowskiandHooperの 研 究

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユーザ コー ド

連結 タグの 内容

連 結DBの 内 容

:35(1990-02-1001:00作 成)

:NZLBLASTEXT

:外 部 混 合 形

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL -BLAST気 流 噴 射 弁

:2)NZLEXT -COLUH液 柱 形

:3)NZLEXT -FILM液 膜 形

:No)ID番 号 タ イ ト ル

:1)SPRAYBLA -EXT外 部 混 合 形

号番

ド

ド

ド

一

一

ー

コ

ワ

コ

グ

ー

レ

タ

キ

36(1990-2-418:08作 成)

NZLBLASTNTL

中 間 混 合 形
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内 容 説 明:

ユ ー ザ コ ー ド:00000001

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)SPRNZL_BLAST

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)BLANTL _RSM

:2)BLANTL _OO1

:3)BLANTL _003

:4)BLANTL_005

:5)BLANTI、 _008

:6)BLANTL_009

:7)BLANTL _011

:8)BLANTL_010

タ グ タ イ トル

気 流 噴 射 弁

タ イ トル

中 間 混 合 形 気 流 噴 射 弁 の 概 要

稲 村 ・永 井 の 研 究

Simmonsの 研 究

IngeboandFosterの 研 究

Ingeboの 研 究

Wiggの 研 究

永 井 らの 研 究

Bryceeta1.の 研 究

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの 内容

:37(1990-02-1001:00作 成)

:NZLEXT_COLUM

:液 柱 形

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)N肌 肌AST-EXT外 部 混 合 形

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)EXTCOLH_.RSM

:2)EXTCOLM_OOl

:3')EXTCOLM_002

:4)EXTceLH_OO3

:5)EXTCOI、H_eo4

:6)EXTCOLM _005

:7)EXTCOLH_006

:8)EXTCOLM_007

:9)EXTCOLM_008

:10)EXTCOI、M _009

:11)EX[rcom_olo

タ イ トル

液 柱 形 外 部 混 合 気 流 噴 射 弁 の 概 要

抜 山 ・棚 沢 の 研 究

LorenzettoandLefebvreの 研 究

Jasujaの 研 究

RizkandLefebvreの 研 究

Bitronの 研 究

Mayerの 研 究

Elkotbeta1.の 研 究

KimandHarshallの 研 究

WeissandWorshamの 研 究

GretzingerandMarshal1の 研 究

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグの 内容

:38(1990-02-1001:00作 成)

:NZLEXT _FILM

:液 膜 形

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル
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:1)NZLBLAST_EXT

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)EXTFILM_RSM

:2)EXTFILM_001

:3)EXTFILM_002

:4)EXTFILH_003

:5)EXTFILM _004

:6)EXTFILM _005

:7)EXTFILM_006

:8)EXTFILM_007

外 部 混 合 形

タ イ トル

液 膜 形 外 部 混 合 気 流 噴 射 弁 の 概 要

稲 村 ・永 井 の 研 究

RizkallaandLefebvreの 研 究

JaSujaの 研 究

Lefebvreの 研 究

E1-ShanawanyandLefebvreの 研 究

Frasereta1.の 研 究

新 井 ・橋 本 の 研 究

レコー ド番 号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの 内容

:39(1990-02-1001:00作 成)

:NZLROTRY _DSK

:回 転 円 板

:

:00000001

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL -ROTRY回 転 式 噴 射 弁

連 結DBの 内 容:No)工D番 号

:1)ROTDSK _RSM

:2)ROTDSK_001

:3)ROTDSK _002

:4)ROTDSK _003

:5)ROTDSK_004

:6)ROTDSK_005

:7)ROTDSK _006

:8)ROTDSK_007

:9)ROTDSK _008

:10)ROTDSK _009

:11)ROTDSK_010

:12)ROTDSK _011

:13)ROTDSK_012

:14)ROTDSK _013

:15)ROTDSK_014

タ イ トル

回 転 円 板 に よ る液 体 微 粒 化 の 概 要

棚 沢 ・ほ か の 研 究

松 本 ・ほ か の 研 究

松 本 ・高 島 の 研 究

大 山 ・遠 藤 の 研 究

茅 野 ・紙 屋 の 研 究

Barの 研 究

WaltonandPrewettの 研 究

FraserandEisenklamの 研 究

Fried皿anetal.の 研 究

HerringandMarshal1の 研 究

Frasereta1.の 研 究

Scotteta1.の 研 究

Ryleyの 研 究

大 山 ・遠 藤 の 研 究

レ コー ド番 号

タ グ コ ー ド

キ ー ワ ー ド

内容 説 明

ユ ー ザ コ ー ド

:40(1990-02-1001:00作 成)

:NZLROTRYCUP

:回 転 カ ッ プ

:00000001
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連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)SPRNZL_ROTRY

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)ROTCUP _RSH

:2)ROTCUP _001

:3)ROTCUP-_OO2

:4)ROTCUP _003

タ グ タ イ トル

回 転 式 噴 射 弁

タ イ トル

回 転 カ ッ プ に よ る液 体 微 粒 化 の 概 要

Frasereta1.の 研 究

HinzeandMilbornの 研 究

Hegeの 研 究

レコー ド番号

タ グ コー ド

キ ー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タ グの 内容

連結DBの 内容

:41(1990-02-1001:00作 成)

:CBBASEOOOO10

:燃 焼 の 素 反 応 、 総 括 反 応

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO2燃 焼 の 物 理 化 学

:2)CB-REACOOOO1気 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

:3)CB -REACOOOO2固 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タ グコー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:42(1990-02-1001:00作 成)

:CB_FUELOOOO1

:炭 化 水 素 系 燃 料 の 性 質

:

:00000000

:No)タ グ コ ■一陣ド タ グ タ イ トル

:1)CB-FU肌00000燃 料 の 性 質

:2)CB -FUELOOOO2炭 化 水 素 系 燃 料 の モ リェ 線 図

:3)CB_FUELOOOO3燃 料 の 蒸 気 圧 線 図

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:43(1990-02-1001:00作 成)

:CB_.FUELOOOO2

:炭 化 水 素 系 燃 料 の モ リ エ 線 図

:

:00000000

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)CB-FUELOOOO1炭 化 水 素 系 燃 料 の 性 質

:No)ID番 号 タ イ トル
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1)LBVD1

2)TBVD1

層流燃焼速度の定義

乱流燃焼速度の定義

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連結 タグの 内容

連 結DBの 内容

:44(1990-02-1001:00作 成)

:CB _FUELOOOO3

:燃 料 の 蒸 気 圧 線 図

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB-FUELOOOO1炭 化 水 素 系 燃 料 の 性 質

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ りませ ん,

レ コー ド番 号:45(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CB..BASEOOOO2

キ ー ワー ド:可 燃 限 界

内 容 説 明:各 種 燃 料 と酸 化 剤 の 混 合 気 の 温 度/圧 力 な ど の 条 件 下 での 可 燃 限 界

ユ ーザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB -BASEOOOO1燃 焼 特 性

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連結 タグの内 容

連 結DBの 内容

:46(1990-2-423:24作 成)

:CBBASEOOOO3

:燃 焼 速 度

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB -BASEOOOO1燃 焼 特 性

:2)CB_LBVOOOOO1層 流 燃 焼 速 度

:3)CB -TBVOOOOO1乱 流 燃 焼 速 度

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説明

:47(1990-2-423:21作 成)

:CBLBVOOOOOI

:層 流燃 焼速 度

:燃 焼反 応帯 が1次 元的 に周囲空 間を移 動 す る相対速 度を い う。空 間速

度 とは異 な る。 実際 に厳密 に測定 す る には各種 影響 を考慮 す る必 要が
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あ る 。

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド

:1)CB_BASEOOOO3

:2)CB _LBVOOOOO2

:3)CB _LBVOOOOO3

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)LBVD1

タグタイ トル

燃焼速度

層流燃焼速度の計測法

層流燃焼速度 に与 える影響

タイ トル

層流燃焼速度の定義

レコー ド番 号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグ の内容

連 結DBの 内容

:48(1990-02-1001:00作 成)

:CB _REACOOOOl

:気 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOO10燃 焼 の 素 反 応 、 総 括 反 応

:No)工D番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説 明 ・

ユ ーザ コー ド

連結 タグの 内容

連 結DBの 内容

:49(1990-2-423:24作 成)

:CB _REACOOOO2

:固 体 燃 料 の 酸 化 反 応 速 度

:'

:00000000

:No)タ グ コv・一・一ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOIO燃 焼 の 素 反 応 、 総 括 反 応

:No)工D番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番 号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連結 タグの 内容

連 結DBの 内容

:50(1990-2-21作 成)

:CB_.LBVOOOOO2

:層 流 燃 焼 速 度 の 計 測 法

:可 燃混 合 気 の 基 礎 燃 焼 特 性 と して の 層 流 燃 焼 速 度 を測 定 す る方 法

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB_LBVOOOOO1層 流 燃 焼 速 度

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)LBVMIブ ンゼ ン火 炎 法 に よ る 層 流 燃 焼 速 度 の 測 定

:2)LBVM2管 内 伝 播 法 に よ る層 流 燃 焼 速 度 の 測 定

:3)LBVM3定 容 法 に よ る 層流 燃 焼 速 度 の 測 定
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4)LBVM4

5)LBVM5

6)LBVM6

定圧法による層流燃焼速度の測定

粒子軌跡法による層流燃焼速度の測定

平面火炎法による層流燃焼速度の測定

レコ ー ド番 号:51(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コー ド:CBSI肌000000

キ ー ワー ド:燃 焼 の シ ミ ュ レー シ ョ ン

内 容 説 明:燃 焼 の 模 型 に よ る シ ミ ュ レー シ ョ ン と数 値 解 析 に よ る シ ミ ュ レー シ ョ

ン に よ り燃 焼 現 象 の 本 質 を 解 明 す る。

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タグ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:2)CBSI肌000001小 型 模 型 に よ る シ ミ ュ レー シ ョ ン

:3)CBSIHOOOOOO2数 値 計 算 シ ミ ュ レー シ ョ ン

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ りませ ん.

レコー ド番 号

タグ コー ド

キ ー ワー ド

内容 説 明

ユ ーザ コー ド

連 結 タ グの 内容

:52(1990-02-1001:00作 成)

:CB _LBVOOOOO3

:層 流 燃 焼 速 度 に与 え る影 響

:層 流 燃 焼 速 度 に与 え る化 学 的 ・物 理 的 影 響

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB -LBVOOOOO1層 流 燃 焼 速 度

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)LBVCI

:2)LBVC2

:3)LBVC3

:4)LBVPI

:5)LBVP2

:6)LBVP3

:7)LBVP4

タイ トル

層流燃焼速度に対する当量比の影響

層流燃焼速度に対する燃料分子構造の影響

層流燃焼速度に対する添加物の影響

層流燃焼速度に対する圧力の影響

層流燃焼速度 に対する初期温度の影響

層流燃焼速度 に対する火炎温度の影響

層流燃焼速度 に対す る温度伝導率、定圧比熱の影響

レコ ー ド番 号:53(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CBSI肌000001

キ ー ワー ド:小 型 模 型 に よ る シ ミ ュ レー シ ョン

内 容 説 明:ス ケ ー ル ダ ウ ン し た小 型 燃 焼 器 模 型 に よ る 実 機 燃 焼 の シ ミ ュ レー シ ョ

ン

ユ ーーザ コー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル
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:1)CBSI肌000000燃 焼 の シ ミuレ ー シ ョ ン

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

b連 結 し て い るDBは あ り ませ ん ,

レコ ー ド番 号:54(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CBSIMOOOOOO2

キ ー ワー ド:数 値 計 算 シ ミ ュ レー シ ョ ン

内 容 説 明:電 算 機 に よ る 乱 流 と 燃 焼 モ デ ル を 用 い た燃 焼 過 程 の シ ミ ュ レー シ ョ ン

ユ ーザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSI肌000000燃 焼 の シ ミ ュ レー シ ョ ン

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レ コー ド番 号:55(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CBRC29000001

キ ー ワ ー ド:燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

内 容 説 明:1975年 日本 機 械 学 会 の 燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会 の 成 果 報 告 書 か らの 実

験 の 内 容

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)CB-APHOOOOO燃 焼 の 応 用 技 術

:2)CBRC29000002寸 法 効 果 研 究 用 燃 焼 器 模 型

:3)CBRC29000005燃 焼 器 内 の流 れ 模 様 と寸 法 効 果

:4)CBRC29000006燃 焼 特 性 ・火 炎形 状 の 寸 法 効 果

:5)CBRC29000007温 度 ・ガ ス 温 度 ・煙 の 寸 法 効 果

:6)CBRC29000008燃 料 噴 射 弁 特 性 と寸 法 効 果

:7)CBRC29000009水 流 模 型 に よ る炉 内 混 合 過 程 推 定

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

:1)RC29EX_OOOI寸 法 効 果 研 究 分 科 会 の 実 験 内 容

レ コー ド番 号:56(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コv・一ド:CBRC29000003

キ ー ワ ー ド:燃 料 噴 射 弁 の 相 似 特 性

内 容 説 明:RCSC29で 使 用 し た0.75か ら70GPHで 噴 霧 角60AのDelavan社 製 燃

料 噴 射 弁 の 噴 霧 特 性 の 相 似 性 の検 討

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000002寸 法 効 果 研 究 用 燃 焼 器 模 型

:2)CBRC29000004噴 射 流 量 特 性 と分 散 噴 霧 量 特 性
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連 結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

連結 してい るDBは あ りませ ん,

レ コ ー ド番 号:57(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CBRC29000002

キ ー ワー ド:寸 法効 果研 究用燃 焼器 模型

内容説 明:燃 料 噴射弁 とその まわ りの ス ワーラを持つ 部 分模 型.

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連結 タ グの 内容:No)タ グ コー ド タグ タ イ トル

:1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

:2)CBRC29000003燃 料 噴 射 弁 の 相 似 特 性

:3)CBRC29000011燃 焼 器 形 状

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

:1)

:2)RCSC29 _0001寸 法効 果研究 に用 い られ た燃 焼器 模型

レ コ ー ド 番 号:58(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コー ド:CBRC29000004

キー ワー ド:噴 射流量特性 と分散噴霧量特性

内容説 明:RCSC29で 用 い た燃 料噴 射弁の特性 の うち,流 量 特 性 と分散 噴霧

量の特性を実験的に調べ たもの.

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連結 タグの 内容:No)タ グコー ド タ グタ イ トル

:1)CBRC29000003燃 料 噴 射 弁 の 相 似 特 性

連結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

:1)RCSC2900002燃 料 噴 射 弁 の 噴 射 流 量 特 性

:2)RCSC2900003燃 料 噴射 弁の分散 噴霧 量特性

レ コ ー ド 番 号:59(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CBRC29000005

キ ー ワー ド:燃 焼器 内の 流 れ模様 と寸法 効果

内容説明:

ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グの 内容:No)タ グ コー ド タグ タ イ トル

:1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

連 結DBの 内容:No)ID番 号 タイ トル

連結 してい るDBは あ りませ ん,

レ コ ー ド番 号:60(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CBRC29000006
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キ ー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連 結 タグの内容

連 結DBの 内容

:燃 焼特性 ・火炎形状の寸法効果

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん,

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユーザ コー ド

連結 タグ の内容

連結DBの 内容

:61(1990-02-1001:00作 成)

:CBRC29000007

:温 度 ・ガ ス 温 度 ・煙 の 寸 法 効 果

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

i1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 し て い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号

タ グコー ド

キ ー ワー ド

内容 説明

ユ ーザ コー ド

連結 タグの内容

連 結DBの 内容

:62(1990-02-1001:00作 成)

:CBRC29000008

:燃 料 噴 射 弁 特 性 と寸 法 効 果

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レ コー ド番 号:63(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コー ド:CBRC29000009

キ ー ワ ー ド:水 流 模 型 に よ る炉 内混 合 過 程 推 定

内 容 説 明:小 型 の 水 流 模 型 を 用 い て,電 解 溶 液(塩 水 溶 液)の 拡 散 状 態 と燃 焼 で

の 燃 料 の拡 散 状 態 を 比 較 し,実 機 燃 焼 の 予 測 法 を 提 唱 した も の.

ユ ーザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

連 結DBの 内 容:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん.

レコー ド番号 64(1990-02-1001:00作 成)

-100一



タグ コー ド

キー ワー ド

内容説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タグの 内容

連結DBの 内容

:CBRC29000011

:燃 焼 器 形 状

:ガ ス タ ー ビ ン燃 焼 器 で 使 用 さ れ て い る燃 焼 器 の 形 状

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000002寸 法 効 果 研 究 用 燃 焼 器 模 型

:No)ID番 号 タ イ トル

連 結 して い るDBは あ り ませ ん,

レコー ド番号

タグ コー ド

キー ワー ド

内容 説 明

ユ ーザ コー ド

連結 タグの 内容

連 結DBの 内容

:65(1990-02-1001:00作 成)

:CB_TBVOOOOO1

:乱 流 燃 焼 速 度

:

:00000000

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB -BASEOOOO3燃 焼 速 度

:2)CB _TBVOOOOO2乱 流 燃 焼 速 度 の計 測 法

:No)ID番 号 タ イ トル

:1)TBVD1乱 流 燃 焼 速 度 の定 義

レコー ド番 号:66(1990-02-1001:00作 成)

タグ コ一一ド:CB -TBVOOOOO2

キ ー ワー ド:乱 流燃 焼速度 の 計測法

内容説 明:乱 流燃 焼速度 の測 定 方法 には種 々の方法 が あ るが、 測 定方 法 によって

デ ー タが異な る。 使用 条件 に近 い測定方 法 に よるデー タを 使 うべ きで

あ る。

ユーザ コー ド:00000000

連 結 タグ の内容:No)タ グコー ド タグタ イ トル

:1)CB -TBVOOOOO1乱 流燃 焼 速度

:2)CB_TBVOOOOO3乱 流燃 焼速 度の測 定例

連結DBの 内容:No)ID番 号 タ イ トル

:1)TBVMIプ ンゼ ン火 炎法 に よる乱流燃 焼速 度 の測 定

:2)TBVM2球 状伝 播火 炎 によ る乱流 燃焼 速度 の測 定

:3)TBVM3平 面 火 炎 によ る乱流燃 焼 速度 の測 定

:4)TBVM4V型 火 炎 によ る乱流燃 焼 速度 の測 定

:5)TBVM5逆 円錐 型 火炎 に よる乱 流燃 焼 速度 の測 定

:6)TBVM6対 向 噴流 火炎 によ る乱 流燃焼 速度 の 測 定

レ コ ー ド番 号:67(1990-02-1001:00作 成)

タ グ コ ー ド:CB-TBVOOOOO3
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キ ー ワー ド:乱 流燃焼 速度 の測 定例

内容説 明:乱 流燃焼 速度 の測定 法 には種 々あ るが 、 デー タは測定 法 に よ って かな

り異な る。使 用条件 に近 い流 れの場 の デー タを用 いな ければ な らな い

o
ユ ー ザ コ ー ド:00000000

連 結 タ グ の 内 容:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB_TBVOOOOO2乱 流 燃 焼 速 度 の 計 測 法

連 結DBの 内 容:No)ID番 号

:1)TBVDAT1

:2)TBVDAT2

:3)TBVDAT3

:4)TBVDAT4

:5)TBVDAT5

:6)TBVDAT6

タイ トル

ブ ンゼ ン火炎法による乱流燃焼速度の測定例

球状伝播火炎による乱流燃焼速度の測定例

平面火炎による乱流燃焼速度の測定例

V型 火炎による乱流燃焼速度の測定例

逆 円錐型火炎による乱流燃焼速度の測定例

対向噴流火炎 による乱流燃焼速度の測定例
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(付2)集 録 したDBの 一部

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版 権保 有者

入力 グル ープ

説 明 フ ァ イル名

式 フ ァイル 名

図 フ ァイル 名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参照 文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:0(1990-02-1001:00作 成)

:SPRAY_PRESS

:高 速 噴 射 に よ る微 粒 化

:高 速 噴 射 に よ る微 粒 化 の 概 要 お よび 特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:SPR _PRE.CMT

:

:

:

:高 速 噴 射 微 粒 化/微 粒 化 法/デ ィー ゼ ル 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の ため の 液 体 の 微 粒 化(1)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-180(1976-7)p.73

3)A.H.Lefebvre,Ato皿izationandSprays,He血ispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レコー ド番 号:1(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRAY -SWIRL

タ イ トル:渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化

内 容 説 明:渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化 の 概 要 と特 徴

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:SPR_SWL.CMT

式 フ ァ イ ル 名:

図 フ ァ イル 名:

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワ ー ド:微 粒 化 法/渦 巻 噴 射 に よ る微 粒 化/圧 力 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/

レコ ー ド:当 量 比 の 影 響

関 連 分 野:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

参 照 文 献1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84
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参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

3)A.H.Lefebvre,Ato田izationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

入 力版権 保有 者

入 力グ ル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:2(1ggO-02-1001:00作 成)

:SPRAY_IMPING

:衝 突 流 に よ る 微 粒 化

:衝 突流 に よ る微 粒 化 の 概 要 と特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:SPR_IMP.CMT

:

:

:

:微 粒化 法/衝 突 流 に よ る微 粒 化/圧 力 噴 射 弁/高 速 噴 流/

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

3)A.H,Lefebvre,Ato皿izationandSprays,HemispherePub・(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

入力版 権保有 者

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファ イル名

図 ファ イル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

:3(1990-02-1001:00作 成)

:SPRAY_ROTARY

:回 転 に よ る微 粒 化

:回 転 に よ る 微 粒 化 の 概 要 と 特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSHERC-82

:SPR_ROT.CHT

:

:

:

:微 粒化 法/回 転 によ る微 粒 化/均 一 噴霧/バ ー ナー/
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レコー ド

関連分野

参照文献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

3)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版権 保有 者

入 力グ ル ープ

説 明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 ファイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照 文献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:4(1990-02-1001:00作 成)

:SPRAY_ELESTA

:静 電 気 に よ る微 粒 化

:静 電 気 に よ る微 粒 化 の 概 要 と特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC・-82

:SPR _ELE.CMT

:

:

:

:微 粒 化 法/微 細 噴 霧/静 電 気 に よ る微 粒 化/均 一 噴 霧/

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の ため の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

3)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版 権保 有者

入 力グ ル ープ

説 明 フ ァイル名

:5(1990-02-1001:00作 成)

:SPRAY_VIBRAT

:振 動 に よ る 微 粒 化

:振 動 に よ る 微 粒 化 の 概 要 と特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:SPR_VIB.CMT
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式 ファイル名

図 フ ァ イル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分 野

参照 文 献

参照文献

:微 粒 化 法/振 動 に よ る微 粒 化/均 一 噴霧/微 細 噴 霧/

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JoumalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15・-188(1976-12)p.73

参 照 文 献3)A.H.Lefebvre,Ato皿izationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レ コ ー ド 番 号:6(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRAY_FLASH

タイ トル:減 圧沸 騰 に よ る微粒 化

内容説明:減 圧沸騰による微粒化の概要 と特徴

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:SPR-FLA.CMT

式 フ ァイル名:

図 ファ イル名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:微 粒化 法/熱 エ ネル ギ/石 炭 一水混 合物/減 圧沸 騰 に よる微 粒化/

レコー ド:当 量比 の 影響

関連分野:当 量比の影響/測 定結果/燃 料分子構造の影響/定 圧法/

参 照 文 献1)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レ コ ー ド番 号:7(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRAY-EFFERS

タ イ トル:気 体の 膨張 によ る微粒 化

内容説明:気 体の膨張による微粒化の概要 と特徴

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:SPR-EFF.CHT
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式 ファイル名

図 ファイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

DB引 用 タグ

:微 粒 化 法/気 体 の 膨 張 に よ る微 粒 化/気 液 混 合 燃 料/圧 力 噴 射 弁/

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPRAY液 体 の 微 粒 化 の 方 法

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版権 保有者

入力 グループ

説 明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:8(1990-02-1001:00作 成)

:SPRAYBLA _INT

:内 部 混 合 形

:内 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 の 概 要 と特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:SPR_INT.CMT

:

:

:

:微 粒 化 法/内 部 混 合 形/高 粘 度 液 体 の 微 粒 化/気 流 に よ る 微 粒 化/

:当 量 比 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/定 圧 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の ため の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

3)A.H.Lefebvre,Ato阻izationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRAY －肌AST気 流 に よ る微 粒 化

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権保有 者

入力 グループ

説 明 フ ァイル名

:9(1990-・02-1001:00作 成)

:SPRAYBLA _.EXT

:外 部 混 合 形

:外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 の 概 要 と特 徴

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:SPR_EXT.CMT
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式 ファイル名

図 ファ イル名

義 フ ァイル名

キ_ワ ー ド:微 粒化法/大 容量液体燃料の微粒化/気 流による微粒化/外 部混合形/

レコー ド:当 量比 の影 響

関連分野:当 量比の影響/測 定結 果/燃 料分子構造の影響/定 圧法/

参 照 文 献1)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10

)P.84

参 照文 献2)倉 林俊雄,"内 燃 機 関技 術者 の ため の液 体 の微 粒化(6)",内 燃機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

参 照 文 献3)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRAY-BLAST気 流 に よ る微 粒 化

レ コ ー ド 番 号:16(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:DROPS-REPRST

タイ トル:代 表粒径

内容 説 明:不 揃 いな噴霧 流 群全 体 の大 きさを 表わす もの で,最 大 粒径,モ ー ド粒

径,平 均粒 径,メ ジ ア ン粒 径,質 量 メジア ン粒径 な どが あ る。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イル 名:DRO-REP.CMT

式 ファイル名:

図 フ ァイル名:

表 プ アイル名:

キ ー ワー ド:噴 霧特性/粒 子 径/噴 霧 粒子 群/代 表粒 径/

レコ ー ド:定 容 法

関連分野:当 量比の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照文 献1)棚 沢 泰,"液 体 噴霧 粒群 の大 きさの表 わ しか た(そ の1)",機 械 の

研 究,養 賢 堂,15-4(1963)p.9

参 照文 献2)倉 林俊雄,"内 燃 機 関技 術者 の ための液 体の 微粒 化(3)",内 燃機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPCH-DROPS噴 霧 を 構 成 す る液 滴 群 特 性

レ コ ー ド 番 号:17(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:DROPHEAN-D10

タ イ トル:算 術平 均粒 径

内容説 明:平 均粒 径の 一 つで,最 も普 通の平均粒 径 で あ る。
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入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:DRO_D10.CMT

:DRO _MEA.EXP

:

:

:噴 霧 特 性/噴 霧 粒 子 群/平 均 粒 径/算 術 平 均 粒 径/

:定 容 法

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 噴 霧 粒 群 の 大 きさの 表 わ しか た(そ の1)" ,機 械 の

研 究,養 賢堂,15-4(1963)p.9

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の ため の 液 体 の 微 粒 化(3)" ,内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS -.MEAN平 均 粒 径

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:18(1990-02-1001:00作 成)

:DROPMEAND32

:体 積 一表 面 積 平 均 粒 径(ザ ウ テ ル 平 均 粒 径)

:平 均 粒 径 の 一 つ で,燃 焼 の 分 野 で は 最 も広 く用 い られ て い る。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説明 ファイル 名

式 フ ァイル 名

図 フ ァイル名

表 ファイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:DRO _D32.CMT

:DRO_MEA.EXP

:

:

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/燃 焼/体 積 一表 面 積 平 均 粒 径/

:定 容 法

:当 量 比 の影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 噴 霧 粒 群 の 大 き さの 表 わ しか た(そ の1)" ,機 械 の

研 究,養 賢 堂,15-4(1963)p.9

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(3)" ,内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS -HEAN平 均 粒 径

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

:19(1990-02-1001:00作 成)

:DROPMEAND31

:体 積 一直 径 平 均 粒 径(平 均 蒸 発 粒 径)

:平 均 粒 径 の 一 つ で,主 に 蒸 発 を 扱 う伝 勲 等 の 分 野 で 用 い ら れ て い る 。
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入 力版 権保有者:稲 村隆 夫(永 井伸樹:東 北 大学工 学部)

入力 グル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:DRO』31.CMT

式 フ ァイル名:DRO-MEA.EXP

図 フ ァイル名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:平 均粒 径/噴 霧 特性/体 積 一直径 平均粒径/蒸 発/

レ コー ド:定 容 法

関連分野:当 量比の影響/測 定結 果/定 圧法/定 容法/

参 照文 献1)棚 沢 泰,"液 体噴霧 粒 群 の大 きさの表 わ しか た(そ の1)",機 械の

研 究,養 賢堂,15-4(1963)p.9

参照 文献2)倉 林俊 雄,"内 燃機 関技 術者 の ための液体 の微粒 化(3)",内 燃機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p、57

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS-HEAN平 均 粒 径

レ コ ー ド 番 号:20(1990-2-417:40作 成)

ID番 号:SIZDSR_CHI2

タ イ トル:カ イ2乗 分布 式

内容説 明:粒 度分 布の 一 つで,正 規分 布 に由来 す る。(統 計 学 のZ2分 布 を参照

)

入 力版 権保有 者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大 学工学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イル 名:SIZ,CHI.CHT

式 フ ァ イル 名:SIZ-DSR.EXP

図 フ ァイル名:

表 プ アイル名:

キ ー ワー ド:粒 度 分布/噴 霧 特性/噴 霧粒 子 群/カ イ2乗 分布 式/

レ コ・一 ド:定 容 法

関連分野:当 量比の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照文 献1)棚 沢 泰,"液 体 噴 霧粒群 の 大 きさの表 わ しか た(そ の3)",機 械 の

研 究,養 賢 堂,15-10(1963)p.11

参 照文 献2)倉 林 俊雄,"内 燃 機 関技術 者 のための液 体 の微粒 化(3)",内 燃機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS-SIZDSR粒 度 分 布

レ コ ー ド番 号:21(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SIZDSR-ROSRA

タ イ ト ル:Rosin-Ram皿1er分 布 式
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内 容説明:微 粉 炭 の粒度 を表 わす式 と して提 唱 され た もので あ るが,液 体の 噴霧

粒群 に対 して も適用 されて い る。

入 力版 権保有 者:稲 村 隆 夫(永 井伸樹:東 北 大学工学 部)

入 力グルー プ:JSMERC-82

説明 ファイル 名:SIZ-ROS.CMT

式 フ ァイル名:SIZ』SR.EXP

図 フ ァイル名:

表 フ ァイル名:

キー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

参照文献

DB引 用 タグ

:Rosin・ ・Rammler分 布 式/粒 度 分 布/噴 霧 粒 子 群/噴 霧 特 性/

:定 容 法

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 噴 霧 粒 群 の 大 き さの 表 わ しか た(そ の2)",機 械

の 研 究,養 賢 堂,15-6(1963)p.13

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の ため の 液 体 の 微 粒 化(3)" ,内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS _SIZDSR粒 度 分 布

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説明

:22(1990-・e2-1001:00作 成)

:SIZDSR _N-T

:抜 山 一棚 沢 分 布 式

:液 体 の 噴 霧 粒 子 群 用 の 粒 度 分 布 式 と し て は 最 も古 く ま た広 く用 い られ

て い る 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説明 フ ァ イル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 プ アイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:SIZ _N-T.CMT

:SIZ _DSR.EXP

:

:

:粒 度 分 布/噴 霧 粒 子 群/噴 霧 特 性/抜 山 一棚 沢 分 布 式/

:定 容 法

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

・1)棚 沢 泰
,"液 体 噴 霧 粒 群 の 大 き さの 表 わ しか た(そ の2)",機 械

の 研 究,養 賢 堂,15-6(1963)p.13

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関技 術 者 の ため の 液 体 の 微 粒 化(3)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS -SIZDSR粒 度 分 布

レコー ド番号 23(1990-02-1001:00作 成)
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ID番 号:SIZDSR-LOGNR

タ イ トル:対 数 正 規 分 布 式

内 容 説 明:噴 霧 粒 子 群 に適 用 す る た め に,正 規 分 布 を 修 正 した も の で あ る。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:SIZ_LOG.CMT

式 フ ァ イ ル 名:SIZ-DSR.EXP

図 フ ァ イル名:

表 フ ァイル名:

キーワー ド:粒 度分布/噴 霧粒子群/噴 霧特性/対 数正規分布式/

レ コー ド:定 容 法

関連分野:当 量比の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照文 献1)棚 沢泰,"液 体噴 霧 粒群 の 大 きさの表 わ しか た(そ の3)",機 械の

研 究,養 賢堂,15-10(1963)p.11

参 照文 献2)倉 林 俊雄,"内 燃 機 関技 術 者の ため の液 体の 微粒化(3)",内 燃機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS-SIZDSR粒 度 分 布

レ コ ー ド 番 号:24(1990-02-1001:00作 成)

工D番 号:SPACE-DISTRB

タ イ トル:分 散度

内容説明:噴 霧粒子が空間にどの様に分散 してい くかを表わすものである。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:SPA』IS.CHT

式 フ ァイル名:

図 ファ イル名:

表 フ ァイル名:

キー ワー ド:噴 霧粒 子群/噴 霧特 性/分 散 度/空 間 的特性/

レコ ー ド:定 容 法

関連分野:当 量比の影響/測 定結 果/定 圧法/定 容法/

参照 文 献1)倉 林 俊雄,"内 燃 機 関技 術者 の ため の液体 の微粒 化(3)",内 燃機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPCH-SPACE噴 霧 の 空 間 的 な 特 性

レ コ ー ド 番 号:25(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPACE-SCATR

タ イ トル:分 布度
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内容 説明:噴 霧粒 子が 空 間的 にど の様 に分布 して いるか を表 わす もの であ る。

入力版 権 保有者:稲 村隆 夫(永 井伸 樹:東 北 大学工学部)

入力 グル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル名:SPA_SCA.CMT

式 フ ァイル名:

図 フ ァイル名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:噴 霧 粒子群/噴 霧 特性/分 布度/空 間的 特性/

レコー ド:定 容法

関連 分野:当 量比 の影 響/測 定 結 果/定 圧法/定 容 法/

参 照文 献1)倉 林 俊雄,"内 燃 機 関技術者 のため の液体 の微粒 化(3)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

DB引 用 タグ:No)タ グ コー ド タグ タイ トル

:1)CBSPCH -SPACE噴 霧の空 間的な特 性

レコー ド番 号:26(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:TIME _INJRAT

タ イ トル:噴 射率

内容説 明:内 燃機 関で 用 い られ るもので,燃 料 噴射量 を示 す。

入力版 権 保有 者:稲 村隆夫(永 井伸 樹:東 北 大学工学部)

入 力グ ル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:TIHＬNJ.CMT

式 ファ イル名:

図 ファイル名:

表 フ ァイル名:

キー ワー ド:噴 射率/噴 霧特 性/時 間 的特性/デ ィー ゼル 噴霧/

レコー ド:定 容法

関 連分 野:当 量比 の影 響/測 定 結果/定 圧法/定 容法/

参 照文 献1)廣 安 博之,賓 諸 幸 男,内 燃 機関,コ ロナ社(1900)p.O

DB引 用 タグ:No)タ グ コー ド タグ タイ トル

:1)CBSPCH -TIME噴 霧 の 時間的な特性

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権保 有者

入力グ ル ープ

説 明 フ ァ イル名

式 ファイル名

:27(1990-02-1001:00作 成)

:TIHE _CHRCTR

:諸 特 性 の 時 間 的 変 化

:非 定 常 噴 霧 で は諸 特 性 が 時 間 的 に 変化 す る 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:TIM _CHR.CMT

:
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図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:噴 霧粒 子群/噴 霧 特性/非 定常 噴霧/時 間的 特性/

:定 容法

:当 量比 の影 響/測 定結 果/定 圧法/定 容 法/

1)廣 安 博之,賓 諸幸 男,内 燃機関,コ ロ ナ社(1900)P・0

:No)タ グコー ド タグタ イ トル

:1)CBSPCH-TIME噴 霧 の時 間的 な特 性

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版 権 保有者

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

DB引 用 タグ

:28(1990-02-1001:00作 成)

:TRAJT_VEI.

:噴 霧 粒 子 の 速 度

:噴 霧 粒 子 の 速 度 は周 囲 気流 の 影 響 に よ っ て 時 間 的 に変 化 す る。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:TRA_VEL.CMT

:

:

:

:噴 霧粒 子/噴 霧 特性/粒 子速度/貫 通 度/

:定 容法

:当 量比 の影響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

:No)タ グ コー ド タグタ イ トル

:1)CBSPCH-TRAJT噴 霧 の飛行 状態

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版 権保有 者

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

DB引 用 タグ

:29(1990-02-1001:00作 成)

:TRAJT._PENET

:噴 霧 粒 子 の 貫 通度

:噴 霧 粒 子 の 到 達 距 離 を 表 わ す 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹1東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC・-82

:TRA_PEN.CMT

:

:

:

:粒 子 速 度/噴 霧 特 性/貫 通 度/mixing/

:定 容 法

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSPCH_TRAJT噴 霧 の 飛 行 状 態
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レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容 説明

入 力版権保 有者

入 力グル ープ

説 明 フ ァイル 名

式 ファイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

DB引 用 タグ

:30(1990--02-1001:00作 成)

:TRAJT-FLAX

:噴 霧 の 運 動 量 流 束

:単 位 時 間 に単 位 面 積 を 通 過 す る噴 霧 粒 子 の 運 動 量 の 和 を 表 わ す 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:TRA_FLA.CMT

:

:

:

:噴 霧粒 子群/噴 霧特 性/運 動量 流束/皿ixing/

:定 容法

:当 量比 の影 響/測 定 結果/定 圧 法/定 容法/

:No)タ グ コー ド タグ タイ トル

:1)CBSPCH -TRAJT噴 霧 の飛 行状態

レコー ド番 号:34(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:NZLDSL -PINTL

タ イ トル:ピ ン トル ノ ズ ル

内 容 説 明:デ ィー ゼ ル ノ ズ ル の 一 つ で,ホ ー ル ノ ズ ル と ス ロ ッ トル ノ ズ ル の 中 間

的 な 特 性 を 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:DSLPIN.CMT

式 フ ァ イ ル 名:

図 フ ァ イ ル 名:PRENZL52.FIGPRENZL53.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワ ー ド:デ ィー ゼ ル 噴 射 弁/ピ ン トル ノ ズ ル/圧 力 噴 射 弁/噴 射 弁/

レコ ー ド:火 炎 温 度 の 影 響

関 連 分 野:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/火 炎 温 度 の 影 響/

参 照 文 献1)廣 安 博 之,寅 諸 幸 男,内 燃 機 関,コ ロ ナ 社(1900)p.116

参 照 文 献2)小 林 清 志 ほ か,燃 焼 工 学,理 工 学 社(1900)p.79

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS -DSLデ ィー ゼ ル 噴 射 弁

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:35(1990-02-1001:00作 成)

:NZLDSLTHRTI.

:ス ロ ッ トル ノ ズ ル

:デ ィー ゼ ル ノズ ル の 一 つ で,ホ ー ル ノ ズ ル に 比 べ て 噴 霧 粒 径 が 小 さ く
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入 力版 権 保有 者

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 ファイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照文 献

参照 文献

DB引 用 タグ

貫 通 度 も 小 ・さ く な る 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:DSL_THR.CMT

:

:PRENZL52、FIGPRENZL54.FIG

:

:噴 射 弁/圧 力噴 射弁/デ ィーゼ ル噴射弁/ス ロヅ トル ノズル/

:火 炎温 度の 影響

:当 量比の影 響/測 定 結 果/定 圧 法/火 炎温度 の影 響/

1)廣 安博之,賓 諸 幸 男,内 燃 機関,コ ロナ社(1900)p.116

2)小 林清志 ほか,燃 焼 工学,理 工 学社(1900)p.79

:No)タ グ コー ド タグ タ イ トル

:1)NZLPRESS_DSLデ ィー ゼ ル噴射弁

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:36(1990-02-1001:00作 成)

:NZLSWL_SPILL

:還 流 式

:噴 射 量 が 少 な い 場 合 に,噴 射 圧 が 下 が らな い よ う も ど り油 用 の 通 路 を

設 け た もの で あ る。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファ イル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:SWL_SPI.CMT

:SWL _NZL.EXP

:SWLNZL52.FIGSWLNZL56.FIG

:

:噴 射 弁/還 流 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/火 炎 温 度 の 影 響/定 圧 法/

1)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.209

3)Y.TanasawaandK.Kobayashi,"AStudyonSwirlAtomizer",Tec

hnologyReportsoftheTohokuUniversity,,20-(1955)P.27

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLPRESS-S肌 渦 巻 噴 射 弁

レ コ ・・一ード番 号:37(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:NZLSWL-.DUPLX
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タイ トル:複 合 式

内容説 明:小 流 量用 と大流 量 の通 路を 設 けるこ とによ って噴 射圧 をあ ま り変 えず

に ター ンダ ウ ン比 を大 き くとるこ とが で きる。

入 力版 権保有 者:稲 村 隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工学部)

入力 グル ープ:JSHERC-82

説明 フ ァイル 名:S肌 －DPX.CMT

式 フ ァイル名:

図 フ ァイル名:SWLNZL53.FIG

表 ファイル名:

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:噴 射 弁/複 合 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/火 炎 温 度 の 影 響/定 圧 法/

1)N・Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.209

2)A・H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS -S肌 渦 巻 噴 射 弁

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容 説明

:38(1990-02-1001:00作 成)

:NZLSWL _DUAL

:複 室 式

:小 流 量 用 と大 流 量 用 の 渦 巻 室 を そ れ ぞ れ 独 立 に持 つ こ とに よ り,複 合

式 渦 巻 噴 射 弁 と同 様 に タ ー ンダ ウ ン比 を 大 き く と る こ とが で き る。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

家 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:SWI、_DUL.CMT

:

:SWLNZL54.FIG

:

:噴 射 弁/複 室 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/火 炎 温 度 の 影 響/定 圧 法/

1)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,Acade血icPress(1900)p.209

2)A・H・Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS ..SWL渦 巻 噴 射 弁
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レ コー ド番 号:39(1990-02-1001:00作 成)

工D番 号:NZLSWL-VPORT

タ イ トル:可 動 ピ ス トン式

内 容 説 明:渦 巻 室 の 流 入 口 の 面 積 を変 え る こ とに よ っ て,噴 射 流 量 の 変 化 に対 し

て 噴射 圧 を 一 定 に保 つ こ とが で き る。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:SWL..VPT.CMT

式 フ ァ イ ル名:

図 フ ァ イ ル名:SWLNZL55.FIG

表 フ ァイ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:噴 射 弁/可 動 ピ ス ト ン 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/火 炎 温 度 の 影 響/定 圧 法/

1)N.Do田browski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.209

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)N肌PRESS-SWL渦 巻 噴 射 弁

レコ ー ド番号:40(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:NZLIMP-LQSL

タ イ トル:液/壁 面 衝 突 形

内 容 説 明:液 体 噴 流 を 固 体 壁 面 に衝 突 さ せ て 薄 い液 膜 を 生 成 し,こ の 液 膜 の 分 裂

に よ っ て微 小 液 滴 を 生 成 す る も の で あ る 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC…82

説 明 フ ァ イル 名:IMP-LS.CMT

式 フ ァ イ ル 名:IMP-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:IMPNZL52.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:噴 射 弁/衝 突 式 噴 射 弁/液/壁 面 衝 突 形/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/

1)Y.Tanasawaetal.,s'ss,TechnologyReportsofTohokuUniversi

ty,,22-(1958)p◆153

2)N.Do皿browski,Bioche血icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.209

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル
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1)NZLPRESS -IHP衝 突 式 噴 射 弁

レ コ ー ド番 号:41(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:肌AINT..RSM

タ イ トル:内 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 の概 要

内 容 説 明:燃 料 と微 粒 化 用 気 体 を 噴射 弁 内 で混 合 し,二 相 流 の形 で 噴 射 弁 か ら噴

出 させ る も の で あ る。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:INT-RSM.CMT

式 フ ァ イ ル 名:INT-NZLEXP

図 フ ァ イ ル 名:INTNZL51.FIG

表 フ ァイ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:噴 射 弁/内 部 混 合 形/二 相 流/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/

1)T.Sakaietal.,''",Proc.1stInt.Conf.LiquidAtomizationSpr

aysystems,,一(1978-8)p.235

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemisPherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL_肌AST気 流 噴 射 弁

レ コー ド番 号:43(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:NZLROTRY -HOL

タ イ トル:回 転 瞳 孔

内 容 説 明:回 転 容 器 の 周 囲 に 小 孔 を 空 け,容 器 の 回 転 に よ る遠 心 力 に よ っ て 微 粒

化 す る も の で あ る 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:ROT..HOL.CMT

式 フ ァ イ ル 名:ROT-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:ROTNZL53.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワ ー ド:均 一 噴 霧/回 転 瞳 孔 噴 射 弁/回 転 に よ る微 粒 化/噴 霧 特 性/

レ コー ド:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

関 連 分 野:測 定 結 果/定 圧 法/燃 料 分 子 構 造 の 影響/定 容 法/

参 照 文 献1)倉 林 俊 雄,"",日 本 機 械 学 会 論 文 集(第2部),,25-160(1959)

p.1252

参 照 文 献2)棚 沢 泰,"液 体 微 粒 化 の 研 究",JournalofEnergy,,7-(1949-10
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)P.84

参 照 文 献3)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL-ROTRY回 転 式 噴 射 弁

レコ ーード番 号:44(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRNZL-ULTRA

タ イ トル:超 音 波 噴 射 弁

内容 説 明:液 体 燃 料 に 超 音 波 振 動 を 与 え る こ と に よ っ て 微 粒 化 す る も の で あ る。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:NZL..ULT.CMT

式 フ ァ イ ル 名:ULT-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:ULTNZL51.FIG

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワ ー ド:噴 射 弁/微 細 噴 霧/振 動 に よ る 微 粒 化/超 音 波1噴 射 弁/

レ コー ド:火 炎温 度 の 影 響

関 連 分 野:火 炎温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の 影 響/定 圧 法/

参 照 文 献1)T.Mochida,"",Proc.1stInt.Conf.LiquidAto田izationSpraySys

te皿s,,一(1978-8)p.193

参 照 文 献2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 と その 特 徴

レ コ 一一.ド番 号:45(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRNZL-WHSTL

タ イ トル:ホ イ ッ ス ル 形 噴 射 弁

内 容 説 明:液 体 に超 音 波 空 力 音 響 振 動 を 与 え る こ と に よ っ て 微 粒 化 す る もの で あ

る 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:NZL..WHS.CMT

式 フ ァ イ ル名:WHS』ZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:WHSNZL51.FIG

表 フ ァ イ ル名:

キ ー ワ ー ド:噴 射 弁/微 細 噴 霧/振 動 に よ る 微 粒 化/ホ ィ ッ ス ル 形 噴 射 弁/

レ コー ド:火 炎 温 度 の 影 響

関 連 分 野:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の 影 響/定 圧 法/
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参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

1)千 葉 近 ほ か,"",第15回 液 体 微 粒 化 講 演 会 講 論 集,,一(1987-8)p

.97

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,He皿ispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 と そ の 特 徴

レコー ド番 号:46(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRNZL -ELEST

タ イ トル:静 電 微 粒 化 噴 射 弁

内容 説 明:燃 料 液 体 に 高 電 圧 を か け,表 面 張 力の 減 少 と 引 力 を 利 用 し て 微 粒 化 す

る も の で あ る 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:NZL_肌E.CMT

式 フ ァ イ ル 名:肌E_NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:ELENZL51.FIG

表 フ ァ イ ル名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照文 献

参照文 献

参照文 献

DB引 用 タグ

:噴 射 弁/微 細 噴 霧/静 電 微 粒 化 噴 射 弁/均 一 噴 霧/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の影 響/定 圧 法/

1)棚 沢,荒 木,"",日 本 機 械 学 会 誌 文 集(第2部),,37-298(1971

)p.1178

2)森 康 夫 ほ か,"",日 本 機 械 学 会 論 文 集(B),,47-421(1981)p.

1881

3)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(6)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-188(1976-12)p.73

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 と そ の 特 徴

レコー ド番 号:47(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号 、:SPRNZL-EFFER

タ イ トル:気 体 混 入 噴 射 弁

内 容 説 明:燃 料 液 体 中 に含 まれ る 微 小 気 泡 の 急 膨 張 に よ って 微 粒 化 を 行 う もの で

あ る。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:NZL.-EFF.CMT

式 フ ァ イル 名:

図 フ ァ イ ル 名:EFFNZL51.FIGEFFN肌52.FIGEFFN肌53.FIG
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表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文献

参 照文献

:噴 射 弁/気 体 混 入 噴 射 弁/気 体 の 膨 張 に よ る微 粒 化/二 相 流/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の 影 響/定 圧 法/

1)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

2)A.H.Lefebvreeta1.,'s",AIAAJournal(Propu1.Power),,4-4(

1988)p、293

参 照文 献3)柄 沢 ・ほか,"燃 料 の微 粒化 お よび燃 焼 に及 ぼす 高圧溶 解ガ スの 影響
"
,第10回 液 体 微 粒 化 講 演 会 講 論 集,,一(1982-8)p.25

DB引 用 タグ:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:DCBSNZL噴 射弁 とその 特徴

レ コ ー ド 番 号:48(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SPRNZLFLASH

タ イ トル:減 圧沸 騰噴射 弁

内容説明:急 減圧 にともな う燃料液体の沸騰を利用 して微粒化を行 うものである

o

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イル 名:NZL－ 肌A.C肝

式 フ ァイル名 、:肌A』ZLEXP

図 フ ァ イ ル名:FLANZL51.FIGFLAN肌52.FIGFLANZL53.FIG

表 フ ァイル名:

キー ワー ド:噴 射弁/熱 エ ネルギ/減 圧沸 騰 噴射弁/圧 力降 下/

レコー ド:火 炎温 度の 影響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/当 量比の影響/定 圧法/

参 照文献1)佐 藤 ほか,"単 孔 ノズル によ る過熱 噴流 の微 粒化 現象",日 本機 械学

会 論 文 集(B),,50-459(1984)p.2661

参 照 文 献2)A.S.P.Solomonetal.,"",AtomizationSprayTechnology,,1一

1(1985)p.53

参 照 文 献3)T.Inamuraetal.,"EffectiveTwin-FluidAtomizationofCoal－

WaterHixtureFuelbyApPlyingFlash-Boiling",Proc.4thInt.

Conf.LiquidAtomizationSpraySystems,,一(1988-8)P.65

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSNZL噴 射 弁 と その 特 徴

レ コ ー ド番 号:63(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:DSLHOLE-RSH

タ イ トル:ホ ール ノズ ルの概 要
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一
内容 説明

入 力版権 保有 者

入 力グル ープ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:ホ ー ル ノ ズ ル の 一 般 的 な 説 明

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC--82

:HOL_RSM.CMT

:

:PRENZL51.FIGPRENZL52.FIG

:

:噴 霧 特 性/噴 射弁/圧 力 噴射弁/デ ィーゼ ル噴射 弁/

:火 炎温 度 の影 響

:当 量 比 の影響/測 定結 果/定 圧 法/火 炎温度 の影 響/

1)廣 安博之,賓 諸幸 男,内 燃機 関,コ ロナ社(1900)p.116

2)小 林清志 ほか,燃 焼 工学,理 工学社(1900)p.79

:No)タ グ コー ド タ グタ イ トル

:1)NZLDSLHOLEホ ール ノズル

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権保有 者

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文献

参照文献

DB引 用 タグ

:64(1990-02-1001:00作 成)

:DROPHEAN_ .RSM

:平 均 粒 径 の 概 要

:平 均 粒 径 の 一 般 的 説 明

:永 井 伸 樹(東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:DRO_RSH.CMT

:

:

:

:粒 子 径/平 均 粒 径/噴 霧 特 性/噴 霧 粒 子 群/

:定 容 法

:当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)棚 沢 泰,"液 体 噴 霧 粒 群 の 大 き さの 表 わ しか た(そ の1)",機 械 の

研 究,養 賢 堂,15-4(1963)p.9

2)倉 林 俊 雄,"内 燃 機 関 技 術 者 の た め の 液 体 の 微 粒 化(3)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS _MEAN平 均粒 径

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権保 有者

:66(1990-02-1001:00作 成)

:SIZDSR _RSM

:粒 度 分 布 の 概 要

:粒 度 分 布 の 一般 的 な 説 明

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)
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入力 グル ープ

説 明 フ ァ イル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイ ル名

:JSMERC-82

:SIZ_.RSM.CMT

キ ー ワー ド:粒 度分 布/粒 子 径/噴 霧 粒子 群/噴 霧 特性/

レ コ ー ド:定 容 法

関連分野:当 量比の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照文 献1)棚 沢 泰,"液 体 噴 霧粒 群の 大 きさの表 わ しか た(そ の2)",機 械

の 研 究,養 賢 覧,15-6(1963)p.13

参 照文 献2)倉 林俊雄,"内 燃 機 関技 術者 の ための液 体 の微粒 化(3)",内 燃 機

関,山 海 堂,15-183(1976-9)p.57

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)DROPS-SIZDSR粒 度 分 布

レ コ ー ド 番 号:67(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:S肌SIMP-RSM

タイ トル:単 純式渦巻噴射弁の概要

内容説明:単 純式渦巻噴射弁の概要説明

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:SMP-RSM.CMT

式 フ ァイル名:

図 フ ァ イ ル 名:SWLNZL51.FIG

表 フ ァイル名:

キーワー ド:噴 射弁/単 純式噴射弁/渦 巻 噴射弁/圧 力噴射弁/

レコー ド:火 炎温 度の 影響

関連分野:当 量比の影響/測 定結果/火 炎温度の影響/定 圧法/

参照 文献1)小 林 清志 ほ か,燃 焼 工学,理 工学 社(1900)p.83

参 照 文 献2)N.Do皿browski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.209

参 照 文 献3)A.H.Lefebvre,Ato皿izationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)N肌SWL-SIMPL単 純 式

レ コ ー ド番 号:68(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:PRESSFAN_RSH

タ イ トル:フ ァンスプ レイノズ ルの概 要

内容説 明:フ ァン スプ レイノズ ルの概 要説 明
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入力版権保有者:永 井 伸樹(東 北大学工学部)

入力 グルー プ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 ファイル名

表 ファイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:FAN._RSM.CMT

:

:FANNZL51.FIG

:

:噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル/偏 平 噴 霧/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/

1)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p,209

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLPRESS-FANフ ァ ン ス プ レ イ 噴 射 弁

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権保有者

入力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファ イル名

図 ファ イル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:69(1990-02-1001:00作 成)

:IMPLQLQ _RSM

:液/液 衝 突 形 噴射 弁 の概 要

:液/液 衝 突 形 噴 射 弁 の 概 要 説 明

:稲 村 隆 夫(永 井伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:LQL _RSM.CMT

:

:IMPNZL51.FI61MPNZL53.FIG

:

:噴 射 弁/衝 突 式 噴 射 弁/液/液 衝 突 形/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/

1)Y.Tanasawaetal.,"TheAtooizationofI、iquidsbyMeansofF

latImpinge皿ent",TechnologyReportsofTohokuUniversity,,

22-(1957)p.73

2)N.Dombrowski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.209

3)八 柳 信 之,"金 属 添 加 炭 化 水 素 ロ ケ ッ ト の 燃 焼 特 性",日 本 航 空 宇 宙

学 会 誌,,37-427(1989-8)p.393

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLIHP..LQLQ液/液 衝 突 形

レコー ド番号 70(1990-02-1001:00作 成)
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ID番 号:EXTCOLM-RSM

タイ トル

内容説 明

入力版 権保有 者

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参照 文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:液 柱 形 外 部 混 合 気 流 噴 射 弁 の 概 要

:外 部 混 合 液 柱 形 気 流 噴 射 弁 の 概 要 説 明

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:COL_.RSH.CMT

:

:EXTNZL51.FIG

:

:噴 射 弁/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 柱 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の 影 響/定 圧 法/

1)抜 山,棚 沢,"液 体 微 粒 化 の 実 験(第3報)",日 本 機 械 学 会 論 文 集

,,5-18(1939)p.68

2)G.E.LorenzettoandA.H.Lefebvre,"ts,AIAAJournal,,15-7(1

977)p.1006

3)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT-COLUM液 柱 形

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

入 力版 権保 有者

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照 文献

参照文献

参照文献

:71(1990-02-1001:00作 成)

:EXTFILM. -RSM

:液 膜 形 外 部 混 合 気 流 噴 射 弁 の 概 要

:外 部 混 合 液 膜 形 気 流 噴 射 弁 の 概 要 説 明

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-・82

:FIL_RSH.CMT

:

:EXTNZL52.FIG

:

:噴 射 弁/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 膜 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の 影 響/定 圧 法/

1)A.RizkallaandA.H.Lefebvre,''",JournalofFluidsEngineeri

ng,,97-3(1975)p.316

2)T.InamuraandN.Nagai,"TheRelativePerformanceofExternal

lyandInternallyMixedTwin-FluidAto皿isers",Proc.3rdInt.

Conf.LiquidAto皿izationSpraySystems,,一(1985-7)P.0

3)A.H.Lefebvre,Atomi2ationandSprays,He皿ispherePub.(1900)
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DB引 用 タグ

P.1

:No)タ グ コ ・・一・ド タ グ タ イ トル

:1)N肌EXT-FILM液 膜 形

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

:72(1990-02-1001:00作 成)

:BLANTL _RSM

:中 間 混 合 形 気 流 噴 射 弁 の 概 要

:中 間 混 合形 気 流 噴 射 弁 の 概 要 説 明

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力グ ル ープ

説 明 フ ァイル名

式 ファ イル名

図 ファイル 名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:NTI、 ._RSM.CMT

:

:NTLNZLO8.FIGNTLNZLIO.FIG

:

:噴 射 弁/中 間 形/気 流 噴 射 弁/二 相 流/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/当 量 比 の 影 響/定 圧 法/

1)P.J.MullingerandN.A,Chigier,''",J.Inst.Fuel,,47-(1974)

p.251

2)W.B.Bryceetal.,　 oilDroPletProductionandSizeMeasureme

ntfromaTwinFluidAtomiserUsingRealFluids",Proc.1stI

nt.Conf.LiquidAtomizationSpraySystems,,一(1978-8)P.259

3)N.Nagaieta1.,"CombinedTwin-FluidAtomizerwithCavityFl

uidDisperser",Proc.1stInt.Conf、LiquidAtomizationSprayS

yste血s,,一(1978-8)p.209

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLBLAST -NTL中 間 混 合 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:73(1990-02-1001:00作 成)

:ROTDSKRSH

:回 転 円 板 に よ る液 体 微 粒 化 の 概 要

:回 転 円 板 に よ る液 体 微 粒 化 の 概 要 説明

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グル ープ

説明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

:JSMERC-82

:DSK _RSM.CMT

:

:ROTNZL51.FIG

:

:噴 射弁/回 転円板/均 一噴霧/高 粘度液体の微粒化/

:火 炎温度の影響
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関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/当 量比の影響/定 圧法/

参 照 文 献1)Y.Tanasawaeta1.,"",Proc.lstInt.Conf.LiqしlidAtomization

SpraySystems,,一(1978-8)p.165

参 照 文 献2)N.Dombrowski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,Acade皿icPress(1900)P.209

参 照 文 献3)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)N肌ROTRY-DSK回 転 円 板

レ コ ー ド番 号:74(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTCUP_RSM

タイ トル:回 転カップによる液体微粒化の概要

内容説明:回 転カップによる液体微粒化の概要説明

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イル 名:CUP-RSH.CMT

式 フ ァイル名:

図 フ ァ イル 名:ROTNZL52.FIG

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:噴 射弁/回 転 カ ップ 噴射 弁/バ ー ナ/液 膜形/

レコー ド:火 炎温 度 の影響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/当 量比の影響/定 圧法/

参 照 文 献1)R.P.Fraseretal.,"",Chem.Eng.Sci.,,18-(1963)p.315

参 照 文 献2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcadeoicPress(1900)p.209

参 照 文 献3)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,He田ispherePub.(1900)

P.1

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-CUP回 転 カ ッ プ

レ コ ー ド番 号:75(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:DSLHOLE-001

タイ トル:棚 沢 ・豊 田の研 究

内容 説明:ホ ール ノズル に対す る棚沢 ・豊 田の研 究で,使 用 ノズ ルを 図[PRENZL

051に 、 平 均 粒 径 の 実 験 式 を 式 【PRE-0051に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説明 フ ァイル 名:

式 フ ァ イル 名:PRE_NZLEXP
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図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文献

DB引 用 タグ

:PRENZLO5.FIG

:噴 射 弁/平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/当 量 比 の 影 響/測 定 結 果/定 容 法/

1)Y.TanasawaandS.Toyoda,"OntheAtomizationofaLiquidJet

IssuingfromaCylindricalNozzle",Tech.ReportofTohokuU

niversity,,19-2(1955)p.135

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLDSL ..HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権 保有者

入 力グ ル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァ イル名

図 ファイ ル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:79(1990-02-1001:00作 成)

:DSLHOLE _.002

:慶 安 ・角 田 の 研 究

:ホ ー ル ノ ズ ル に 対 す る廣 安 ・角 田 の研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を 図[

PRENZLO6]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式{PRE -006】 に示 す 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:

:PRE_NZL.EXP

:PRENZLO6.FIG

:

:噴 射 弁/平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)H.HiroyasuandT.Kadota,"FuelDropletSizeDistributionin

aDieselCombustionCha血ber",SAETransaction,,一(1974)P.

0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLDSL _HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版権保有者

入力グループ

説明ファイル名

式ファイル名

:80(1990-02-leO1:00作 成)

:DSLHOLEOO3

:Elkotbの 研 究

:ホ ー ル ノ ズ ル に 対 す るElkotbの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を 図{PR

ENZLO7]に 、 生 成 噴 霧 の平 均 粒 径 を 式[PRE -007]に 示 す 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:

:PRE _NZL.EXP
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図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:PRENZLO7.FIG

:平 均 粒 径/噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)M.M.Elkotb,"FuelAtomizationforSprayHodeling",Prog.Ene

rgyCo皿bust.Sci.,,8-1(1982)P.61

:No)タ グ コ 一一 ド タ グ タ イ トル

:1)N肌DSLHOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:81(1990--02-1001:00作 成)

:DSLHOLE _004

:MerringtonandRichardsonの 研 究

:ホ ー ル ノ ズ ル に 対 す るMerringtonandRichardsonの 研 究 で 、 生 成

噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式{PRE-OOI】 に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

参照文献

DB引 用タグ

:JSMERC-82

:

:PRE_NZL.EXP

:

:

:平 均 粒 径/噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.C.MerringtonandE.G.Richardson,"TheBreak-UpofLiquidJ

ets",Proc.Phys.Soc.London,,59-33(1947)P.1

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLDSL _HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:82(1990-02-1001:00作 成)

:DSLHOLEOO5

:Panasenkovの 研 究

:ホ ー ル ノ ズ ル に 対 す るPanasenkovの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を

式[PRE-002】 に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹 言東北大学工学部)

入 力グループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

:JSMERC・-82

:

:PRE_NZL.EXP
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図 フ ァイル名

義 フ ァイル 名

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照 文献

参照 文献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)N.J.Panasenkov,ts)t,Zh.Tekh.Fiz.,,21-(1951)P.160

2)A.H.Lefebvre,Ato田izationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLDSL_HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコ ー ド番 号:83(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:DSLHOLE-006

タ イ トル:Harmonの 研 究

内 容 説 明:ホ ー ル ノ ズ ル に対 す るHar肋nの 研 究 で、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[

PRE-003]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イル 名:PRE_NZL.EXP

図 フ ァ イ ル名:

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)D、B◆Har皿on,,,,,,J.FranklinInst.,,259-(1955)P.519

2)A.H.Lefebvre,Ato血izationandSprays,He皿ispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLDSL -HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコ ー ド番 号:84(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:DSLHOLE..OO7

タ イ トル:Miesseの 研 究

内 容 説 明:ホ ー ル ノ ズ ル に 対 す るMiesseの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を 図IPR

ENZLO41に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[PRE..OO4】 に 示 す 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イ ル 名:PRE-NZL.EXP
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図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照 文献

DB引 用 タグ

PRENZLO4.FIG

:平 均 粒 径/噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)C.C.Miesse,"CorrelationofExperimentalDataontheDisinte

grationofLiquidJets",Ind.Eng.Chem.,,47-9(1955)P.1690

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLDSL-HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコ 一頃ド番号:85(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SWLSIMP.-OO1

タ イ トル:Radcliffeの 研 究

内 容 説 明:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に 対 す るRadcliffeの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒

径 を 式[S肌 一〇〇2]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル名:SWL-NZL.EXP

図 フ ァ イル 名:

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照 文献

参照文献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.Radcliffe,HighSpeedAerodynamicsandJetPropulsion・Pri

ncetonUniversityPress(1900)p.1

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub・(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLSWL..SIM肌 単 純 式

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:86(1990-02-1001:00作 成)

:SWLSIMP._002

:Jasujaの 研 究

:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に 対 す るJasajaの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を

式[S肌 一〇〇3]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

:JSMERC-82

:

:SWL_NZL.EXP
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図 フ ァイ ル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.K.Jasuja,"AtomizationofCrudeandResidualFuelOils",A

SMEJ.,Eng.Power,,101-2(1979)P.250

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLS肌_SIHPL単 純 式

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容 説 明

:87(1990-02-1001:00作 成)

:SWLSIMPOO3

:Babuetal.の 研 究

:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に対 す るBabueta1.の 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均

粒 径 を 式 【SWL_004】 に 示 す。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:SWL_NZL.EXP

:

:

:平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)K.R.Babuetal.,"PredictionofMeanDropSizeofFuelSpray

sfro皿SwirlSprayAto皿izers",Proc.2ndInt.Conf.LiquidAto血

izationSPraySystems,,一(1982)p.99

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLSWL ..SIMPL単 純 式

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:88(1990-02-1001:00作 成)

:SWLSIMPOO4

:Jonesの 研 究

:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に対 す るJonesの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を 図

{SWLNZLO51に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[S肌 一〇〇5]に 示 す 。

入 力版 権保有 者:稲 村 隆 夫(永 井伸 樹:東 北 大学工学部)

入 力グ ルー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル 名:
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式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:SWL_NZL.EXP

:SWLNZLO5.FIG

:平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.R.Jones,"DesignOptimizationofaLargePressure-JetAtom

izerforPowerP}ant",Proc.2ndInt.Conf.LiquidAtomization

SpraySystems,,一(1982)p.181

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)N肌SWL-SIMPL単 純 式

レコ ー ド番 号:89(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SWLSIMP-005

タ イ トル:Lefebvreの 研 究

内 容 説 明:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に 対 す るLefebvreの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径

を 式{SWL-006]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イ ル 名:SWL-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/圧 力 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/単 純 式 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.H.Lefebvre,GasTurbineCombustion,Hemisphere(1900)P.1

2)A.H.Lefebvre,Ato皿izationandSprays,He田ispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLSWL-SIMPL単 純 式

レ コー ド番 号:90(1990-・02-1001:00作 成)

ID番 号:SWLSIMP_006

タ イ トル:WangandLefebvreの 研 究

内 容 説 明:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に 対 す るWangandLefebvreの 研 究 で 、 生 成 噴 霧

の 平 均 粒 径 を 式[SWL.,OO7]に 示 す 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:
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式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 ファイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参 照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:SWL _NZL.EXP

:平 均 粒 径/単 純 式 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)X.F.WangandA.H.Lefebvre,"MeanDropSizesfromPressure-Sw

irlNozzles",AIAAJ.Propu1.Power,,3-1(1987)P.11

2)A・H・Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLSWL ..SIMPL単 純 式

レコ ー ド番 号:91(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SWLSIMP -007

タ イ トル:棚 沢 ・小 林 の 研 究

内 容 説 明:単 純 式 渦 巻 噴 射 弁 に対 す る棚 沢 ・小 林 の 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を

図[S肌NZL101に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式{SWL -OIO]に 示 す 。

入 力 版 権 保有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-・82

説 明 フ ァイ ル 名:

式 フ ァ イル 名:S肌 －NZL.EXP

図 フ ァ イル 名:SWLNZLIO.FIG

表 フ ァイ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)Y・TanasawaandK.Kobayasi,''",TechnologyRep.TohokuUniv.,

,20-(1955)p.27

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLSWL -SIMPL単 純 式

レ コー ド番 号:92(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:SWLSIMP -oes

タ イ トル:Strausの 研 究

内 容 説 明:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に対 す るStrausの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を

式[SWL..009】 に 示 す 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力グ ル ー プ:JSHERC・-82

説 明 フ ァ イル 名:
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式 フ ァ イ ル 名:S肌 －NZLEXP

図 フ ァイル名:

表 フ ァイル名:

キーワー ド:平 均粒径/単 純式噴射弁/圧 力噴射弁/渦 巻噴射弁/

レコー ド:火 炎温 度の影 響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)R.Straus,"",Ph.D.Thesis,UniversityofLondon,(1900)p.1

参 照 文 献2)N.Do田browski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLS肌 －SIMPL単 純 式

レ コ ー ド番 号:93(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:S肌SIMP-009

タ イ トル:Darne11の 研 究

内容説 明:単 純形 渦巻 噴射 弁 に対 す るDarnellの 研 究 で、生 成 噴霧 の平均粒径

を 式ISWL-0111お よ び 式IS肌 一〇121に 示 す 。 両 式 の 違 い は 平 均 粒 径 の表

示 法の違 い に よる。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァ イル 名:S肌 －NZL.EXP

図 フ ァイル名:

表 フ ァイル名:

キーワー ド:平 均粒径/単 純式噴射弁/渦 巻噴射弁/圧 力噴射弁/

レコー ド:火 炎温 度の 影響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)W.H.Darnell,"",Ph.D.Thesis,UniversityofWisconsin,(190

0)P.0

参 照 文 献2)N.Do田browski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLS肌 －SIHPL単 純 式

レ コ ー ド 番 号:94(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:S肌SIHP-010

タ イ トル:Knightの 研 究

内容 説明:単 純形 渦巻 噴射 弁 に対す るKnightの 研究 で、生 成 噴霧 の平均粒 径を

式ISWL-0131に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)
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入力 グルー プ

説 明 フ ァ イル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル 名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

JSMERC--82

SWLNZL.EXP

:平 均 粒 径/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)B.E.Knight,''",Proc.Instn.Mech.Engrs.,,169-(1955)P.93

2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p,65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLSWL-SIHPL単 純 式

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:95(1990-02-1001:00作 成)

:SWLSIMPO11

:Weinbergの 研 究

:単 純 形 渦 巻 噴 射 弁 に 対 す るWeinbergの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径

を 式[SWL-.014jに 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル 名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照 文献

参照文 献

DB引 用 タグ

:JSHERC-82

:

:SWL_NZL.EXP

:

:

:平 均 粒 径/単 純 式 噴 射 弁/渦 巻 噴 射 弁/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)S.Weinberg,,,',,Proc.Instn.Mech.Engrs.,,18-(1952)P.240

2)N.Dombrowski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLS肌 －SIMPL単 純 式

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:96(1990-02-1001:00作 成)

:ROTDSKOO1

:棚 沢 ・ほ か の 研 究

:回 転 円 板 微 粒 化 装 置 に対 す る 棚 沢 ・ほ か の 研 究 で 、 使 用 微 粒 化 装 置 を

図[ROTNZLO2]に 、 生 成 粒 子 の 最 大 粒 径 を 式[ROT-0021,式[ROT-007]お

よ び 式[ROT-OIO]に 示 す 。 最 大 粒 径 の 式 の 違 い は 分 裂 領 域 の 違 い に よ
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る 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァ イ ル 名:ROT-NZL.EXP

図 フ ァ イル 名:ROTNZLO2.FIG

表 フ ァイル名:

キー ワー ド:粒 子 径/噴 霧特 性/回 転 円板/回 転微粒 化/

レコー ド:燃 料 分子構 造の影 響

関連分野:測 定結果/定 圧法/定 容法/燃 料分子構造の影響/

参 照 文 献1)Y.Tanasawaetal.,"EffectofShapeofRotatingDisksandCu

psonLiquidAtomization",Proc.1stInt.Conf.LiquidAto皿iza

tionSPraySystems,,一(1978)p.165

DB引 用 タ グ:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

レ コ ー ド 番 号:97(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK-002

タ イ トル:松 本 ・ほか の研究

内容説明:回 転円板微粒化装置に対する松本 ・ほかの研究で、生成粒子の平均粒

径 を 式IROT-003]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァ イル 名:ROT』ZL.EXP

図 フ ァイ ル 名:ROTNZLO3.FIG

表 ファイル名:

キー ワー ド:粒 子径/噴 霧特 性/回 転 微粒 化/回 転 円板/

レコー ド:燃 料分 子構 造の影 響

関連分野:測 定結果/定 圧法/定 容法/燃 料分子構造の影響/

参 照 文 献1)松 本 ほ か,"",J.Chem.Eng.Jpn.,,7-(1974)p.13

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)N肌ROTRY』SK回 転 円 板

レ コ ー ド 番 号:98(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK-003

タ イ トル:松 本 ・高 島の 研究

内容 説 明:.回 転 円板 微粒 化装 置 に対す る松 本 ・高 島の研 究で、生 成 粒 子の平 均粒

径 を 式[ROT-0061に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)
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入 力グル ープ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル 名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

DB引 用 タグ

JSMERC-82

ROTNZL.EXP

ROTNZLO6.FIG

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.226

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY -DSK回 転 円 板

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

:99(1990-02-1001:00作 成)

:ROTDSKOO4

:大 山 ・遠 藤 の 研 究

:回 転 円 板 微 粒 化 装 置 に対 す る 大 山 ・遠 藤 の 研 究 で 、 使 用 微 粒 化 装 置 を

図[ROTNZLO5]に 、 生 成 粒 子 の 平 均 粒 径 を 式tROT-005]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:ROT _NZL.EXP

:ROTNZLO5.FIG

:

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)大 山 ・遠 藤,"",化 学 工 学,,17-(1953)p.256

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY』SK回 転 円 板

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:100(1990-02-1001:00作 成)

:ROTDSKOO5

:茅 野 ・紙 屋 の 研 究

:回 転 円 板 微 粒 化 装 置 に 対 す る 茅 野 ・紙 屋 の 理 論 的 な 研 究 で 、 平 均 粒 径

の 理 論 式 を 式[ROT_008】 に示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

:JSMERC-82

:

:ROT_NZL.EXP
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図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.KayanoandT.Kamiya,"CalculationoftheMeanSizeofthe

DropletsPurgedfromtheRotatingDisk",Proc.1stInt.Conf.L

iquidAtomizationSpraySystems,,一(1978)P.133

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLROTRY』SK回 転 円 板

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:101(1990-02-1001:00作 成)

:ROTDSKOO6

:Barの 研 究

:回 転 円 板 微 粒 化 装 置 に 対 す るBarの 研 究 で、 生 成 粒 子 の 最 大 粒 径 を

式{ROT-OO1]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 ファ イル名

図 ファ イル名

表 フ ァ イル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:ROT_NZL.EXP

:

:

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)P.Bar,''",Dr.Eng.dissertation,TechnicalCollege,Karlsruhe

,(1900)p.1

2)A.H.1、efebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY -DSK回 転 円 板

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:102(1990-e2-1001:00作 成)

:ROTDSKOO7

:WaltonandPrewettの 研 究

:回 転 円 板 微 粒 化 装 置 に 対 す るWaltonandPrewettの 研 究 で 、 生 成 粒

子 の 最 大 粒 径 を 式 【ROT-004】 に 示 す 。

入 力版 権保有 者:稲 村隆 夫(永 井伸 樹:東 北 大学工 学部)

入 力グ ループ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:
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式 フ ァイ ル名

図 フ ァイ ル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分 野

参照 文 献

ROTNZL.EXP

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)W.H.WaltonandW.G.Prewett,''",Proc.Phys.Soc.LondonSect.B,

,62-(1949)p.341

参 照 文 献2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

DB引 用 タ グ:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY』SK回 転 円 板

レ コ ー ド 番 号:103(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK_008
1

タ イ ト ル:FraserandEisenklamの 研 究

内 容 説 明:回 転 円 板 微 粒 化 装 置 に 対 す るFraserandEisenklamの 研 究 で 、 生 成

粒 子の算術 平 均粒 径を 式{ROT-0101に 示 す。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:ROT-NZL.EXP

図 ファ イル名:

表 フ ァイ ル名:

キ ー ワー ド:粒 子径/噴 霧 特性/回 転 微粒 化/回 転円板/

レコー ド:燃 料 分 子構 造 の影 響

関連分野:燃 料分子構造の影響/測 定結果/定圧法/定 容法/

参 照 文 献1)R.P.FraserandP.Eisenklam,"LiquidAtomizationandtheDrop

SizeofSprays",Trans.Inst.Chem.Eng.,,34-(1956)P.294

参 照 文 献2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub,(1900)

p.65535

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

レ コ ー ド 番 号:104(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTCUP-001

タ イ トル:Frasereta1.の 研 究

内容説 明:回 転円板微 粒 化装 置 に対 す るFrasereta1.の 研 究 で、使用 微粒 化

装 置 を 図IROTNZL121に 、 生 成 粒 子 の 算 術 平 均 粒 径 を 式[ROT_0121に 示

す 。
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入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:ROT_NZL.EXP

:ROTNZL12.FIG

:

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/回 転 カ ッ プ/液 膜 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.P.Fraseretal.,"TheAtomizationofaLiquidSheetbyan

ImpingingAirStream",Che皿.Engng.Sci。,,18-(1963)p.6553

5

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

13)NZLROTRY-CUP回 転 カ ッ プ

レコ ー ド番号:106(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTCUP -002

タ イ トル:HinzeandMilbornの 研 究

内 容 説 明:回 転 カ ップ 微 粒 化 装 置 に対 す るHinzeandMilbornの 研 究 で 、 生 成

粒 子 の 算 術 平 均 粒 径 を 式 【ROT_013]に 示 す 。

入 力 版 権 保有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:ROT..NZL.EXP

図 フ ァ イル 名:

表 フ ァイ ル名:

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 カ ッ プ/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)J.0.HinzeandH.Milborn,"AtomizationofLiquidsbyMeansof

aRotatingCup",ApP1.Mech.(ASMEJourna1),,17-2(1950)P

.145

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,He田ispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-CUP回 転 カ ッ プ

レコー ド番号

ID番 号

107(1990-02-1001:00作 成)

ROTCUP_003
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タ イ トル:Hegeの 研 究

内 容 説 明:回 転 カ ッ プ 微 粒 化 装 置 に対 す るHegeの 研 究 で 、 生 成 粒 子 の 算 術 平 均

粒 径 を 式 【ROT-014]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:

式 フ ァ イル 名:ROT-NZL.EXP

図 フ ァ イル 名:

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照 文献

参照 文献

DB引 用 タグ

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 カ ッ プ/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)H.Hege,''",Aufbereit.Tech.,,3-(1969)p.142

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY ...CUP回 転 カ ッ プ

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:110(1990-02-1001:00作 成)

:ROTDSKOO9

:Friedmaneta1.の 研 究

:回 転 ホ イ ー ル 微 粒 化 装 置 に 対 す るFriedmaneta1.の 研 究 で 、 生 成

粒 子 の 平 均 粒 径 を 式[ROT-0301に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グル ープ

説 明 ファイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参照 文 献

参照 文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:ROT _NZL.EXP

:

:

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)S.J.Friedmanetal.,''",Chem.Eng.Prog.,,48-4(1952)P.181

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ 一一 ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

レコー ド番号

ID番 号

111(1990-02-1001:00作 成)

ROTDSKO10
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タイ トル

内容説明

:HerringandMarsha11の 研 究

:回 転 ホ イー ル 微 粒 化 装 置 に対 す るHerringandMarshallの 研 究 で 、

微 粒 化 装 置 を 図[ROTNZL15]に 、 生 成 粒 子 の 平 均 粒 径 を 式 【ROT_015]に

示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファ イル名

図 ファイル名

表 フ ァ イル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:ROT _NZL.EXP

:ROTNZL15.FIG

:

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)W.H.HerringandW.R.Marshall,''",J.Am.Inst.Chem.Eng.,,1-2

(1955)p.200

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

レ コー ド番 号:112(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK-011

タ イ トル:Frasereta1.の 研 究

内 容 説 明:回 転 ホ イー ル 微 粒 化 装 置 に対 す るFraseretal.の 研 究 で 、 生 成 粒

子 の平 均 粒 径 を 式[ROT_032]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イ ル名:ROT.-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル名:

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円板/

レコ ー ド:

関連分野

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.P.Fraseretal.,''",Br.Chem.Eng.,,2-9(1957)p.196

2)A.H.Lefebvre,Ato皿izationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY-DSK回 転 円 板

レ コ ー ド 番 号:113(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK..012
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タ イ トル:Scotteta1.の 研 究

内 容 説 明:回 転 ホ イー ル 微 粒 化 装 置 に 対 す るScottetal.の 研 究 で 、 生 成 粒 子

の 平 均 粒 径 を 式{ROT -033]に 示 す 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー一・プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:ROT_NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:

表 フ ァイ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:粒 子 径/噴 霧 特 性/回 転 微 粒 化/回 転 円 板/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)M◆N.Scottetal◆,",,,J.Pharm.Sci.,,53-6(1964)P.670

2)A.H.Lefebvre,Ato皿izationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY -DSK回 転 円 板

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:114(1990-02-1001:00作 成)

:EXTCOLMOO1

:抜 山 ・棚 沢 の 研 究

:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す る抜 山 ・棚 沢 の 研 究 で 、 使 用 噴 射 弁

の 構 造 を 図[EXTNZLO1]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式tEXT ..OO1]に 示 す

o

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:EXT-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:EXTNZLOI.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 柱 形/

:火 炎温 度 の 影 響

:火 炎温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)抜 山 ・棚 沢,"液 体 微 粒 化 の 実 験(第4報)",日 本 機 械 学 会 論 文 集

,,5-18(1939)p.68

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT_COLUM液 柱 形

レコー ド番号

ID番 号

115(1990-02-1001:00作 成)

EXTCOLMOO2
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タイ トル

内容説明

:LorenzettoandLefebvreの 研 究

:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るLorenzettoandLefebvreの 研

究 で 、 使用 噴 射 弁 の 構 造 を 図[EXTNZLO2]に 、 生 成 噴霧 の 平 均 粒 径 を 式

[EXT-002】 に示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工学部)

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:EXT ._NZL.EXP

:EXTNZLO2.FIG

:

:平 均 粒 径/外 部 混 合 形/気 流 噴 射 弁/液 柱 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)G.E.LorenzettoandA.H.Lefebvre,　 MeasurementsofDropsize

onaPlainJetAirblastAto血izer",AIAAJourna1,,15-7(197

7)p.1006

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT -COLUM液 柱 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:116(1990--02-1001:00作 成)

:EXTCOLHOO3

:Jasujaの 研 究

:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るJasujaの 研 究 で 、 使 用 噴 射 弁 の

構 造 を 図[EXTNZLO3】 に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[EXT-003jに 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:EXT-NZL.EXP

:EXTNZLO3.FIG

:

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 柱 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.K.Jasuja,"Plain-JetAirblastAtomizationofAlternativeL

iquidPetroleumFuelsunderHighAmbientAirPressureCondit

ions",ASMEPaper82-GT-32,,一(1982)P.1

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLEXT -COLUM液 柱 形

レコー ド番号 117(1990-02-1001:00作 成)
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ID番 号:EXTCOLM.-OO4

タ イ トル:RizkandLefebvreの 研 究

内容 説 明:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す るRizkandJasujaの 研 究 で 、 使

用 噴 射 弁 の 簡 単 な 構 造 と実験 装 置 の 概 略 を 図[EXTNZLO4]に 、 生 成 噴 霧

の 平 均 粒 径 を 式[EXT-004」 に示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:EXT_NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:EXTNZLO4.FIG

表 フ ァイ ル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 柱 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)N.K.RizkandA.H.Lefebvre,　 SprayCharacteristicsofPlain-J

etAirblastAtomizers",J.Eng.GasTurbinesPower(Trans.ASME)

,,106-(1984)p.639

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT _COLUM液 柱 形

レ コー ド番 号:118(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:PRESSFAN -001

タ イ トル:Dormanの 研 究

内容 説 明:フ ァ ン ス プ レイ ノ ズ ル に 対 す るDormanの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒

径 を 式[FAN-OO1]に 示 す 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:

式 フ ァ イ ル 名:FAN-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:

表 フ ァ イル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル/圧 力 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.G.Dorman,''",Br.J.Appl.Phys.,,3-(1952)p.189

2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS-FANフ ァ ン ス プ レ イ 噴 射 弁
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レ コー ド番 号:119(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:PRESSFAN-002

タ イ トル:Strausの 研 究

内 容 説 明:フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル に対 す るStrausの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒

径 を 式 【FAN-002】 に示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ,イル 名:

式 フ ァ イ ル名:FAN-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/圧 力 噴 射 弁/フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.Straus,"f',Ph.D.Thesis,UniversityofLondon,(1900)P.0

2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS-FANフ ァ ン ス プ レ イ 噴 射 弁

レ コー ド番 号:122(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:PRESSFAN-003

タ イ トル:Fraseretal.の 研 究

内 容 説 明:フ ァ ン ス プ レイ ノ ズ ル に対 す るFrasereta1.の 研 究 で 、 生 成 噴 霧

の 平 均 粒 径 を 式 【FAN_003】 に示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イル 名:FAN-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル名:

表 フ ァ イル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照 文献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/圧 力 噴 射 弁/フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.P.Fraseretal.,''",A.1.Ch.E.Journal,,8-(1962)P.672

2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLPRESS-FANプ ア ン ス プ レ イ 噴 射 弁
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レコ ー ド番 号:123(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:PRESSFAN-004

タ イ トル:DombrowskiandHooperの 研 究

内 容 説 明:フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル に対 す るDombrowskiandHooperの 研 究 で 、

実 験 装 置 の 概 略 を 図[FANNZLO4]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[FAN_0

04]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:FAN-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:FANNZLO4.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワ ー ド:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/圧 力 噴 射 弁/フ ァ ン ス プ レ イ ノ ズ ル/

レ コー ド:火 炎 温 度 の 影 響

関 連 分 野:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

参 照 文 献1)N.DombrowskiandP.C.Hooper,"",Chem.Engng.Sci.,,17-(196

2)P.291

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS-FANフ ァ ン ス プ レイ噴 射 弁

レコ ー ド番 号:124(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:PRESSFAN -005

タ イ トル:BriffaandDombrowskiの 研 究

内 容 説 明:フ ァ ン スプ レイ ノ ズ ル に対 す るBriffaandDombrowskiの 研 究 で 、

実 験 装 置 の 概 略 を 図 【FANN肌05]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式{FAN_0

05]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イル 名:FAN-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:FANNZLO5.FIG

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワ ー ド:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/圧 力 噴 射 弁/フ ァ ンス プ レ イ ノ ズ ル/

レコ ー ド:火 炎 温 度 の 影 響

関 連 分 野:火 炎温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

参 照 文 献1)F.BriffaandN.Dombrowski,"",A.1.Ch.E.Journa1,,12-(1966

)p.708

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLPRESS_FANフ ァ ン スプ レイ噴 射 弁
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レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版 権保有 者

入 力グル ープ

説 明 ファイル名

式 ファイル名

図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:125(1990-02-1001:00作 成)

:IMPLQLQ_001

:棚 沢 ら の 研 究

:液/液 衝 突 形 噴 射 弁 に 対 す る 棚 沢 らの 研 究 で 、 実 験 装 置 の 概 略 を 図[

IMPNZLO2]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[IMP _002】 に 示 す 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSHERC-82

:

:IHP_NZL◆EXP

:IMPNZLO2.FIG

:

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/衝 突 式 噴 射 弁/液/液 衝 突 形/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)Y.Tanasawaeta1.,"TheAtomizationofLiquidsbyMeansofF

latImpingement　 ,TechnologyReportsoftheTohokuUniversit

y,,22-(1957)p.73

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLIHP -LQLQ液/液 衝 突 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:126(1990-02-1001:00作 成)

:IHPLQI、Q_002

:Fryeta1.の 研 究

:液/液 衝 突 形 噴 射 弁 に 対 す るFryetal.の 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均

粒 径 を 式 【IMP_003]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グルー プ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 ファイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:IMP_NZL.EXP

:

:

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/衝 突 式 噴 射 弁/液/液 衝 突 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)J.F.Fryeta1.,,'",Instn.FireEngrs.Q.,,14-(1954)p.14

2)N.Dombrowski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLIMP_LQLQ液/液 衝 突 形
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レ コー ド番 号:127(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:IMPLQLQ-003

タ イ トル:DombrowskiandHooperの 研 究

内 容 説 明:液/液 衝 突 形 噴 射 弁 に 対 す るDombrowskiandHooperの 研 究 で 、 液

/液 衝 突 装 置 の概 略 を 図 【IMPNZLO41に 、 生 成 噴霧 の 平 均 粒 径 を 式[IH

P-004】 に示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イル 名:IMP-NZLEXP

図 フ ァ イル 名:IMPNZLO4.FIG

表 フ ァ イル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/衝 突 式 噴 射 弁/液/液 衝 突 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)N.DombrowskiandP.C.Hooper,',",J.FluidMech.,,18-(1964)

P.392

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLIMP_LQLQ液/液 衝 突 形

レコー ド番 号:128(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:IMPLQLQ..OO4

タ イ トル:Ingeboの 研 究

内 容 説 明:液/液 衝 突 形 噴射 弁 に 対 す るIngeboの 研 究 で 、 生 成 噴霧 の 平 均 粒 径

を 式{IHP-0051に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イル 名:IHP-NZL.EXP

図 フ ァ イル 名:

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/衝 突 式 噴 射 弁/液/液 衝 突 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.D.Ingebo,''",N.A.C.A.TechnicalNoteNo.4222,,一(1958)P

.0

2)N.Dombrowski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLIMP -LQLQ液/液 衝 突 形
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レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:129(1990-02-1001:00作 成)

:IMPLQLQ _005

:DombrowskiandHooperの 研 究

:液/液 衝 突 形 噴射 弁 に対 す るDo皿browskiandHooperの 研 究 で、 生

成 噴霧 の 平 均 粒 径 を 式[IMP-0061お よ び 式 【IMP-007]に 示 す 。 両 式 の違

い は 実 験 条 件 の 違 い に よ る 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 ファ イル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-・82

:

:IMP_.NZL.EXP

:

:

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/衝 突 式 噴 射 弁/液/液 衝 突 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)N.DombrowskiandP.C.Hooper,''",Fuel,,41-(1962)P.323

2)N.Dombrowski,Bioche皿icalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLIMP-LQLQ液/液 衝 突 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

:130(1990-02-1001:00作 成)

:EXTFILHOO1

:稲 村 ・永 井 の 研 究

:液 膜 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す る稲 村 ・永 井 の 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル

の 構 造 を 図[EXTNZL30]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式{EXT-030】 に示 す

o

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参 照文献

JS}{ERC-82

EXTNZL.EXP

EXTNZL30.FIG

:平 均 粒 径/気 流 微 粒 化/外 部 混 合 形/液 膜 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)T.InamuraandN.Nagai,"TherelativePerformanceofExternal

lyandInternallyMixedTwin-FluidAto血izers",Proc.3rdInt.

Conf.LiquidAtomizationSpraySystems,,一(1985-7)P.0
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DB引 用 タグ :No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT-FILM液 膜 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:131(1990-02-1001:00作 成)

:EXTFILM ._002

:RizkallaandLefebvreの 研 究

:液 膜 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るRizkallaandLefebvreの 研 究

で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を 図{EXTNZL10]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[

EXT -010]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァ イル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参照 文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:EXT _NZL.EXP

:EXTNZL10.FIG

:

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 膜 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)A.RizkallaandA.H.Lefebvre,"TheInfluenceofAirandLiqui

dPropertiesonAirBlastAtomi2ation,,,J.FluidsEng.(ASMEJ

ourna1),,97-3(1975)P.316

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT. .FILM液 膜 形

レ コー ド番 号:132(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTFILM -003

タ イ トル:Jasujaの 研 究

内 容 説 明:液 膜 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るJasujaの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の

構 造 を 図iEXTNZL11]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[EXT-011】 に示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イ ル 名:EXT-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:EXTNZLI1.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワ ー ド:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 膜 形/

レコ ー ド:火 炎温 度 の 影 響

関 連 分 野:火 炎温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

参 照 文 献1)A.K.Jasuja,"AtomizationofCrudeandResidualFuelOils",A

SMEJ.,Eng.Power,,101-2(1979)P.250
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DB引 用 タグ :No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLEXT.-FILM液 膜 形

レコ ー ド番 号:133(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTFILM ..OO4

タ イ トル:Lefebvreの 研 究

内 容 説 明:液 膜 外 部混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るLefebvreの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の

平 均 粒 径 を 式[EXT_012]に 示 す 。

入 力版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:

式 フ ァ イル 名:EXT.-NZL.EXP

図 フ ァ イ ル 名:

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 膜 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/火 炎 温 度 の 影 響/

1)A.H.Lefebvre,"AirblastAtomization",Pro9.EnergyCombust.Sc

i.,,6-(1980)p.233

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT-FILM液 膜 形

レコ ー ド番 号:134(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTFILM-005

タ イ トル:E1-ShanawanyandLefebvreの 研 究

内 容 説 明:液 膜 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るE1-ShanawanyandLefebvreの

研 究 で 、 使 用 ノズ ル の 構 造 を 図 【EXTNZL13]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を

式 【EXT-013]に 示 す 。

入 力版 権 保有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:EXT-NZLEXP

図 フ ァ イ ル 名:EXTNZL13.FIG

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワ ー ド:平 均粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 膜 形/

レコー ド:火 炎温 度 の 影 響

関 連 分 野:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

参 照 文 献1)M.S.M.R.E1-ShanawanyandA.H.Lefebvre,"AirblastAto田ization
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:TheEffectofLinearScaleonHeanDropSize",JournalofE

nergy,,4-4(1980)p.184

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLEXT-FILM液 膜 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

入 力版 権保 有者

入 力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 ファ イル名

図 ファ イル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参照 文 献

DB引 用 タグ

:135(1990-02-1001:00作 成)

:EXTFILMOO6

:Fraseretal.の 研 究

:液 膜 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す るFrasereta1.の 研 究 で 、 使 用

回 転 カ ップ の 構 造 を 図[EXTNZL141に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[EXT-

014】お よび 式[EXT-032]に 示 す 。 式[EXT -014】 は 式 中 に 液 体 流 量 お よび

回 転 カ ップ の 寸 法 を 、 式[EXT-032]は カ ップ 出 口 に お け る液 膜 厚 さ を

含 ん で い る 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:

:EXT-_NZL.EXP

:EXTNZL14.FIG

:

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 膜 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.P.Fraseretal.,"TheAtomizationofaLiquidSheetbyan

ImpingingAirStream",Chem.Engng.Sci.,,18-(1963)p.339

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT-FILM液 膜 形

レコ ー ド番 号:143(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:BLAINT -OOI

タ イ トル:佐 賀 井 らの 研 究

内 容 説 明:内 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す る佐 賀 井 らの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造

を 図[INTNZLO2]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[INT_0021に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イル 名:INT_NZLEXP

図 フ ァ イ ル 名:INTNZLO2.FIG

表 フ ァ イ ル 名:

キ ー ワ ー ド:平 均 粒 径/二 相 流/気 流 噴射 弁/内 部 混 合 形/

レコ ー ド:火 炎 温 度 の 影 響
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関連分野

参照文献

DB引 用 タグ

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)T.Sakaieta1.,,,CharacteristicsofInternalMixingTwin-Flu

idAtomizer",Proc.1stInt.Conf.LiquidAtomizationSpraySys

teos,,一(1978)p.235

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLBLAST-INT内 部 混 合 形

レコ ー ド番 号:144(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:BLAINT-002

タ イ トル:永 井 ・稲 村 の 研 究

内 容 説 明:内 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す る稲 村 ・永 井 の 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の構

造 を 図{INTNZLO4】 に、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 と気 液 流 量 比 の 関 係 を 図l

INTNZLOsjに 、 平 均 粒 径 と空 気 速 度 の 関 係 を 図[INTNZLO6]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:

式 フ ァ イ ル 名:

図 フ ァ イ ル名:INTNZLO4.FIGINTNZLO5.FIGINTNZLO6.FIG

表 フ ァイ ル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均粒 径/二 相流/内 部混合 形/気 流 噴射 弁/

:火 炎温 度の 影響

:火 炎温 度の 影響/測 定 結果/定 圧法/定 容 法/

1)永 井 ・稲 村,"気 流 による固 体面 上 の液体 の 分裂(第3報)",第9

回液体 微粒 化講演 会 講論集,,一(1981-6)p.47

:No)タ グコー ド タグタ イ トル

:1)NZL肌ASTＬNT内 部混 合形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:145(1990・ ・02・・1001:00作 成)

:BLAINT_003

:Wig9の 研 究

:内 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す るWig9の 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径

を 式[INT-0011に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

:JSMERC-82

:

:INT._NZL.EXP

:

:

:平 均粒径/二 相流/内 部混合形/気 流噴射弁/

:火 炎温度の影響
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関連分野

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)L.D.Wig9,"DroP-SizePredictionsforTwinFluidAto皿izers",

J.lnst.Fuel,,27-(1964)p.500

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLBLAST-INT内 部 混 合 形

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

:146(1990-02-1001:00作 成)

:BLANTLOO1

:稲 村 ・永 井 の 研 究

:中 間混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す る稲 村 ・永 井 の 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構

造 を 図[NTLNZLO6」 に、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式 【NTL-0061に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グル ープ

説明 フ ァ イル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:NTL _NZL.EXP

:NTLNZLO6.FIG

:

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/中 間 混 合 形/噴 霧 特 性/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)T.InamuraandN.Nagai,"TheRelativePerformanceofExterna1

1yandInternallyHixedTwin-FluidAto皿izers',,Proc.3rdInt

.Conf.LiquidAtomizationSpraySystems,,一(1985-7)P.0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLBLAST-NTL中 間 混 合 形

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:147(1990-02-1001:00作 成)

:EXTCOLMOO7

:Elkotbetal.の 研 究

:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るElkotbetal.の 研 究 で 、 使 用

ノ ズ ル の 構 造 を 図IEXTNZL31]に 、 生 成 噴霧 の 平 均 粒 径 を 式IEXT..031】

に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グル ープ

説明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

:JSMERC-82

:

:EXT_NZL.EXP

:EXTNZL31.FIG

:

K
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ドー

ド

ワ

ー

ー

コ

キ

レ

:平 均粒径/気 流噴射弁/外 部混合形/液 柱形/

:火 炎温度の影響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)H.M.Elkotbetal.,"InvestigationofExterna1-Mixingair-bla

stAtomizers",Proc.2ndInt.Conf.LiquidAtomizationSprayS

ystems,,一(1982)p.107

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLBLAST -NTL中 間 混 合 形

:3)NZLEXT -COLUH液 柱 形

レ コ ー ド番 号:148(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:BLANTL_003

タ イ トル:Simmonsの 研 究

内容説 明:中 間混 合形 気流 噴射 弁 に対 す るSimmonsの 研 究で 、生 成 噴霧の 平均

粒 径 を 式[NTLOO51に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工学部)

入 力 グ ル ープ:JSMERC-82

説明 フ ァイル名:

式 フ ァ イ ル名:NTL-NZLEXP

図 ファ イル名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:平 均粒径/噴 霧特性/中 間混 合形/気 流 噴射 弁/

レコー ド:火 炎温度 の影 響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)H.C.Simmons,"ThePredictionofSauterMeanDiameterforGas

TurbineFuelNozzlesofDifferentTypes",ASMEPaperNo.79－

WA/GT-5,,一(1979)p.0

参 照 文 献2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,He田ispherePub.(1900)

p.65535

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLBLAST -NTL中 間 混 合 形

レ コ ー ド番 号:149(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTCOm-010

タ イ ト ル:GretzingerandMarshallの 研 究

内 容 説 明:中 間 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るGretzingerandMarshallの 研 究 で

、 使用 ノズル の構造 を 図[EXTNZL35]に 、生成 噴霧 の平 均粒径 を 式[EX

T-035]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82
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説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:EXT _NZL.EXP

:EXTNZL35.FIG

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/中 間 混 合 形/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)J.GretzingerandW.R.Marshal1,Jr.,',CharacteristicsofPneum

aticAto血ization",A.1.Ch.E.Journal ,,7-2(1961)P.312

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)N肌BLAST -NTL中 間 混 合 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:150(1990-02-1001:00作 成)

:BLANTLOO5

:IngeboandFosterの 研 究

:中 間 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るIngeboandFosterの 研 究 で 、 生 成

噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[NTL-002]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル 名

式 ファイル名

図 ファ イル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照 文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:NTL _NZL.EXP

:

:

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/中 間 混 合 形/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.D.IngeboandH.H.Foster,"Drop-sizeDistributionforCross

-CurrentBreak-UpofLiquidJetsinAirStreams,,
,NACATNNo

.4087,,一(1957)p.0

2)A・H・Lefebvre,Ato皿izationandSprays,HemispherePub .(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLBLAST -NTL中 間 混 合 形

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

:151(1990-02-1001:00作 成)

:EXTCOLMOO8

:KimandMarshallの 研 究

:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す るKimandHarshallの 研 究 で 、 使

用 ノ ズ ル の 構 造 を 図[EXTNZL15]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[EXT -01

5]に 示 す 。

一159一



入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァ イ ル 名:EXT-NZLEXP

図 フ ァ イ ル 名:EXTNZL15.FIG

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:平 均粒 径/気 流 噴射 弁/外 部 混 合形/液 柱形/

レコー ド:火 炎温 度の 影響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)K.Y.KimandW.R.Harshall,"Drop-SizeDistributionsfromPneu

maticAtomizers",A.1.Ch.E.Journa1,,17-3(1971)P.575

DB引 用 タ グ:No)タ グ コー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLBLAST -NTL中 間 混 合 形

レ コ ー ド 番 号:152(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTC肌M-009

タ イ ト ル:WeissandWorshamの 研 究

内 容 説 明:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るWeissandWorsha田 の 研 究 で 、

使 用 ノズルの構 造 を図[EXTNZL22】 に、 生成 噴霧 の平均 粒径 を式 【EXT－

022】 に示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部),

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァ イル 名:EXT-NZLEXP

図 フ ァ イル 名:EXTNZL22.FIG

表 ファイル 名:

キー ワー ド:平 均粒径/気 流 噴射 弁/外 部 混合 形/液 柱形/

レコー ド:火 炎温度 の影響

関連分野:火 炎温度の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)H.A.WeissandC.H.Worsham,"AtomizationinHighVelocityAir

－Strea血s"
,ARSJournal,,29-4(1959)P.252

`

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZL肌AST-NTL中 間 混 合 形

レ コ ー ド 番 号:153(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:BLANTLOO8

タ イ トル:Ingeboの 研 究

内容 説明:中 間混 合形 気流噴 射弁 に対 す るIngeboの 研 究で、 生 成噴 霧 の平均粒

径 を 式[NTL-004]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工学部)
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入力 グル ープ

説 明 ファ イル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC・-82

:NTLNZL.EXP

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/中 間 混 合 形/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)R.D.Ingebo,"AtomizationofLiquidSheetsinHighPressureA

irflow",ASMEPaperNo.HT-・WA/HT-27,,一(1984)P.0

2)A.H.Lefebvre,AtomizationandSprays,HemispherePub.(1900)

p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZL肌AST _NTL中 間 混 合 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

:163(1990-02-1001:00作 成)

:EXTCOLMOO5

:Bitronの 研 究

:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す るBitronの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の

構 造 を 図[EXTNZL21]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式 【EXT..021]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワ ー ド

レコー ド

関 連 分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSHERC-82

:

:EXT_NZL.EXP

:EXTNZL21.FIG

:

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 柱 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)M.Bitron,''",Ind.Engng.Chem.,,47-(1955)P.23

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT -C肌UM液 柱 形

レ コー ド番 号:164(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTCOLM -006

タ イ トル:Mayerの 研 究

内 容 説 明:液 柱 外 部 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に 対 す るMayerの 研 究 で 、 生 成 噴 霧 の 平

均 粒 径 を 式{EXT..023]に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82
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説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:EXT_NZL.EXP

:平 均 粒 径/気 流 噴 射 弁/外 部 混 合 形/液 柱 形/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)E.Mayer,"t',A.R.S.Journal,,31-(1961)P.1783

2)N.Do皿browski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLEXT-COLUM液 柱 形

レコ ー ド番 号:167(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:肌ANTL-009

タ イ トル:Wiggの 研 究

内容 説 明:中 間 混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す るWiggの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の 構 造 を

図[NTLNZLO71に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式tNTL-0071に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:

式 フ ァ イル名:NTL..NZL.EXP

図 フ ァ イ ル名:NTLNZLO7.FIG

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/中 間 混 合 形/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)L.D.Wig9,,,Drop-SizePredictionsforTwinFluidAtomizers',,

J.Inst.Fue1,,27-(1964)p.65535

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLBLAST.-NTL中 間 混 合 形

レコ ー ド番 号:177(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK-.013

タ イ トル:Ryleyの 研 究

内 容 説 明:回 転 円 板 式 微 粒 化 装 置 に対 す るRyleyの 研 究 で 、 生 成 粒 子 の 平 均 粒

径 を 式[ROT_0111に 示 す 。

入 力 版 権 保 有 者:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:
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式 フ ァイ ル 名:ROT_NZLEXP

図 ファイル名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:平 均 粒 径/噴 霧 特性/高 粘度 液体/回 転 円板/

レコー ド:燃 料 分 子構 造の影 響

関連分野:燃 料分子構造の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)D.J.Ryley,"",Br.J.AppLPhys.,,10-(1959)p.180

参 照 文 献2)N.Do皿browski,BiochemicalandBiologicalEngineeringScience

,V.2,AcademicPress(1900)p.65535

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLROTRY』SK回 転 円 板

レ コ ー ド 番 号:178(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:ROTDSK -014

タ イ トル ・:大 山 ・遠 藤 の 研 究

内容説明:回 転円板式微粒化装置に対する大山 ・遠藤の研究で、実験装置の概略

を 図[ROTN肌 一161に 、 生 成 粒 子 の 平 均 粒 径 を 式IROT-016]に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説明 ファイル名:

式 フ ァ イ ル 名:ROT-NZLEXP

図 フ ァ イ ル名:ROTN肌16.FIG

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:平 均粒 径/微 粒化 法/高 粘度 液体/回 転 円板/

レコー ド:燃 料分 子構 造 の影響

関連分野:燃 料分子構造の影響/測 定結果/定 圧法/定 容法/

参 照 文 献1)大 山 ・遠 藤,"",化 学 工 学,,17-(1953)p.269

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:DNZLROTRY -DSK回 転 円板

レ コ ー ド 番 号:180(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:EXTFILH-007

タ イ トル:新 井 ・橋本 の研 究

内容説明:液 膜外部混合形気流微粒化に対す る新井 ・橋本の研究で、微粒化装置

の 構 造 を 図[EXTNZL321に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式[EXT-032]に 示 す

o

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル 名:

式 フ ァ イ ル 名:EXT-NZL.EXP
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図 フ ァイル名

表 フ ァイル 名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照 文献

DB引 用 タグ

EXTNZL32.FIG

:平 均 粒 径/気 流 微 粒 化/外 部 混 合 形/液 膜 形/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)T.AraiandH.Hashimoto,"DisintegrationofaThinLiquidShe

etinaCocurrentGasStream　 ,Proc.3rdInt.Conf.LiquidAtom

izationSPraySystems,,一(1985-7)p.0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLEXT-FILM液 膜 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:181(1990-02-1001:00作 成)

:BLAINTOO4

:丹 野 らの 研 究

:内 部混 合 形 気 流 噴 射 弁 に対 す る丹 野 らの 研 究 で 、 使 用 ノ ズ ル の構 造 と

実験 装 置 の 概 略 を 図[INTNZLO7】 に、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 と気 液 質 量 流

量 比 の 関 係 を 図[INTNZLO81に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイ ル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:

:INTNZLO7.FIGINTNZLO8.FIG

:

:平 均 粒 径/内 部 混 合 形/高 粘 度 液 体/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)S.Tannoeta1.,,'AtomisationofHighViscosityLiquidbyPne

umaticNozzle",Proc.3rdInt.Conf.LiquidAtomizationSprayS

ystems,,一(1985-7)p.0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZL肌AST-INT内 部 混 合 形

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

:183(1990-02-1001:00作 成)

:NZLVIBOO1

:吉 田 ・永 井 の 研 究

:振 動 式 噴射 弁 に対 す る吉 田 ・永 井 の 研 究 で 、 実験 装 置 の 概 略 を 図 【VI

BNZLO1]に 、 ノ ズ ル 内 径 を パ ラ メー タ に、 液 体 噴 出 速 度 と振 動 周 波 数

に対 す る均 一 液 滴 生 成 領 域 を 水 の 場 合 にっ い て 図{VIBNZLO2]に 示 す 。

ま た生 成 液 清 掻 は 式[VIB-OO11で 与 え られ る 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)
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入力 グルー プ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 ファイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参照 文献

DB引 用 タグ

JSMERC-82

:VIB _NZL.EXP

:VIBNZLO1.FIGVIBNZI.02.FIG

:噴 流/振 動 微 粒 化/均 一 液 滴/電 歪 素 子/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)吉 田 ・永 井,"振 動 に よ る均 一 粒 径 液 滴 群 の 生 成 に関 す る研 究(第1

報)",日 本 機 械 学 会 論 文 集(B),,46--401(1980-1)p.171

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL ..VIBRT振 動 式 噴 射 弁

レコー ド番 号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

:184(1990-02-1001:00作 成)

:NZLVIB _002

:荒 木 ・増 田 の 研 究

:振 動 式 噴 射 弁 に 対 す る 荒 木 ・増 田 の 研 究 で 、 微 粒 化 装 置 を 図{VIBNZL

O31に 、 振 動 周 波 数 と擾 乱 波 波 長 に 対 す る均 一 液 滴 生 成 領 域 を 図[VIB

NZLO4】 に示 す 。 こ こで 生 成 液 滴 径 は 式[VIB -001】 で 示 され る 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力グ ルー プ

説 明 フ ァイル 名

式 ファイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:

:VIB _NZL.EXP

:VIBNZLO3.FIGVIBNZLO4.FIG

:

:粒 子 径/振 動 微 粒 化/均 一 液 滴/噴 流/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)N.ArakiandA.Masuda,"ProductionofDropletsofUniformSiz

ebyVibration",Proc.1stInt.Conf.LiquidAtomizationSpray

Systems,,一(1978-8)p.173

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZLVIBRT振 動 式 噴 射 弁

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

:185(1990-02-1001:00作 成)

:NZLVIBRSH

:振 動 式 噴 射 弁 の 概 要

:振 動 式 噴 射 弁 の 概 要 説 明

入 力版 権保有 者:稲 村 隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工 学部)

入力 グル ープ:JSMERC-82
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説 明 フ ァ イル名

式 フ ァイル名

図 ファイル名

VIBRSM.CMT

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:粒 子径/噴 流/振 動 微粒 化/均 一液滴/

レコー ド:燃 料分 子構造 の影 響

関連分野:燃 料分子構造の影響/定 容法/当 量比の影響/火 炎温度の影響/

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL-VIBRT振 動 式 噴 射 弁

レ コ ー ド 番 号:186(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:NZLVIB-003

タイ トル:朴 木 らの研 究

内容説明:電 歪素子による液滴生成に関する朴木 らの研究で、ノズルの構造を図

{VIBNZLO51に 、生 成 液滴 の算 術 平均粒径 と振 動周波 数 の関係 を印加 電

圧 を パ ラ メー タ に 図[VIBNZL-061に 示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説明 フ ァイル名:

式 ファ イル名:

図 フ ァ イ ル 名:VIBNZLO5.FIGVIBNZm6.FIG

表 ファイル名:

キー ワー ド:粒 子径/電 歪 素子/振 動微 粒化/均 一液 滴/

レコー ド:燃 料 分子 構造 の影響

関連分野:燃 料分子構造の影響/当 量比の影響/定 容法/火 炎温度の影響/

参照文 献1)朴 木 ら,"電 歪素 子 に よる液 滴の 生成 に関す る研 究",第11回 液体微

粒 化 講 演 会 講 論 集,,一(1983-8)p.47

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRN肌 －VIBRT振 動 式 噴 射 弁

レ コ ー ド番 号:187(1990-02-1001:00作 成)

ID番 号:NZLROTRY-BDY

タ イ トル:回 転体

内容説明:回 転体 による微粒化の方法

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:ROTRYBDY.CHT

式 フ ァイル名:

図 フ ァ イル 名:ROTNZL18.FIGROTNZL19・FIGROTNZL20・FIGROTNZL21・FIG

表 フ ァイル名:
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キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

:粒 子 径/均 一 液 滴/回 転 に よ る 微 粒 化/回 転 体/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/当 量 比 の 影 響/定 容 法//

1)大 黒 ほ か,"回 転 体 表 面 か ら の 液 体 の 微 粒 化(第1報)",日 本 機 械

学 会 誌 文 集(B),,54-501(1988-5)p.1170

2)N.Nagaietal.,"LiquidAtomizationandFiberFor皿ationfrom

theSurfaceofaRotatingBody",Proc.4thInt.Conf.LiquidA

tomizationSpraySystems,,一(1988-8)p、325

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL ..ROTRY回 転 式 噴 射 弁

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:188(1990-02-1001:00作 成)

:PRENZLREC

:非 円 形 ノ ズ ル

:非 円形 ノ ズ ル よ り液 体 を 噴 出 し、 液 噴 流 に鎖 状 の 変 形 を お こ させ 、 そ

の 一節 ご との 切 断 に よ って 均 一 液 滴 を 得 る もの で あ る 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)

入力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファイル名

図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文献

参照文献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:PRE _REC.CMT

:

:RECNZLO1.FIGRECNZLO2.FIG

:

:粒 子 径/噴 流/均 一 液 滴/圧 力噴 射 弁/

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 分 子 構 造 の 影 響/当 量 比 の 影 響/定 容 法//

1)倉 林 ・柄 沢,"非 円 形 ノ ズ ル に よ る均 一 流 の 発 生(第1報)",日 本

機 械 学 会 論 文 集(B),,49-448(1983-12)P.2794

2)柄 沢 ほ か,"非 円 形 ノ ズ ル に よ る均 一 粒 の 発 生(第2報)",日 本 機

械 学 会 論 文 集(B),,51-471(1985-11)p.3720

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)SPRNZL..PRESS圧 力 噴 射 弁

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:190(1990-02-1001:00作 成)

:DSLHOLEOO8

:田 端 らの 研 究

:高 圧 雰 囲 気 下 で の ホー ル ノ ズ ル に 対 す る 田 端 らの 研 究 で 雰 囲 気 圧 力 、

噴 射 圧 力 、 液 体 粘 度 を 変 え な が ら平均 粒 径 の 測 定 を 行 っ て い る 。 実 験

装 置 の 概 略 を 図[PRENZLO8]に 、 生 成 噴 霧 の 平 均 粒 径 を 式{PRE-.008]に

示 す 。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北大学工学部)
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入 力グル ープ

説明 フ ァイル名

式 ファイル名

図 フ ァ イル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:PRE _NZL.EXP

:PRENZLO8.FIG

:平 均 粒 径/高 圧 雰 囲 気/圧 力 噴 射 弁/ホ ー ル ノ ズ ル/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)M.Tabataetal.,"TheSauterMeanDia皿eterofaDieselSpray

inanElevatedPressureEnviron皿ent",Proc.4thInt.Conf.Liq

uidAtomizationSpraySyste皿s,,一(1988-8)P.405

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLDSL-HOLEホ ー ル ノ ズ ル

レコー ド番号

ID番 号

タ イ・トル

内容説 明

:191(1990-02-1001:00作 成)

:BLANTLO11

:永 井 らの研 究

:永 井 らの開 発 によ る もの で、 内部 混合 気流 噴射弁 とホ イッ スル噴射弁

を組 み合 わせ た構 造 を してお り、 噴霧 角を 大 き く、 噴霧 速 度 を小 さ く

したい用途 に適 して いる。 またエ マル ジ ョン燃料 の噴 霧を 得 るこ とも

可 能で ある。

入力版権保有者:稲 村隆夫(永 井伸樹:東 北 大学工学部)

入力 グループ

説明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照文 献

DB引 用 タグ

:JSMERC-82

:NTL_011.CMT

:

:NTI、NZLIO.FIG

:

NTLNZLI1.FIGNTLNZL12.FIG

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/中 間 混 合 形/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)N.Nagaieta1.,"CombinedTwin-FluidAtomizerwithCavityFl

uidDisperser",Proc.1stInt.Conf.LiquidAtomizationSprayS

ystems,,一(1978-8)p.209

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)NZLBLAST-NTL中 間 混 合 形

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:192(1990-02-1001:00作 成)

:BLANTLO10

:Bryceetal.の 研 究

:ポ ィ ラ 一 等 に よ く 用 い ら れ て い るYジ ェ ッ ト ノ ズ ル に 対 す るBryce
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入 力版 権 保有 者

入 力グ ルー プ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル 名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

eta1.の 研 究 で あ る 。

:稲 村 隆 夫(永 井 伸 樹:東 北 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:NTL_010.CMT

:

:NTLNZLO8.FIGNTLNZLO9.FIG

:

:平 均 粒 径/噴 霧 特 性/中 間 混 合 形/気 流 噴 射 弁/

:火 炎 温 度 の 影 響

:火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/定 圧 法/定 容 法/

1)W.B.Bryceetal.,"OilDropletProductionandSizeMeasureme

ntfromaTwinFluidAtomiserUsingRealFluids",Proc.1stI

nt.Conf.LiquidAtomizationSpraySyste皿s,,一(1978-8)P.259

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)NZLBLAST -NTL中 間 混 合 形

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版権 保有 者:宮 内

入 力グ ルー プ

説 明 フ ァイル名:

式 ファイル名:

図 ファイル名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照文 献

DB引 用 タグ

:204(1989-7-614:15作 成)

:LBVD1

:層 流 燃焼速 度 の定 義

:層 流 燃焼速 度 は火 炎が 未然 ガ ス に流入 す る速 度の 火 炎面 に対す る垂直

な成 分 と して定義 され る。 これは火炎 の空 間 的移 動速 度 、 すな わち、

火 炎速度 とは 異な る もの で あ る。要す るに火 炎速 度 は未 燃混 合気 の速

度 に燃 焼速 度 を合 成 した もの とな って いる。

敏雄(東 京工 業 大学工 学部)

:JSMERC-82

:定 義/層 流 燃 焼/

:燃 焼 速 度

:燃 焼 速 度/定 常 燃 焼/

1)熊 谷 清 一 郎,岩 波 全 書1燃 焼1,岩 波 書 店(1976)p.4

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB _LBVOOOOO1層 流 燃 焼 速 度

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:205(1989-7-614:28作 成)

:LBVMI

:ブ ンゼ ン火 炎法 に よる層 流燃 焼速度の測定

:プ ンゼ ン火 炎で火 炎面積 と混 合 気の平均 流速 か ら燃焼 速 度 を求め る.
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火 炎面積 の測 定法(直 接写 真 法,シ ュ リー レン法,シ ャ ドウグ ラ フ法

な ど)で 異 な る面 積を与 えるが,シ ャ ドウ グラ フ法が最 も正 しい測 定

値 を与 える.誤 差 は ±20%.

入力版権保有者:宮 内 敏雄(東 京工業 大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:LBVM1.CMT

式 フ ァ イル 名:LBVM.EXP

図 フ ァ イル 名:LBVMIF1

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:燃 焼 速度/層 流燃焼/定 常燃 焼/ブ ンゼ ン法/燃 焼計測/

レコー ド:燃 焼速度

関連分野:定 常燃焼/層 流燃焼/乱 流燃焼/燃 焼速度/計 測/

参 照 文 献1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.135

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB-LBVOOOOO2層 流 燃 焼 速 度 の計 測 法

レ コ ー ド番 号:206(1989-7-614:35作 成)

ID番 号:LBVM2

タイ トル:管 内伝播法 による層流燃焼速度の測定

内容説明:管 内伝播法では可燃性混合気を詰めた管の一端で着火 し、他端に設け

た石鹸膜などにより未燃混合気の流速Vgを 測定 し、火炎速度VOか

らVgを 引 き、 式(LBVH2.EXP)に よ り層 流 燃 焼 速 度SLを 決 定 す る こ

とがで きる。火炎形 状 はほ ぼ放 物線形 とな り、 平面火 炎 とな らな い。

誤差 ±2鵬

入力版権保有者:宮 内 敏雄(東 京工業大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:LBVH2.CMT

式 フ ァ イル 名:LBVM2.EXP

図 フ ァ イル 名:LBVM2F1

表 フ ァイル名:

キーワー ド:燃 焼速度/層 流燃焼/管 内伝播法/測 定結果/燃 焼計測/層 流/計 測/

レコー ド:燃 焼速 度

関連分野:定 常燃焼/層 流燃焼/乱 流燃焼/燃 焼速度/予 測法///

参 照 文 献1)Kllo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.318

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB-LBVOOOOO2層 流 燃 焼 速 度 の 計 測 法

レ コ ー ド番 号:207(1989-7-614:42作 成)
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ID番 号:RC29EX-0001

タイ トル:寸 法効果研究分科会の実験 内容

内容 説 明:ガ スター ビ ン燃焼 器 とボイ ラ燃 焼器の 共通 部分を 考慮 した、燃 料 噴射

弁 とス ワー ラ周 りの部分模 型 に よる4種 の サ イズの燃 焼器 を用 いた燃

焼 実験 。燃 料 と噴 射弁 を変 えて実験 したもの.

入力版権保有者:岸 本 健(国 士舘大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:RC29001.CMT－

式 ファイル名:

図 フ ァイル 名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:RC報 告 書/寸 法 効 果/実 験 項 目/測 定 結 果/Thring-Newbyパ ラ メ ー タ/

レコー ド:管 内伝 播法

関 連 分 野:Cartettheory/乱 流 燃 焼/ブ ンゼ ン法/管 内 伝 播 法//

参 照文 献1)日 本 機械 学 会,RC29燃 焼 寸法効 果研 究分 科 会研 究成 果報 告書,日 本

機 械 学 会(1975-3-28)p.9

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

引用 してい るタグ はあ りませ ん.

レ コ ー ド 番 号:208(1990-2-21作 成)

ID番 号:LBVM3

タイ トル:定 容法 による層流燃焼速度の測定

内容説明:定 容法では、球状容器内の可燃性混合気が中心で点火 され、火炎形状

と圧力上昇の記録か ら層流燃焼速度SLが 決定される。断熱圧縮によ

り容器内の温度 と圧力は上昇する。定容法 による測定値は火炎背後の

非 平衡性 と壁 面へ の熱 損失 の ため に、 実際 の値 よ りも小 さ くな る。

入力版権保有者:宮 内 敏雄(東 京工業大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSHERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:LBVM3.CHT

式 フ ァ イ ル名:LBVH3E1.EXPLBVH3E2.EXP

図 ファ イル 名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:燃 焼 速度/層 流燃 焼/定 容法/測 定結果/燃 焼 計測/

レコー ド:燃 焼 速度

関連分野:定 常燃焼/層 流燃焼/乱 流燃焼/燃 焼速度//

参 照 文 献1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.319

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB -LBVOOOOO2層 流 燃 焼 速 度 の 計 測 法
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レ コー ド番 号:209(1989-7-614:60作 成)

ID番 号:LBVM4

タ イ トル:定 圧 法 に よ る層 流 燃 焼 速 度 の 測 定

内 容 説 明:定 圧 法 は石 鹸 泡 を 可 燃 性 混 合 気 で 満 た し、 中 心 で 着 火 したの ち 、 火 炎

速 度Vfla血eを 測 定 し、 式(LBVM4El)に 従 っ て層 流 燃 焼 速 度 を 求 め る

方 法 で あ る 。

入 力版 権 保 有 者:宮 内 敏 雄(東 京 工 業 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:LBVM4.CHT

式 フ ァ イル 名:LBVM4.EXP

図 フ ァイ ル 名:LBVM4Fl

表 フ ァ イル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参照 文献

DB引 用 タグ

:燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/定 圧 法/測 定 結 果/層 流/計 測/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/予 測 法/燃 焼 速 度//

1)Kuo、K.K◆,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)p.320

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB-LBVOOOOO2層 流 燃 焼 速 度 の 計 測 法

レコー ド番号:210(1989-7-615作 成)

ID番 号:LBVM5

タ イ トル:粒 子軌跡法 に よる層 流燃 焼速 度の測 定

内容説 明:可 燃性 混合 気 中 に酸 化 マグ ネ シウムな どの微 粒子 を混 入 し断続照明 の

も とで その粒 子軌 跡写真 が得 る。撮影 され た粒子 間隔 か ら火炎面 に流

入す る速度 を求め るこ とが で き層 流燃焼 速度 を決 定 す るこ とがで きる

。混 入 した粒 子が 触媒 と して作用 し燃 焼速度 に影 響 を与 え る可能性 が

あ る。

入 力版 権保有者:宮 内 敏雄(東 京 工業 大学 工学 部)

入 力 グルーープ:JSHERC-82

説 明 フ ァイル 名:

式 フ ァイル名:

図 フ ァイル名:LBVMsFILBVHsF2

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:燃 焼速 度/層 流 燃焼/粒 子軌跡 法/測 定結 果/層 流/計 測/

レコー ド:燃 焼速 度

関 連分 野:定 常燃 焼/層 流 燃焼/乱 流燃 焼/予 測 法/燃 焼 速 度//

参 照文 献1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.321

DB引 用 タグ:No)タ グ コー ド タグ タイ トル

一172一



引用 してい るタグ は あ りませ ん.

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版 権保有 者:宮 内

入 力グ ルー プ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル 名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照 文献

DB引 用 タグ

:211(590-7-615:04作 成)

:LBVM6

:平 面 火 炎法 に よ る 層 流 燃 焼 速 度 の 測 定

:多 孔 性 金 属 板 ま た は 直 径 が1mm以 下 の 細 管 を 束 ね た も の を 用 い る こ と

に よ り1次 元 平 面 火 炎 を 形 成 す る こ とが で き る 。 火 炎 面 に流 入 す る未

然 混 合 気 の 速 度 と して 燃 焼 速 度 を決 定 す る こ とが で き る 。 こ の方 法 は

15cm/s以 下 の 比 較 的 燃 焼 速 度 の 遅 い混 合 気 に しか 適 用 で きな い 。 測 定

精 度 は 高 い.

敏 雄(東 京 工 業 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:LBVM6.CMT

:LBVM6Fl

:燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/平 面 火 炎 法/測 定 結 果/層 流/計 測/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/予 測 法/燃 焼 速 度 〃

1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)p.322

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB..LBVOOOOO2層 流 燃 焼 速 度 の 計 測 法

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力版 権 保有者:宮 内

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 ファ イル名

図 ファ イル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

:212(1989-7-615:09作 成)

:LBVC1

:層 流燃 焼速 度 に対 す る 当量 比の影響

:層 流燃 焼速 度 に対 す る 当量 比の影響 は主 と して 当量比 の温 度 に対 す る

影響 に よ るもので あ る。一 般 に火 炎温 度が 最 高 とな る点 で燃焼速 度 も

最 大に な る と考 え るこ とが で きる。炭 化水 素 燃料 の場 合 、理論混 合比

ある いはわず か に理論 混合 比 よ り燃料 過剰 の 点で 燃焼 速度 は最 大 とな

る。

敏 雄(東 京 工業 大学 工学部)

:JSMERC--82

:LBCVIF1

:燃 焼速 度/層 流/化 学的影響/当 量比 の影響/測 定結 果/

:燃 焼速 度
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関連分野

参照文献

DB引 用 タグ

:層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度///

1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.309

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)CB -LBVOOOOO1層 流 燃 焼 速 度

:3)CB _LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に 与 え る 影 響

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

入 力版権保有 者:宮 内

入 力グ ループ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:213(1989-7・-615:16作 成)

:LBVC2

:層 流燃 焼 速 度 に対 す る 燃 料 分 子 構 造 の 影 響

:燃 料 の 構 成 メ チ ル グ ル ー プ 数 の 燃 焼 速 度 に 対 す る影 響 は分 子 構 造 の 影

響 で は な く火 炎温 度 の 影 響 で あ る と考 え られ て い る 。 また 、3種 類 の

族 にっ い て の 炭 素 数 の 燃 焼 速 度 に対 す る影 響 は 飽 和 炭 化 水 素 の温 度 伝

導 率 と 反 応 性 の 影 響 が 大 き い 。

敏 雄(東 京 工 業 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:LBVC2.CMT

:LBVC2FlLBVC2F2

:燃 焼 速 度/層 流/化 学 的 影 響/燃 料 分 子 構 造 の 影 響/測 定 結 果/

:燃 焼 速 度

:層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度///

1)Klio,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)p.310

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB -LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に与 え る影 響

レコーーード番号:214(1989-7-615:20作 成)

ID番 号:LBVC3

タイ トル:層 流燃 焼速 度 に対 す る添 加物 の影 響

内 容説 明:CO火 炎の 燃焼 速 度 は少 量の 水蒸 気 に よって 大幅 に増 加 し、水蒸 気を

含 むCO火 炎 の燃 焼速度 は少 量 の水素 または水素 を含 む燃料 の添加 に

よ り大幅 に増 加す るこ とが知 られ てい る。 また、不活 性な 添加物 に よ

り、燃 料 の温 度伝 導率 が変化 すれば、 燃焼 速度 も大幅 に変化 す る可能

性が あ る。

入 力版権保有 者:宮 内 敏 雄(東 京工業 大学 工学 部)

入 力グル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァ イル名:
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図 フ ァイル名

表 ファイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分野

参 照文献

DB引 用 タグ

:燃 焼 速 度/層 流/化 学 的 影 響/定 容 法/測 定 結 果/添 加 物 の 影 響/

:燃 焼 速 度

:層 流 燃 焼/燃 焼 速 度/乱 流 燃 焼//〃

1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.312

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB_LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に与 え る 影 響

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

入 力版 権保有 者:宮 内

入 力グル ープ

説 明 ファイル名

式 フ ァイル名

図 ファイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:215(1989-7-615:24作 成)

:LBVPI

:層 流 燃 焼 速 度 に対 す る圧 力 の 影 響

:CO火 炎 の 燃 焼 速 度 は 少 量 の 水 蒸 気 に よ っ て 大 幅 に増 加 し、 水 蒸 気 を

含 むCO火 炎 の 燃 焼 速 度 は 少 量 の 水 素 ま た は 水 素 を 含 む 燃 料 の添 加 に

よ り大 幅 に増 加 す る こ とが 知 られ て い る。 ま た、 不 活 性 な 添 加 物 に よ

り、 燃 料 の 温 度 伝 導 率 が 変 化 す れ ば 、 燃 焼 速 度 も 大 幅 に変 化 す る可 能

性 が あ る 。

敏 雄(東 京 工業 大 学 工 学 部)

:JSHERC-82

:LBVPlE1

:燃 焼 速 度/層 流/物 理 的 影 響/圧 力 の 影 響/測 定 結 果/

:燃 焼 速 度

:層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度///

1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.312

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

引 用 し て い る タ グ は あ り ませ ん.

レコー ド番号:216(1989-7-615:29作 成)

ID番 号:LBVP2

タイ トル:層 流燃 焼速 度 に対 する初期温 度の 影響

内容説 明:図(LBVP2F1)に 示 す よ うに層流燃焼 速度 は 初期温度 が 上昇 す る に した

が って増加 す る。 これ を式 で表す と式(LBVP2E1)の よ うにな り、mは

1.5か ら2の 範 囲 にある。

入力版 権保有 者:宮 内 敏雄(東 京工業 大学工 学部)

入力グ ループ:JSMERC-82
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説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:LBVPIE1

:LBVP2F1

:燃 焼 速 度/層 流/物 理 的 影 響/初 期 温 度 の 影 響/測 定 結 果/圧 力 の 影 響/

:燃 焼 速 度

:層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度////

1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)p.313

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:3)CB-LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に与 え る影 響

レコー ド番号:217(1989-7-615:32作 成)

ID番 号:LBVP3

タ イ トル:層 流燃 焼速 度 に対 す る火炎温 度の影響

内容説 明:図(LBVP3F1)に 示 す よ うに最 大層流燃焼 速度 は火 炎温 度の 上昇 に した

が って急激 に増加 す る。 この こ とか ら層流 燃 焼速 度 は本質 的 に火 炎温

度 によって決 定 され て いる とい うことが で きる。

入 力版 権 保有 者:宮 内 敏雄(東 京 工 業 大学 工学 部)

入 力グ ループ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァイル名:LBVP3E1

図 フ ァイル名:LBVP3F1

表 フ ァイル名:

キー ワー ド

レコー ド

関連 分 野

参照 文 献

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:燃 焼 速 度/層 流/物 理 的 影 響/火 炎 温 度 の 影 響/測 定 結 果/

:燃 焼 速 度

:層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度///

1),,(1900)p.313

2)Kuo,K.K.,PrinciplesofCo血bustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.313

3)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWiley&Sons(1986

)P.313

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

:3)CB-LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に 与 え る 影 響

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

:218(1989-7-615:37作 成)

:LBVP4

:層 流 燃 焼 速 度 に対 す る 温 度 伝 導 率 、 定 圧 比 熱 の 影 響
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内 容 説 明:図(LBVP4Fl)に3種 類 の不 活 性 ガ ス で 希 釈 され た メ タ ン ー酸 素 火 炎 の

燃 焼 速 度 を 示 す 。 酸 素 と不 活 性 ガ ス の 体 積 分 率 は0.21:0.79で あ る 。

He添 加 とAr添 加 の 燃 焼 速 度 の 差 は 混 合 気 の 温 度 伝 導 率 の 違 い に起 因 し

、Ar添 加 とN2添 加 の 燃 焼 速 度 の 差 は 混 合 気 の 定 圧 比 熱 の 違 い に起 因 す

る。

入 力版 権 保 有 者:宮 内 敏 雄(東 京 工 業 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァ イ ル 名:

図 フ ァ イ ル 名:LBVP4F1

表 フ ァイ ル 名:

キ ー ワー ド:燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/物 理 的 影 響/温 度 伝 導 率 の 影 響/定 圧 比 熱 の 影 響/測 定

結 果/層 流/圧 力 の 影 響/

レコー ド:燃 焼 速 度

関 連 分 野:層 流 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度//////

参 照 文 献1)Kuo,K.K.,PrinciplesofCombustion,JohnWi⊥ey&Sons(1986

)p.314

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB ..LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に与 え る影 響

:3)CBBASEOOOOO1燃 焼

レコー ド番号

ID番 号

タイ トル

内容説 明

入力版 権保有 者:岸 本

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 ファ イル名

図 ファ イル 名

義 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照文 献

DB引 用 タグ

:219(1989-7-615:39作 成)

:RCSC2900002

:燃 料 噴 射 弁 の 噴 射 流 量 特 性

:RCSC29で 、 供 試 燃 料 噴 射 弁(0.75か ら70GPH)で,灯 油 噴 霧 時 に

は 定 格 圧 力7atgに お い て 、 公 称 流 量 を 確 認 し た。 ま た 、 清 水 を 噴 霧 し

た場 合 は 、 公 称 流 量 の 概 ね120%を 得 て お り、 噴 霧 圧 力 の0.48乗 に 比 例

す る こ とを 確 か め て い る 。

健(国 士 舘 大 学 工 学 部)

:JSHERC-82

:none

:RC29003.FIG

:燃 料 分 子 構 造 の影 響/Chapman-Jouguetflow/燃 料 噴 射/噴 霧 流 量/

:管 内 伝 播 法

:管 内 伝 播 法/寸 法 効 果/非 定 常 燃 焼/定 容 法/

1)日 本 機 械 学 会,RC29燃 焼 寸 法 効 果研 究 分 科 会 研 究 成 果 報 告 書,日 本

機 械 学 会(1975-3-28)p.18

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル
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1)CBRC29000004噴 射流 量 特性 と分散 噴霧 量特性

レ コー ド番 号:220(1989-7-615:44作 成)

ID番 号:RCSC2900003

タ イ トル:燃 料 噴 射 弁 の 分 散 噴 霧 量 特 性

内 容 説 明:統 一 し た補 集 装 置(定 置 補 集 と 自然 通 風 式)を 用 い て 、 定 格(7atg)以

下 の圧 力 か ら定 格 以 上 の 圧 力 にお け る噴 霧 分 散 量 を 測 定 して い る 。 分

散 噴霧 量 はPeaktoPeakで 定 格 か ら10degず れ る こ と も あ り、 定 置 補

集 方 式 で は 、4っ の ピ ー ク を も っ 分 散 量 分 布 とな る こ と も あ る。

入 力 版 権 保 有 者:岸 本 健(国 士 舘 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイ ル 名:

式 フ ァ イ ル 名:

図 フ ァ イル 名:(参 照 文 献1)

表 フ ァイ ル 名:

キ ー ワ ー ド:燃 料 噴 射/Chapman・-Jouguetflow/噴 霧/

レコ ー ド:管 内伝 播 法

関 連 分 野:Cartettheory/管 内 伝 播 法 〃

参 照 文 献1)日 本 機 械 学 会,RC29燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会 研 究 成 果 報 告 書,日 本

機 械 学 会(1975-3・-28)p.20

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000004噴 射 流 量 特 性 と分 散 噴 霧 量 特 性

レコ ー ド番 号:221(1989-8-631:12作 成)

ID番 号:CBSIMCOLDOO1

タ イ トル:非 燃 焼 模 型 に よ る シ ミ ュ レー シ ョ ンの 問 題 点

内 容 説 明:

入 力版 権 保 有 者:岸 本 健(国 士 舘 大 学 工 学 部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イル 名:

式 フ ァイ ル 名:

図 フ ァ イル 名:

表 フ ァイ ル 名:

キ_ワ ー ド:非 燃 焼 模 型/シ ミ ュ レー シ ョン/問 題 点/

レ コー ド:管 内伝 播 法

関 連 分 野:寸 法 効 果/Cartettheory〃

参 照 文 献1)日 本 機 械 学 会,RC29燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会 研 究 成 果報 告 書 ・ 日本

機 械 学 会(1975-3-28)p.97

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000009水 流 模 型 に よ る炉 内混 合 過 程 推 定
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レ コ ー ド 番 号:222(1989-13-1631:48作 成)

ID番 号:TBVD1

タ イ トル:乱 流燃 焼速 度 の定義

内容説明:乱 流燃焼速度は層流燃焼速度 とは異な り、物理化学定数ではない。未

然 混合 気の 乱 流特性 に よって 大 きく影響 され る。

入力版権保有者:吉 田 亮(東 京電機大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:

式 フ ァイル名:

図 フ ァイル 名:

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド:高 負荷 燃焼/

レ コー ド:

関連分野:/

DB引 用 タ グ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBBASEOOOOO1燃 焼

レ コ ー ド 番 号:223(1989-13-17作 成)

ID番 号:RCSC29 -0001

タ イ トル:寸 法効果研究に用いられた燃焼器模型

内容 説明:φ125-500の ダ ク ト径 の 噴霧燃 焼器で、 部分 燃焼 模型 を採用 。燃 料は

白灯油 。 ス ワール燃焼 を させ、 燃焼器 の大 きさに よる燃焼 の 違 いを研

究 。

入力版権保有者:岸 本 健(国 士舘大学工学部)

入 力 グ ル ー プ:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:RC29001.CHT －

式 フ ァイル名:

図 フ ァ イ ル 名:RC29001.FIG －

表 フ ァイル名:

キ ー ワ ー ド:

レ コ ー ド:Cartettheory

関連分野:

参 照文 献1)日 本 機械 学会,RC29燃 焼寸 法効 果研 究分 科会研 究成 果報 告書,日 本

機 械 学 会(1975-3-28)p.6

DB引 用 タグ:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000002寸 法 効 果 研 究 用 燃 焼 器 模 型

:3)CB -BASEOOOO1燃 焼 特 性

レ コ ー ド 番 号:224(1989-13-1706:15作 成)
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ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力 版 権 保有 者:吉 田

入 力 グ ル ー プ

説 明 フ ァ イル 名:TBVM1.CMT

式 フ ァ イル 名:TBVMI.EXP

図 フ ァ イル 名:TBVHIFI

表 フ ァ イル 名:

キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文 献

参照文献

参照文献

DB引 用タグ

:TBVM1

:ブ ンゼ ン火 炎法 に よ る乱流 燃焼 速度の 測定

:ブ ンゼ ン火 炎 では、 面積法 お よび 角度 法 で燃 焼速度 を求め るが、 火 炎

帯 の前面 を決定 す る こ とが 難 しく、 一般 に は火 炎帯の平均 位置が 基準

面 にと られ る。 火 炎帯 に沿 って混 合気 の乱流 特性 が変化 し、 また周 囲

の 静止 大気 との混合 の 影響 も受 け る。

亮(東 京電 機 大学工 学部)

:JSHERC-82

:燃 焼 速 度/乱 流 燃 焼/燃 焼 計 測/ブ ン ゼ ン 法/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/

1)Cho,P.etal.,,,fs,16thSymposium(International)onCombus

tion,TheCombustionInstitute,一(1988)P.0

2)Grover,J.H.etal.,''",9thSymposium(lnternational)onCo

mbustion,AcademicPress,一(1963)P.0

3)Ballal,D.R.,",',ARSJournal,,A367-(1979)P.0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)CB _LBVOOOOO3層 流 燃 焼 速 度 に 与 え る 影 響

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力 版 権 保 有 者:吉 田

入 力 グ ル ー プ

説 明 フ ァイ ル 名:TBVM2.CHT

式 フ ァ イル 名:

図 フ ァ イル 名:TBVM2Fl

表 フ ァ イル 名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

:225(1989-13-1707:39作 成)

:TBVM2

:球 状伝 播火 炎 に よる乱 流燃 焼速 度 の測 定

:定 常 な未然 混 合気 の流 れ の中 で着 火 し、 伝播 の様 子か ら乱 流燃焼 速度

を 求め る方 法 と、密 閉容器 内で フ ァン または多孔 板な どで乱 れを発生

させ容器 中央 で着 火 し、 圧 力上昇 か ら乱流燃 焼速 度を求 め る方法が あ

る。 この方法 は火 花点火 機関 の条 件 と類 似 してい る。

亮(東 京電 機 大学工 学部)

:JSMERC-82

:燃 焼 速 度/乱 流 燃 焼/燃 焼 計 測/球 状 伝 播 火 炎 法/

:燃 焼 速 度

:予 測 法/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/

1)HoweJr.,N.M.,Shipman,C.W.andVranos,A・, ,9thSympos
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参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

iu血(lnternational)onCo皿bustion,AcademicPress,一(0)

P.0

2)Kido,H.eta1.,'"t,ASHE-JSMEThermalEngineeringJointCon

ference,JSME,4-(1983)p.0

3)Kozachenko,L.S.abdKuznetsov,1.L.,''",ARSJourna1,,1-

(1965)p.O

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)CBSI肌000001小 型 模 型 に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

レコー ド番 号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

入力 版権 保有 者:吉 田

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名:

図 フ ァイル名:TBVM3Fl

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:226(1989-13-1709:26作 成)

:TBVM3

:平 面火 炎 に よる乱流燃 焼速 度の測定

:平 面火 炎 に よる燃 焼速 度 の測定 は、流 線が 火 炎帯 に垂 直で あ るの で、

燃焼学 的 に厳 密 に燃焼 速度 を求め る上 で は興 味深 い方法 で あ る。 平面

火 炎バ ーナ を用 い る方 法 と、淀み流 れを用 い る方法 が あ り、 最近 では

淀 み流 れを用 い る方法 が積 極的 に研 究 され てい る。

亮(東 京電 機 大学工学 部)

:JSMERC-82

:TBVM3.CMT

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/平 面 火 炎 法/淀 み 流 れ/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼//

1)Povinelli,L.A.andFuchs,A,E.,''",8thSymposium(lnternat

iona1)onCo皿bustion,Williams&Wilkins,一(1962)P,0

2)Cho,P.eta1.,''",16thSy凪posium(International)onCombus

tion,TheCombustionInstitute,一(1988)P.0

3)Liu,Y.andLenze,B.,''",16thSymposium(International)on

Combustion,TheCombustionInstitute,一(988)P.8

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBSIMOOOOOO2数 値 計 算 シ ミ ュ レ 一一シ ョ ン

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

:227(1989-13-1712:25作 成)

:TBVM4

:V型 火 炎 によ る乱 流燃 焼速度 の測 定

:ノ ズル な どで一様 な速 度分 布を持 つ未 然混 合 気流 を作 り、 出口 に保 炎

器 を置 きV型 の乱 流予 混合火 炎を形成 し、 角度法 または面 積法 によ り

乱流燃 焼速 度 を決 定す る方法 で ある。 保炎 器 と しては 円柱 、Vガ ッタ
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入力版権 保有者

入力グ ループ

説 明 フ ァイル 名

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

一 あ る い は パ イ ロ ッ ト火 炎 が 用 い られ る
。

:吉 田 亮(東 京 電 機 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:TBVH4.CMT

:DTYFILE

:TBVM4F1

:

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/V型 火 炎/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/

1)Lewis,B,&vonElbe,B.,''",9thSy皿posium(International)

onCo皿bustion,AcademicPress,一(1961)P.22

2)Liu,Y.andLenze,B.,",,,16thSymposiu血(Internationa1)on

Combustion,TheCombustionInstitute,一(988)P.155

3)Hichelsen,W.R.andErnstein,N.E.,''",6thSy皿posium(Int

ernational)onCombustion,Reinhold,一(958)P.55

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ ト ル

:1)CBRC29000001燃 焼 寸 法 効 果 研 究 分 科 会RC-SC29

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版権保有者:吉 田

入 力グル ープ

:228(1989-13-1714:22作 成)

:TBVDAT1

:ブ ンゼ ン火 炎法 によ る乱流 燃焼 速度 の測定 例

:二 次元 ある いは円 形の ノズル 型ブ ンゼ ンバ ー ナ上 に形成 され る乱流 予

混 合火 炎を用 いて測 定 され た乱流燃焼 速 度の 例で ある。火 炎帯が 平面

で はな いため に、 角度法 で測 定 され た燃 焼速 度 は位置 によ って異 な る

。面積 法 で は全体 の平均 値が 求め られ る。

亮(東 京電 機 大学工 学部)

:JSMERC-82

説 明 フ ァ イ ル 名:TBVD1.CMT

式 フ ァ イ ル 名:TBVDI.EXP

図 フ ァ イ ル 名:TBVDIF1

表 フ ァ イ ル 名:none

キ ー ワ ー ド:燃 焼 速 度/乱 流 燃 焼/乱 流 レ イ ノ ル ズ 数/マ イ ク ロ ス ケ ー ル/

レ コ ー ド:燃 焼 速 度

関 連 分 野:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/

参 照 文 献1)Grover,J.H.etal.,"",9thSymposium(lnternationa1)onCo

mbustion,Acade皿icPress,一(1963)P.21

参 照 文 献2)Williams,D.T.andBollinger,L.M.,"",8thSymposiu皿(lnter

national)onCombustion,Williams&Wilkins,一(949)P.21

参 照 文 献3)Shet,U.S.P.eta1.,"",18thSymposium(International)onC
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DB引 用 タグ

ombustion,TheCombustionInstitute.,一(981)P.21

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000002寸 法 効 果 研 究 用 燃 焼 器 模 型

レコー ド番号:229(1989-13-1717:09作 成)

ID番 号:TBVH5

タ イ トル:逆 円錐 型火 炎 による乱 流燃焼 速度の 測定

内容説 明:ノ ズル な どで 一様 な速 度分布 を持つ 未然混 合 気流 を作 り、ダ ク ト内あ

る いは 出口で流 れの 中央 に小 さなパ イロ ッ ト炎を置 き逆 円錐 型の 乱流

予混 合 火炎 を形成 し、 角度 法 または面 積法 に よ り乱流 燃焼 速 度 を決定

す る方 法で あ る。

入力版権 保有者:吉 田 亮(東 京電 機大学工 学部)

入力グル ープ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル名:TBVM5.CMT

式 プアイル名:

図 フ ァイル名:TBVM5F1

表 プ アイル名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参 照文 献

参 照文 献

DB引 用 タグ

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/逆 円 錐 型 火 炎/マ イ ク ロ ス ケ ー ル/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼//

1)Ballal,D.R.andLefebvre,A.H.,",',ARSJournal,,5-(1978

)P.0

2)Petrov,E.A.andTalantov,A.V.,")t,ARSJournal,,31-(196

1)p.408

3)Balla1,D.R.,''",ARSJournal,,A367-(1979)P.485

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB _TBVOOOOO3乱 流 燃 焼 速 度 の 測 定 例

:3)CBRC29000004噴 射 流 量 特 性 と 分 散 噴 霧 量 特 性

レコー ド番号:230(1989-13-1719:30作 成)

ID番 号:TBVDAT2

タ イ トル:球 状伝 播火 炎 によ る乱流燃焼 速度 の測定 例

内容 説明:定 常な 未然 混 合気 の流 れの 中で着 火 し、伝播 の様 子か ら乱 流燃焼 速度

を 求め る方 法 では、火 炎帯 の内側 と外側 で は乱流 燃焼 速度 が異 な る。

また閉 容器 内で フ ァンな どで乱 れを発生 させ 容器 中央 で着火 する方法

で は、 コル モ ゴ ロフの マ イ クロスケー ルお よび乱 れ強 さの影 響が 調べ

られ て いる。

入力版 権保有者:吉 田 亮(東 京 電機 大学工学 部)

入力 グループ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル 名:TBVD2.CMT
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式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参 照文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

none

TBVD2F1

:none

:燃 焼 速 度/乱 流 燃 焼/燃 焼 計 測/球 状 伝 播 火 炎 法/

:燃 焼 速 度

:予 測 法/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/

1)Michelsen,W.R.andErnstein,N.E.,,,",6thSymposium(Int

ernational)onCombustion,Reinhold,一(958)P.0

2)Abdel-Gayed,R.G.andBradley,D.,''",16thSymposiuo(Inter

nationa1)onCombustion,TheCo皿bustionInstitute,一(1976)

P.0

3)Kido,H.etal.,''",ASME-JSMEThermalEngineeringJointCon

ference,JSME,4-(1983)p.0

:No)タ グ コ ■・h－ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000007温 度 ・ガ ス 温 度 ・煙 の 寸 法 効 果

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説 明

入 力版 権保有 者:吉 田

入 力グ ルー プ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァ イル名

図 ファ イル名

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分 野

参照 文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:231(1989-13-1721:47作 成)

:TBVDAT3

1平 面火 炎 によ る乱 流燃 焼速 度 の測定例

:平 面火 炎 に よる燃 焼 速度 の測 定は、流 線が 火 炎帯 に垂直 で あ るので、

燃焼速 度を求 め る上 で都合 が 良い。平 面火 炎バ ー ナを用 い る方法 と、

淀み流 れを用 いる方 法が あ り、 最近で は淀 み流 れを用 いる方法が 火炎

の前面 を厳密 に決 め られ るため に、積 極的 に研 究 され て いる。

亮(東 京電 機 大学 工学 部)

:JSMERC-82

:TBVD3.CMT

:TBVD3.EXP

:TBVD3F1

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/平 面 火 炎 法/淀 み 流 れ/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/化 学 的 影 響/層 流 燃 焼//

1)Povinelli,L.A.andFuchs,A.E.,''",8thSymposium(lnternat

ional)onCo皿bustion,Williams&Wilkins,一(1962)P.0

2)Cho,P.etal.,''",16thSymposium(lnternationa1)onCombus

tion,TheCombustionInstitute,一(1988)P,0

3)Liu,Y.andLenze,B.,,,,,,16thSymposium(Internationa1)on

Combustion,TheCombustionInstitute,一(988)P.0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000008燃 料 噴 射 弁 特 性 と 寸 法 効 果
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レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入力版権保有者:吉 田

入力グ ル ープ

説 明 フ ァ イル名

式 ファイ ル名

図 ファイ ル名

表 フ ァイル名

キ ー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参 照 文 献

参照文献

参照文献

DB引 用 タグ

:232(1989-13-1724:01作 成)

:TBVDAT4

:V型 火 炎 に よ る乱 流 燃 焼 速 度 の 測 定 例

:ノ ズ ル な ど で 一 様 な 速 度 分 布 を 持 つ 未 然 混 合 気 流 を 作 り、 流 れ の 中 に

保 炎 器 を 置 きV型 の 乱 流 予 混 合 火 炎 を 形 成 し、 角 度 法 ま た は 面 積 法 に

よ り乱 流 燃 焼 速 度 を 決 定 した 例 で あ る 。 ブ ンゼ ン火 炎法 と 同 様 、 火 炎

帯 前 面 の位 置 の 決 定 に 問 題 が あ る。

亮(東 京 電 機 大 学 工 学 部)

:JSHERC-82

:TBVD4◆CMT

:TBVD4.EXP

:TBVD4F1

:none

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/V型 火 炎/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼/

1)Kozachenko,L.S.abdKuznetsov,1.L.,st",ARSJournal,,1-

(1965)p.22

2)Cheng,R.T.andNg,T.T.,'sss,16thSymposium(lnternationa1)

onCombustion,TheCombustionInstitute,57-(1984)P.155

3)HoweJr.,N.M.,Shipman,C.W.andVranos,A.,''",9thSympos

ium(Internationa1)onCo皿bustion,AcademicPress,一(0)

p.1963

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CBRC29000009水 流 模 型 に よ る 炉 内 混 合 過 程 推 定

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

入 力 版 権 保 有 者:吉 田

入 力 グ ル ー プ

説 明 フ ァ イル 名:TBVD5.CMT

式 フ ァ イ ル 名:TBVD5.EXP

図 フ ァ イ ル 名:TBVD5F1

表 フ ァ イ ル 名:

:233(1989-13-1726:39作 成)

:TBVDAT5

:逆 円錐 型火 炎 によ る乱 流燃焼 速度の測 定例

:ノ ズル な どで一様 な速度 分布 を持つ未然 混合 気流 を作 り、 ダ ク ト内お

よび出 口で流 れ の 中央 に小 さなパ イロ ッ ト炎を置 き逆 円錐 型の乱 流予

混合 火 炎を形 成 し、 角度 法 または面積法 によ り乱 流燃 焼速 度を測 定 し

て例 で あ る。一般 に、 火炎前 面の決め方 に問題が あ る。

亮(東 京電 機大学 工学 部)

:JSMERC・-82
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キー ワー ド

レコー ド

関連 分野

参照 文献

参照文献

参照文献

DB引 用タグ

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/逆 円 錐 型 火 炎/マ イ ク ロ ス ケ ー ル/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼//

1)Ballal,D.R.andLefebvre,A.H.,}t",ARSJournal,,5-(1978

)P.0

2)Petrov,E.A.andTalantov,A.V.,'"s,ARSJournal,,31-(196

1)p.408

3)Ballal,D.R.,''",ARSJournal,,A367-(1979)P.485

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

引 用 し て い る タ グ は あ り ま せ ん.

レコー ド番号:234(1989-13-1727:48作 成)

ID番 号:TBVDAT6

タイ トル:対 向噴流 火 炎 によ る乱流 燃焼 速度 の測 定例

内容説 明:対 向噴流 火 炎を用 いた乱 流燃 焼速 度 の測定 例 は極 めて少な い。 しか し

、 乱れ強 さの強 い乱れ が比 較的簡 単 に発生 で きるので、分 散型乱 流 火

炎領域 での燃 焼速 度 の測定 には非 常 に適 してお り、 今後広 く利用 され

るよ うにな ると思 われ る。

入力版権 保有者:吉 田 亮(東 京 電機 大学 工学部)

入 力グループ:JSMERC-82

説 明 フ ァイル 名:TBVD6.CMT

式 フ ァイル名:TBVD6.EXP

図 フ ァイル名:TBVD6F1

表 フ ァイル名:

キ ー ワー ド

レコー ド

関 連分野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/対 向 噴 流 火 炎/分 散 型 火 炎/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼//

1)Vinckier,J.andVanTiggelen,A.,''",16thSymposium(Inter

nationa1)onCo皿bustion,TheCombustionInstitute,12-(1968

)P.561

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

引 用 し て い る タ グ は あ り ま せ ん.

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容説 明

:235(1989-13-1728:08作 成)

:TBVM6

:対 向噴流 火 炎 によ る乱 流燃焼 速度 の測 定

:対 向 して置 かれ た二本 の ノズ ルか ら高速 で未 然混 合気を噴射 し、衝 突

させ る。 こ う してで きた衝 突噴流 場 は、 乱流 格子 で作 られ る乱 れ に比

較 して、乱 れ強 さが 極 めて強 いのが 特 徴で あ る。衝突噴流 周 囲 に リン

グ状 の乱流 予混合 火 炎が 形成 され、 これ に よって乱流燃焼 速 度を 測定
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入力版 権保 有者

入力 グル ープ

説 明 フ ァイル名

式 フ ァイル名

図 フ ァイ ル名

義 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

参照文献

DB引 用 タグ

す る 。

:吉 田 亮(東 京 電 機 大 学 工 学 部)

:JSMERC-82

:TBVM6.CMT

:

:TBVM6Fl

:

:燃 焼 速 度/乱 流/計 測/対 向 噴 流 火 炎/分 散 型 火 炎/

:燃 焼 速 度

:定 常 燃 焼/乱 流 燃 焼/燃 焼 速 度/層 流 燃 焼//

1)Vinckier,J.andVanTiggelen,A.,''",16thSymposium(Inter

nationa1)onCombustion,TheCombustionInstitute,12-(1968

)P.561

2)Yoshida,Y.,,,",16thSymposiu皿(Internationa1)onCombustio

n,TheCombustionInstitute,一(1989)P.1471

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

引 用 し て い る タ グ は あ り ま せ ん.

レコー ド番号

ID番 号

タ イ トル

内容 説明

入 力版 権保有 者:吉 田

入力 グル ープ

説明 フ ァイル名:TURBD1.CMT

式 フ ァイル名

図 フ ァイル名

表 フ ァイル名

キー ワー ド

レコー ド

関連分 野

参 照文 献

DB引 用 タグ

:236(1989-13-1729:21作 成)

:TURBD1

:乱 流 特性

:乱 れを特 性付 ける ため には、乱 れの強 さと乱れの スケ ー ルを決定 す る

必 要が あ る。 乱れ の強 さは変動速 度の根 自乗 平均 値を 用 い るが、 スケ

ー ル には種 々の定 義が ある
。 すな わち積 分 スケー ル、 テ イラーの マイ

クロス ケール お よび コル モゴ ロフマ イ クロ スケ ールで あ る。

亮(東 京電機 大学工 学部)

:JSMERC-82

:TURBD1.EXP

:TURBDIFI

:none

:乱 流/乱 れ 強 さ/ス ケ ー ル/乱 流 レイ ノ ル ズ 数/

:燃 焼 速 度

:乱 流 燃 焼/実 験 項 目///

1)ロ ッ タ著1大 路 訳 】,岩 波 全 書[燃 焼 】,岩 波 書 店(975)p.0

:No)タ グ コ ー ド タ グ タ イ トル

:1)CB _TBVOOOOO2乱 流 燃 焼 速 度 の計 測 法

:3)CB_TBVOOOOO1乱 流 燃 焼 速 度
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